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第一章　獣耳尻尾しつぽ









　──かぁん。かぁん。かぁん。




　高く乾いた──槌つちを打つ音が街のそこかしこに響いている。

　鋼が鋼を叩たたいて出る音という意味では、特段に珍しいものでもない。例えば火災を告げる半鐘の音や、戦乱の最さ中なかに溢あふれる剣けん戟げきのそれとも大差は無い。何も変わらない。

　だが今、晴れ渡る空に染み渡る槌の響きは、何処か明るく清すが々すがしいものに聞こえる。

　槌を振るう者達が、あるいは耳にする者達が、それが何かを『壊す』『殺す』為の音ではなく『造る』『治す』為の音なのだと──『明日を断つ』音ではなく『明日に繋つなぐ』音なのだと心得ているからなのかもしれない。

　負った傷は深くとも、命ある限りいつかは癒える。

　破壊の後の再建、負傷の後の復活──巨大魔導兵器に蹂じゆう躙りんされた街は、自らその疵きずを癒やしつつあった。




　──かぁん。かぁん。かぁん。




　王都トリニティア。

　それはウォルトン王国における『始まりの街』であり、王国の脳であり心臓、政治、経済、文化、全ての要、名実共に王国領の中心地である。トリニティアが終わる時とは即ち、ウォルトン王国が終わる時──とも言われている。

　別の言い方をするならそれはウォルトン王国の『急所』だ。

　だからこの地は、しばしば敵に狙われる。

　一定の距離で配置された多数の結界塔、高くそびえる街壁、王都防衛騎士団、等々……街を護まもる為の備えに抜かりは無いが、それでも時に、敵の攻撃はこの『千年王都』とも呼ばれる大都市に肉薄し、あるいはその攻撃が傷跡を刻んでいく事が在る。数百年の永い歴史の中で存亡の危機に瀕ひんした事も一度や二度ではない。

　実際──半年前にも二度にわたってネプツニス帝国の拠点攻略用ベースス大型魔導兵器トライカーが侵入し、結界塔の幾つかが破壊され、街のあちらこちらに甚大な被害をもたらした。

　街の風景にはその際の生々しい『傷跡』が今も各所に点在している。

　崩れた民家。倒れた並木。

　割れた街路。傾いだ尖せん塔とう。

　焼けた標識。その他──諸もろ々もろ。

　まるで風景画の一部に穴を開けたり、破いたり、切り取ったりしたかの様に、街並みのあちらこちらに痛々しい『欠け』や『歪ゆがみ』が見て取れた。




　──かぁん。かぁん。かぁん。




　だがトリニティアは死んではいない。

　魔導兵器が駆逐された直後から再建は開始され、その傷きず痕あとは、ゆっくりとではあるが消えつつある。壊れた所は『次』に備えてより頑健に再生される。経験が街を強くするのだ。新陳代謝と呼ぶには荒々しすぎる一件であったが、これもまた都市が永い歳月、存在を続けていく上で、繰り返す営みの一つと言えた。

「うぉーい、そこ、ゆっくり運べよ、急ぐと崩れるぞ！」

「馬鹿、こっちだ、そっちじゃない、その木材はこっちの──」

　被害そのものが広範囲にわたっていた為、半年を経た今も、再建作業は半ばといった状態である。土建業者や大工職人の手が足りず、建築資材も不足気味、諸々の手配も滞りがちだった。特に都市防衛の要とも言うべき魔導結界を維持する為の結界塔が最優先で再建された為、それ以外の施設はどうしても後回しになってしまう。

　二ヶ月ばかり前から、足りぬ人手を補う為に、国境や前線付近に駐屯していた軍の工兵部隊も順次、交代制で呼び戻されては王都の再生に尽力していた。実際、作業現場で働く者の中には、民間の土建業者や職人以外に、軍の制服を着た工兵の姿も目立つ。

　そんな中──とある建築現場。

「うっ……」

「おう、どうした？」

　煉れん瓦がを積んだ台車ワゴンを運んでいた作業員──いや若い工兵の一人が、手を止めて呻うめいた。

　すぐ近くを歩いていた別の、年配の工兵が顔をしかめて、そちらを振り向く。

「頭でも痛むのか？　仮病使ってさぼってんじゃねえぞ、小僧」

　年配の工兵が言った通り、若い工兵は頭を──落下物から頭部を守る為の作業兜ヘルメツトごと頭を抱えている。それどころか彼は年配の工兵に返事もせず、その場にしゃがみ込んでしまった。

　年功序列と階位絶対の軍組織の中にあって、日常会話といえど、目上の者の言葉を無視するなど、余程の事が無ければあり得ない。

「おい？　小僧？」

　さすがに巫ふ山ざ戯けたり、さぼったりしている訳ではないと気が付いたのだろう。

　年配の工兵は慌てて若い工兵の所に駆け寄った。近くで作業をしていた別の工兵達も、何事かと手を止めて、あるいは作業は続けつつも、怪け訝げんそうな視線を送ってきている。

「う……う……？」

　若い工兵の、作業兜ヘルメツトごと頭を抱える腕が小刻みに震えている。

　がりがりと指先が作業兜ヘルメツトの表面を掻かきむしり、それでは足りぬとばかりに、手が顎あご紐ひもに掛かった。もどかしげに結び目を解ほどいて作業兜ヘルメツトの内側に、手を差し込んで──

「うあっ……ぬあああっ……」

　がらん、と作業兜ヘルメツトが床に落ちる。

　若い工兵はぼさぼさの黒髪を掻きむしっている。まるで何日も風ふ呂ろに入っていないから耐えられない程に痒かゆいのだ──とでも言わんばかりに。だが、若い工兵の髪は汗や垢あかで脂じみている訳でも、雲脂フケが浮いている訳でもなく、むしろ綺き麗れいな──

「──!?」

　年配の工兵が眼を丸くする。

　もぞりと、若い工兵の髪が動いたからだ──掻きむしる指とは全く別に。

　まるで髪の毛の中に何か別の生き物が潜んでいるかの様に、黒い髪が一部盛り上がり、小刻みに震えている。

「おまっ……そ、それ!?」

「──うっ？」

　若い工兵はそのまま地面に倒れて身を捩ねじった。

　見れば──異常は頭部だけでなく彼の腰にも生じている様だ。

　彼の服の背中辺りで──やはり何かが蠢うごめいている。腰の辺りが大きく膨らんで、まるで出口を求めているかの如く、右に左に上に下にとそれが動いているのだ。

「こっ……これはっ……」

　年配の工兵が喘あえぐ様に呟つぶやく。

　若い工兵の頭髪を押し開く様にして、あるいは服の裾すそを広げる様にして、外へと解き放たれる──それ。いや。それら。

　明らかに余分、明らかに過剰、即ち人の姿としては異形そのものの、それら。

「な……なんだこれは……!?」

　と年配の工兵が誰にともなく問うが、若い工兵は勿もち論ろん、周囲の誰も答えを持ち合わせてはいない。居合わせた誰もが年配の工兵と同様、眼を丸くしてその場に立ち尽くしている。

「なんだ、なんなんだ、これは!?」

　重ねて問い掛ける戦せん慄りつの声が、槌打つ音の間から辺りに響き渡る。

　それが──全ての始まりだった。




　　　　●




　肉体言語──という言葉が在る。

　互いの理解を深める手段の一つとして、会話ではなく肉体を用いて交わる事を指す。

　全力でぶつけ合う肉体と肉体は、時に百の言葉よりも雄弁に自己を語り相手を認める。

　美辞麗句や社交辞令の絡まない──心の奥底、本能に根ざした行為は、当事者の真実を曝さらけ出し、それによって両者の親しん睦ぼくは深まる、という考え方だ。

「──んんッ！」

「……はっ……はあっ……」

　熱い吐息が漏れる。

　ぱん、ぱん、ぱん、ぱん……

　一定の緩急をつけつつ、繰り返される──肉が肉を打つ響き。

　音と声に合わせるかの様に、汗の飛ひ沫まつが辺りに散って床を、壁を、湿らせる。

「……レオ……さまっ……！」

「……マリエル」

　若い男女の肉体が激しくうねる。動く度に肉が震え、互いの髪が振り乱れる。

　両者共に、顔を、体を紅潮させて、相手に密着しながら小刻みな動きを繰り返す。汗が潤滑油の如き働きをして触れあう肌を滑らせ、その感触に二人は更に貪むさぼる様な激しさで相手に己の身体を絡めていく。

「……レオさま……も、もう……わ……私っ……」

　強く。そして速く。

　動きの一つ一つで相手の存在を確かめるかの様に。

　一瞬たりとて休む事無く。繰り返し、繰り返し。

　それは堂々巡りの様でいて、その実、螺ら旋せんを描く様にして一つの高みへと──

「──いやはや」

　不意に──場違いな程、全く空気を読まない感じで差し挟まれる第三者の声。

「朝も早くから大変な熱の入れようですね」

「──っ!?」

　一際高い、何処か笛の様な音を伴う呼気を迸ほとばしらせながら、若者が、突く。

　彼に密着していた娘の身体は弓なりに反って──

「……ひあっ!?」

　──吹っ飛んでいた。

　比ひ喩ゆでも何でもない。文字通りに宙を飛んでいた。距離にすれば大したものではないが、全身が汗にまみれていた為か、板張りの床の上を娘の身体は壁際まで滑っていく。どん、と妙に重い音を立てて娘は壁にぶつかり、そこでようやく止まった。

「うわ、ご、ごめん!?」

　そう叫ぶと慌てて娘の所に駆け寄る若者。

「思わず、がっつり『入れ』ちまった……！」

「ほう。『入れ』ましたか。遂に」

「ずどんと身体の奥まで──いやそうじゃなくてね？」

「では先っぽだけですか？」

「寸勁に先っぽだけも根元までもねえよ！　つぅかお前はっ！」

　少年は部屋の入り口付近を振り返って叫んだ。

「いきなり入って来て何を言ってんだ！　厘止めしくじっただろうが！」

「いきなりと申されましても」

　と肩を竦すくめるのは、長身痩そう躯くを黒衣に──執事服に包んだ人物である。

　艶つややかな長い黒髪を首の辺りで括って束ね、切れ長の双そう眸ぼうの上には銀縁の眼鏡を掛けている。非常に容姿端麗な──だがそれ故に一見すると男か女か判別しがたい人物だった。

「お二人とも夢中になっておられた様で、何度かお声掛けもしたのですが、答えてくださらず……」

「うっ……？」

「何事かと耳を澄ましてみれば、中から聞こえてくるのは喘ぐ様な息づかいと、繰り返し肉が肉を打つ響き。これは遂に若様のお●●●●が使用済みになったのかと、このアラモゴード家執事ハリエット・ホプキンス、感涙を禁じ得ず、御赤飯を炊く前に一言御祝いをと」

　首を傾げて黒衣の執事は──ハリエットは目め許もとを拭ぬぐう仕草をしてみせる。その黒こく瞳どうは潤むどころか硝子ガラス玉の様な硬く冷たい光を湛たたえたままであったが。

「だから●●●●とか言うなっ！」

　殆ほとんど悲鳴じみた声で叫ぶ若者。

　その声には明らかな狼ろう狽ばいが滲にじんでいたが──その顔にどんな表情が浮かんでいるかは、判然としない。その顔の上半分──引き攣つる口元よりも上は、黒と赤に彩られた角のある仮面に覆われていたからである。

　護国鬼神。

　ウォルトン王国にサムライ在りと言われ、王都を数百年の永きに亘わたり護まもり続けてきた最強の魔術戦士──鎮護国家の化身。無敵にして無情、一度、敵と相対すれば、一切の逡しゆん巡じゆん無く容赦も無く、老若男女の区別も無く、迅速かつ惨むごたらしい死を与えるという。

　その当代こそがこの少年、レオ・アラモゴードであった……のだが。

「俗称がお気に召さないという事であれば、解剖学的に男性器とか、伝統的に男根とか陽根とか陰茎とか、分かり易くも文学的に肉棒とか欲棒とか」

「余計生々しいからやめろっ!?」

　レオは今、動き易い、袖そで無なしで裾の短い道着を身に着けている。

　よく引き締まった腕や脚が見えるが、一見した限りでは殊更に筋肉が目立つでもなく、威圧的な大柄さでもない。敵たる者には殲せん滅めつ微み塵じん、非情の鏖おう殺さつを流儀とする鬼神──そんな風評を聞いた者が想像しがちな姿からは、少々ずれる印象だった。端的に言えば引き締まった身体をしてはいるが、ただそれだけの──ただ健康的なだけの若者に見える。

　しかもその口元は動揺で痙けい攣れんし、恐ろしげな鬼神の仮面も正位置からずれて今にも落ちそうになっていた。

「本当にお前はいつもいつもいつもいつも！」

　ダンダンと板張りの床を踏み鳴らしながらレオは喚わめいた。

「間の悪い時ばかり割り込んで来やがって！　わざとか!?　わざとなんだな!?」

「そのように褒められてはさすがの私も少々、面おも映はゆい気持ちに」

「褒めてねえっ!!」

「それより若様。マリエル様はよろしいのですか？」

「うわ、そ、そうだった、マリエル、大丈夫か!?」

　慌てて視線を床に転がったままの娘に戻すレオ。

「…………だ、大丈夫、です」

　マリエルと呼ばれた娘は、そう言って身を起こし──何かを払い落とすかの様に二度三度と首を振った。

　長く艶やかな、後頭部で括られた金髪が、まるで動物の尾の様に軽やかに跳ねる。

　美しく上品な雰囲気の娘だった。

　目鼻立ちはすっきりと整い涼しげ……金髪と碧へき眼がん、それに白い肌の組み合わせが、実に鮮やかだが、殊更に派手という感じでも無く、全体的に清せい楚そな印象が強い。

　今はレオと同じ仕立ての、ただし色違いの白い道着に身を包んでいるが──だからこそ、若者らしい張りのある肌や、形良く膨らんだ胸と尻しり、引き絞られた腰、といった健康的なその身体がはっきりと分かる。野生動物に通じる力強いしなやかさがそこにはあった。

　マリエル・キュヴィア──王都防衛騎士団に籍を置く騎士であり、レオ・アラモゴードの『押し掛け婚約者』もしくは『押し付け婚約者』であった。

「大丈夫………………ですけ……ど……その」

　と身を起こした所で動きを止めてマリエルが少し顔をしかめる。

「どうした、何処か痛むか？　本当に悪い、じゃなくて──ゆ、赦ゆるせ、ハリエットが変な瞬間に声を掛けてきたから、思わず『徹し』て──」

　ここで言うレオの『徹し』というのは格闘術における特殊技の一つだ。

　サムライの武術は何も刀剣の扱いが全てという訳ではない。

　極東の荒ぶる戦闘民族は、たとえ武器の全てを失っても命尽きるまで戦いを止めないという。彼等は己の全てを──肉の一欠片かけら、血の一滴までも武器にして敵を討つ。当然、素手で相手を制する武術も代々の護国鬼神には伝えられており、『寸すん勁けい』もその一つだ。

　刀剣を失った場合、相手の懐に入り込む事で相手の斬撃や打撃を防ぎ──腕の内側にまで踏み込まれると大抵の『振る』武器は威力を封じられてしまう──ほぼ密着状態から致命の一撃を相手に加える為の徒手格闘技。体内で練りに練った『気』、即ち『勁』を予備動作無しに送り込み、鎧よろいを『徹し』てその内側にある肉体を叩たたく技だ。

　レオはマリエルに請われてこの『寸勁』を含む格闘術を教えていた。

　元々王国騎士達の間には代々の護国鬼神が教授したとされる武術が幾つも伝わっているが……折角レオの許に来たのだから、自分も何か一つでも護国鬼神と王国の繋つながりを強める手助けがしたい、と彼女が言ったのだ。

「考えてみれば若様は誰かに教えるという経験がありませんでしたね」

　とハリエットが言う。

「故に今ひとつ『手加減』に慣れておられない訳で」

　レオは修練と伝授の為の技術──技を『寸止め』よりも更に際どい、文字通りに紙一重で止める『厘りん止どめ』も心得てはいたが、普段は使う事が無いだけに、集中を欠くと、ついうっかり、充分に『止め』ずに技を相手に叩き込んでしまうのである。マリエルが血ち反へ吐どを吐いていない所を見ると、とりあえず全く手加減出来ていなかった訳ではない様だが。

「…………レオ……さま……」

　マリエルは手を伸ばしてレオの右手を掴つかんだ。

「マリエル？」

「ちょっと……す、縋すがらせてください……面目ないです」

　と──次の瞬間、言葉通りレオの腕にマリエルは縋り付いていた。

　どうやら立とうとしても膝ひざが震えて立てないらしい。

　マリエルの鳩尾みぞおちに掌しよう底ていで撃ち込まれたレオの勁は、彼女の体内を跳ね回り、思わぬ場所に影響を及ぼしてしまったらしい。そもそもマリエルが宙を飛んだのも実際にレオが彼女を吹っ飛ばすだけの力で叩いたり押したりした訳ではなく、勁に反応した彼女の筋肉が本人の意に反して収縮した結果だ。稲妻に打たれた場合に、犠牲者が吹っ飛ぶ場合があるというが、それと同じ理屈である。

「ご……ごめんなさい……稽けい古こをつけて欲しいと言ったのは……私ですのに……私ではレオ様に……稽古をつけていただく水準にも……達していなかった様です……」

　荒い息をつきながらそう言うマリエル。彼女は全身でレオの腕にしがみつき、自分の未熟を恥じているのか──顔を彼の肩に押し当てながら震えていた。

「いや、そんな水準ねえよ──もとい、その様な水準など知らんわ」

　少し落ち着いてきたのか、レオはずり落ちかけていた仮面を指先で正位置に戻すと、護国鬼神としての口調を取り繕って言った。

「しくじったのは我が未熟故の事。貴殿が気に病む必要など」

「その通りです、マリエル様」

　いつの間にかレオの脇に立っていたハリエットがそう言い添える。

「若様が勢い余って思わず（技を）入れちゃったり（勁を）出しちゃったりしたのは、若様がマリエル様の汗に濡ぬれた素肌、特に、道着の襟がはだけた胸元にばかり注意が向いていて、色々おろそかになっていたからで」

「──え？」

「だから黙れよお前は!?」

　とレオは怒鳴り……レオは慌てた様にそっぽを向いた。若干その頬が赤らんでいるのを見ると、ハリエットの言葉も全くの的外れという訳ではない様だ。

　マリエルはしばらくそんな護国鬼神を呆ぼう然ぜんと見つめていたが──

「──！」

　ばっと腕を放してその場にまた尻しり餅もちをつく。

　自分がレオの腕に、胸を──道着がはだけかけて、大きく素肌を晒さらしている胸の谷間を、密着させていたのだと気付いたからだろう。殆ど左右の乳房でレオの腕を挟んでいた様な状態だった。

「…………」

　道着の胸元を合わせて俯うつむくマリエル。

　恥じらいにその顔はレオ以上に真っ赤に染まっていた。

「あ、いや、その、決してそういう魂胆で武術を教えていた訳では──」

　と首を振りながら言い訳するレオ。

　言い訳というか──そもそも、武術を教わりたいと請うたのはマリエルである訳だが、焦る余りそんな理屈も彼の頭からはすぽんと抜け落ちている様だった。

「…………」

　そのマリエルはマリエルで、恥じらいつつも何か思うところでもあったのか。

　突然、きっ──と決意の表情で顔を上げると、ずりずりと下半身を引きずりつつ、改めてレオの腕にしがみついてきた。しかも今度は肘ひじで自分の胸を寄せる様にして、はっきりとレオの腕を挟み込んでくる。

「ちょっ……マ、マリエル!?」

「な、なんでしょうか、レオ様っ!?」

「いや、その、あの、あ、当たってるというか、その、触ってるというか、あの、だな」

「…………は、はい、当たってます、というか押しつけて、ます」

「…………ちょ!?」

　またもやレオの仮面がわずかながらもずり落ちて、その下から年相応の──何処か幼ささえ残した顔が、狼狽の表情を浮かべているのが見えた。

「こ、ここ、婚約者なのですからっ……！」

　何を恥ずかしがる事がありましょうや、いや、ありはしない（反語表現）──と言わんばかりに、マリエルは強く強くレオの腕にしがみつく。これでもか、これでもか、ええいこれでもか、てな感じだ。胸を押しつける、という事にかまけて、若干、色仕掛けにしては艶つやっぽさに欠けるというか……不器用に過ぎる印象は在ったが、それはさておき。

「え、いや、あの」

　レオはレオで、まずいと思えば強引に引き剥はがせば良いものを、マリエルの『攻撃』にただただ狼狽うろたえている。傍はたから見れば童貞と処女の微笑ましくすらあるじゃれ合いの光景だが、何も知らぬ余人が見れば、この若者が護国鬼神だとは断じて信じないだろう。

「わ、私、レオ様の妻になる為に此こ処こに来たのですから」

　マリエルは更に、ずり、と上半身を擦こすり付ける様にしてレオの腕を這はい上がると、彼の耳に囁ささやく様に言った。
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「同じ屋根の下に住んでもう半年……そ……その……そろそろ……お……お手つきにしていただかなければ……なんというか……こ……沽こ券けんに関わると……いいますか……」

「いや、それは……その……」

「私では……ご不満ですか……？」

　腕にしがみつきながら、上目遣いにレオの顔を見つめるマリエル。

　普段、若い娘としては身の丈が高く、レオとそう視線の高さが違わないマリエルだが、だからこそ、そんな彼女が上目遣いに見つめてくる様子は、途方も無い破壊力を持っていた。何に対してのか？　勿もち論ろん、レオの理性に対しての、である。

「…………」

　生なま唾つばを呑のみ込むレオ。

　武術修練の直後で、共に身体は温まり、汗もかいている。改めて見れば、マリエルの首筋から、鎖骨の辺り、更には道着の合わせ目に見える胸の谷間まで、その白い素肌は赤みを帯びた上にしっとりと湿っており、何をするでもなくても、ひどく艶なまめかしい。

「レオ様──」

　普段、生真面目一徹のマリエルだからこそ、下手に化粧だのして薄着で誘うよりも、今の彼女は恐ろしい程に扇情的──本能的、動物的な欲求を直じかに刺激する何かがあった。

　勿論……二人の近くには未いまだハリエットが居る訳だが、この多芸な執事は徹底的に気配を殺し、邪魔をしないようにと風景の一部に徹していた。まあレオもマリエルも既に互いの存在しか見えていないので、ハリエットが隠形しようとしまいと、関係無いのだが。

　故に──

「お、俺は──」

「……御主人様」

「うひゃい!?」

　これまた不意打ち気味に掛けられた──まるで陶鈴を転がし鳴らす様な愛らしい声に、レオは思わず裏返った声で応じていた。

　腕にマリエルをしがみつかせたまま、半回転。改めてレオが修練場の入り口近くに目を向けると、そこには──小柄で華きや奢しやな少女が家政婦服姿で立っていた。

　癖の無い、長く艶やかな金髪と、そして琥こ珀はく色いろで円つぶらな瞳ひとみを備えた、とても愛らしい顔立ち……多分に幼さを残したその容よう貌ぼうは、可か憐れんそのもので、見る者の庇ひ護ご欲を刺激する。

　だがその最大の特徴は、目鼻立ちではなくてその脇……横に張り出す様にして伸びた尖とがり耳だろう。ごく一般的な人間の耳とは明らかに形が違う。

　妖よう精せい族、そう呼ばれる少数民族の、それは証あかしだった。

「フェルミ……！」

「……はい」

　こっくりと、まるで無む垢くな小鳥を想わせる仕草で──しかし同時に人形の様な無表情でその少女は頷うなずいた。

　フェルミ・エルマンノン。

　半年前の騒動の際、レオがネプツニスの拠点攻略用兵器の中から引っ張り出した戦争奴隷である。元敵兵──というより敵の兵器の部品として使われていた奴隷だ。

　敵として眼の前に立った者には一切の容赦を忘れる、事情なんぞ知った事かと、相手が誰であれ何であれ撫なで斬りにする、それが護国鬼神というものなのだが──何を思ったか、レオはその哀れな戦争奴隷を自分の手元に置きたいと願った。

　その後、紆う余よ曲きよく折せつあってフェルミは護国鬼神の居城たるこのアラモゴード城で家政婦として働く事になった訳だが、元々敵国の人間なので、すんなりとウォルトン王国の国民として受け入れられる筈はずも無く、表向きはレオが『肉奴隷』として引き取った事になっている。

　ちなみにエルマンノンという姓は最近になってハリエットが付けた。

　元ネプツニスの奴隷だったフェルミには、管理番号は在った癖に、姓というものが無かったのである。フェルミという個人名すら彼女がぼんやりと覚えていただけのもので、確かなものではないから……まあ適当で良かろう、という事になった。

「御主人様……手て拭ぬぐいです……」

「お、おう、す、すまぬな」

　三度、大きくずれまくって今にも落ちそうになっている仮面を慌てて正位置に戻し、レオは護国鬼神としての威厳を取り繕う。

　一方でフェルミはそれをどう思っているのか、笑いもしなければ呆あきれもせず、ただ淡々とした無表情のまま近づいてくると、何処かおずおずとした仕草で先まずレオに、そしてマリエルにそれぞれ手拭いを差し出してきた。

「マリエル様も……どうぞ……」

「……あ、ありがとう」

　そう応じつつ、マリエルの顔には微妙な──戸惑うかの様な表情が浮かんでいる。

「……マリエル様？」

　ふと首を傾げるフェルミ。

　奴隷としての前歴からか、自分は無表情の癖に、フェルミは他人の表情の変化には──顔色の変化には、妙に敏感な所がある。もっともこれは相手の不興を買って打ちよう擲ちやくされる──殴る蹴けるされるのを防ぐ為に身に付けた能力なので、変化した表情の意味、というかその奥にある相手の感情についてはよく分かっていない様だったが。

「……どうか……なさいましたか……？」

「あ、いえ、それは」

「…………」

　口を濁すマリエルを前に、フェルミは──目を瞑つぶり何かを堪こらえるかの様に唇を引き結ぶ。

「いや、叩たたきませんから」

「……そうですか」

　と目を瞬かせながら頷くフェルミ。

　これも奴隷としての前歴のせいで、何かあれば叩かれるのが基本だと思っているのだ。

　アラモゴード城に引き取られてからは、家政婦としての仕事を失敗ミスしてハリエットに尻しりを叩かれる事はあっても、顔を殴られる様な事は無かった筈なのだが……どうもフェルミのこれは身に染みついた癖の様になっていて、中々抜ける様子が無い。

「フェルミ。マリエル様は、あなたに怒っておられるのではありません。『もう少しでレオ様に（性的に）食べて戴いただけるところだったのに、残念』と思っておられるだけですよ」

「ハリエットさん!?」

　悲鳴じみた声を上げるマリエル。

　ハリエットの言葉を聞いて、フェルミは束の間、首を傾げて何度もレオとマリエルの間で視線を往復させていたが──

「…………」

　何か得心した様子で小さく頷くと──いきなり自分の家政婦服に手を掛けて、胸元の布を引き下ろした。

「ちょ、な、なにやってやがりますか、フェルミ・サン!?」

　と動揺のあまりおかしな喋しやべりになっているレオだが、フェルミは気がついているのかいないのか、何の躊ちゆう躇ちよも無く家政婦服のみならずその下の肌着も下ろして、あっさり白くまろやかな胸をレオの前に曝さらけ出していた。いや。それだけならいざ知らず、フェルミは自分の胸に両手を添えると、やや小振りだが形の良い乳房を、下からすくい上げる様にして──

「……お食べになるなら……私も……少しは肉付きが良くなって……きましたので……少しは食べ応えが……」

「おう、確かにほんの少しだが前より膨ら──いやそうじゃなくてな!?」

　腕にしがみついたままのマリエルから何か言いたげな視線が送られてくるのを感じながら、レオは慌てて首を振った。

「食べないって何度も言ってるだろうが！　覚えろ！　それから殴らないから！　いちいち歯を食いしばるな！　それとハリエット！　お前もわざわざ誤解を招く様な言い方をすんな！」

「誤解ですか？」

　とハリエットが尋ねるのはレオではなく、マリエルで。

「…………っ」

　マリエルはといえば、生真面目な性格故か、肯定も否定も出来ずにレオの腕にしがみついたまま、彼の肩の辺りに顔を埋うずめて震えている。勿論、寒いとか怖いとかではなくて、フェルミの介入で一時的な盛り上がりが冷めた今、湧きあがる恥ずかしさを必死に堪えているのだろう。

「いや、あの、マリエル、だから、その、ええと、フェルミも、ええと」

　どう答えて良いのか分からず言葉を濁したままのレオ。

　敵と対すれば常勝無敗の護国鬼神も、引き籠こもり生活が長かった為か、女絡みの話ではてんで駄目──半人前の童貞小僧に他ならない。フェルミは勿論、マリエルも、手を出しても何処からも文句は出ない筈なのだが……半年を経過した今も、異性関係には徹底してヘタレのレオは、二人と同居人以上の関係になっていない。

「俺はその、だから、ええと…………………………ん？」

　しばらく視線をあちらこちらに泳がせていたレオだが、ふと──眼を細めると、自分に縋すがり付いたままの女騎士を見つめた。

　正確にはその艶やかな金髪に覆われた頭部を。

　そこは……彼女自身の震えとは明らかに別の動きを示していた。

　まるで髪の下に何か別の生き物が潜んでいるかの様に、髪の一部が膨らんだかと思うと、それが右に左にと蠢うごめいているのだ。奇怪というか異様というか──およそ女性の身体というものに不慣れなレオでも、それが普通でないという事は分かった。

「な……なんだ？」

　訳が分からず眉まゆを顰ひそめて彼女の頭部に顔を近づけるレオ──だったが。

「──うおっ!?」

　次の瞬間、護国鬼神は仰のけ反りながら声を上げていた。

　マリエルの黄金色アンバーの髪が弾はじけて、そこから跳ねる様にして屹きつ立りつする──三角形。

　それは、金色の短毛に覆われ、根元に白い和にこ毛げが添えられた……

「──え？　耳っ!?」

　何処からどう見ても獣の耳だった。

　それが単なる仮装の類たぐいでないのは、ぷるぷると耳の先が震えている事からも分かる。

「レオ様？　──ひゃんっ？」

　しかも……恐る恐るレオが右手の指先でその獣耳の生え際、和毛の辺りに触れてみると、マリエルは可愛らしくも悩ましい声を上げて身を捩ねじった。普段の彼女からすればまず出さないというか……一緒に住んで半年、レオもマリエルのこんな声は初めて聞いた。

「な、何を──レオ様？」

　獣耳を震わせながら問うてくるマリエル。

　勿論、彼女は自分の頭に生じている奇現象を直接目視する事は出来ない。レオの反応と、そして獣耳に触れられた際に生じた、未知の感覚について、戸惑っているだけだ──が。

「んあっ……？」

　より一層、悩ましい声を上げて腰をくねらせるマリエル。

「マリエル……？」

　すぐにレオは気がついた。

　マリエルの背中、その腰の辺りで、何やらもぞもぞと動くものがある。獣耳よりも明らかに大きく、その動きもより複雑というか生々しくて──

「獣の耳と………いや、まさか──」

　次の瞬間、道着の裾すそから細く長くしなやかな器官が飛び出してきた。

「しっ……尻尾しつぽ!?」

　そう。レオの言葉通りそれは人間には備わっている筈の無い器官、即ち尻尾だった。

　短い毛に覆われているのは耳と同様だが、こちらはそれなりの長さがある為、ふらりふらりと左右に揺れていると、かなり存在感がある。付け根にも独特の感触が生じている様で、マリエルは首を回して自分の肩越しにそれを見る事となった。

「え？　え？　な、なに？　なにこれ!?」

　ようやく自分の身体に生じている変化に気がついたのだろう。マリエルはレオから手を離して自分の尻尾を、そして次に頭部を触って獣耳の存在を確かめる。彼女の表情は瞬く間に引き攣つって──

「れ……レオ様!?　まさか、これは、レオ様!?」

「え？　………………あ……いや、俺!?　ち、違っ、そ、そんな技とかないから!!」

　とレオが首を振ったのは──身に覚えの無いマリエルが『サムライの技で私に獣耳と尻尾を生やしたのですか!?』と言わんばかりの目をしていたからだが。

　さすがにこんな意味不明の技がサムライの武術にある筈も無い。

　だが──

「若様……若様秘蔵の漫画本には、獣っ娘けもつこがあんな事やこんな事をしたりされたりするものも、確かにありましたが……」

　と、アラモゴード家の執事ハリエットはきらりと眼鏡を光らせて言った。

「そこまで……その様な技を編み出してまで……獣っ娘けもつこの事が……」

「確かに獣っ娘けもつこは大好きだが、んな技、編み出せてたまるかっ!!　というか勝手に俺の秘蔵漫画見るなっ!?」

「分かりました」

　ハリエットは頷うなずいてからマリエルに目を向けて。

「マリエル様。ここはひとつ、若様の切なる願いをお聞き入れになり、どうかこれからは語尾に『にゃん』と付けて喋ってくださいませ」

「にゃ……にゃん!?」

「ええ。いい感じです」

　と握にぎり拳こぶしからぐっと親指を立てて頷くハリエット。

「違うわっ！」

「おや。若様は犬派でしたか？　ではマリエル様、語尾に『わん』と」

「お前何も分かってないだろ!?　っていうか分かってやってるだろ!?　──っていうか、一体なんだこれ!?　なんだこれ!?　なーんだこれえええええっ!?」

　ひたすら慌てている護国鬼神レオ。

　同じく狼ろう狽ばいするばかりの女騎士マリエル。

　今ひとつ状況が分かっていないのか、無表情にその様子を眺めるだけのフェルミ。

　そんな三人を暫しばらくハリエットは──興味深そうに眺めていたが。

「……年季の入った引き籠もりの若様や、ここしばらく、若様に付き合ってアラモゴード城から出ておられないマリエル様は御存じないかと思われますが」

「あ？　何を──」

「王都でも昨今は、この獣耳の話題で持ちきりの様です」

　アラモゴード家の執事はにこりともせず、至極真面目な顔でそう言った。




　　　　●




　ウォルトン王国王都トリニティア──その中央にトリニティア城は在る。

　白を基調とした王城の偉容は、トリニティアの何処からでも眺める事が出来、敷地の中央にそびえる巨大時計塔が奏でる時報は、この街の昼夜を律し、そこに住まう人々の誰もがこれを聞き慣れている。勿もち論ろん、出入りこそ各階層毎に制限されるものの、この王城は、トリニティアの住民によく親しまれていた。

　王都を──そしてウォルトン王国そのものを象徴する建物だ。

　そのトリニティア城の最上階。

　そこに王室関係者と一定位階以上の重臣のみが立ち入りを許される合議場が在る。

　王国の未来を決める様々な議題を取り扱う場所であり、いわば中枢の中の更に中枢とでも言うべき場所だった。

　勿論、具体的な法案や施策の詳細については、実際の現場を知る官吏達が立案し策定するのだが、此こ処こではその官吏達に指し示すべき『方向性』が決められ、実際に策定された法案や施策の善し悪しを国王やその側近達が検分する。

　そこで──今。

「──由々しき事態であると申せましょう」

　紙束を手にそう訴えるのは、合議場の円卓に就いている大臣の一人だった。

　リバム・ロレンス。

　黒髪を短めに刈り込み、眼鏡を掛けた小柄な男だ。童顔だが、実際の年齢もこの合議場に居る大臣の中では最も若い。元々は王国軍の将兵として対ネプツニス帝国戦において功績の在った男で、平民の出である為、比較的老齢の貴族達が居並ぶこの場では若干、彼の存在は浮き気味だった。

「王立中央病院が現在、人員を派遣して状況の把握に努めておりますが、未いまだ原因の特定には至っておりません！　繰り返し申し上げましょう、これは由々しき事態であると！」

「…………」

　顔を見合わせる他の大臣達。

　彼等が現在、議題として取り扱っているのは、数日前から王都に蔓まん延えんし大流行の兆しを見せている『奇病』についてだった。

　いや。それが本当に『病気』であるかどうかすら、今現在は分かっていない。

「しかしロレンス卿きよう」

　重臣の一人が先に発言していたリバムに対して片手を挙げて言った。

「その奇病についてだが、罹り患かん者は特に日常生活に支障は出ていないと聞いているが」

　ある日突然、獣の様な耳と尾が生えてくる──現在、分かっている『症状』は、ただそれだけだ。

　発熱無し。脈拍も呼吸も平常。苦痛を訴える者も居ない。

　獣の耳と尾が生えるその前後には、一部に皮膚の痒かゆみや鈍痛を訴える者も居たが、概ねそれらは一時的だった。強いて不都合と言えば、耳の数が増えた事や、尻尾のせいで、しばらく歩く感覚がおかしくなって躓つまずいたり転んだりする者が出る程度で……それもすぐに慣れて支障が無くなっているという。

　端的に言えば風邪よりも害が無いのだ。

　過去にその様な流行病の例は記録されておらず、何処から発生し、どういう経路で伝染しているのかも──いやそもそも伝染病なのかどうかすら、分かっていない。分かり易く獣の耳と尾が生えてくるので──『変化』が明確なので、誰もが『おかしい』と感じ、『奇病』だと判断している訳だが。

　わざわざこの合議場で取り扱わねばならない問題ではないのではないか、放っておけばすぐに消えるのではないか──大臣達の多くはそう考えているのだろう。

　この合議は実のところ、リバム・ロレンス単独の提言によるもので、多くの大臣は寝耳に水、といった状態だった。奇病が広まりつつあるという噂は大なり小なり誰もが耳にしていたが、それが看過できない程の危険なものとは──リバムの言う様な『由々しき事態』とは誰も思っていなかったのである。

「陛下も御在席なさらぬというのに、わざわざ緊急で合議せねばならない程かね？」

　円卓を見下ろす位置に置かれた玉座は、空席になっていた。

　ウォルトン十二世は既に老齢という事もあり、三ヶ月ばかり前から体調を崩して政務の場には出てきていない。国王代行として二人の子供──第一王女と第二王女がこの合議には出席しているが、共に未まだ十代の少女達で、彼女等に何か大きな決断の責任を負わせるのは酷だと皆が考えていた。

「これがただの流行病ならば、おっしゃる通り、ええ、これがただの流行病であるならば！」

　と見えない何かを抱えて示すかの様に、両手を胸の前に掲げてリバムは言う。

　何かと芝居がかった大仰な彼の仕草、相手を上から見下ろして語るかの様な外け連れん味みたっぷりの喋しやべり方を、重臣達の何人かは鬱うつ陶とうしがっていた──が。

「…………うむ」

　リバムの隣では──第二王女のツィネ・レ・ウォルトンが、その主張を後押しするかの様に何度も頷いている。

　青みがかった長い銀髪と切れ長の碧へき眼がん、優美で気品のある顔立ちと所作──宝石をちりばめた宝飾冠テイアラがよく似合う。

　まさに絵に描いたかの様な王女だった。

　彼女は未だ十五の少女だが、生来の気の強さと正妃の子という立場から、王位を継承する事に強い関心を持っており──実績作りの為か、こうした合議の場でも積極的に意見を出してくる。今回も合議の招集と議題の提言はリバムによるものだが、恐らく彼にそれを促したのはツィネ王女だろう。そもそもリバム・ロレンスは、ツィネ王女の補佐役を務める事で成り上がってきた人物である。

「しかし各々方、よくお考えを。どうかお考えを。これがもし敵国の攻撃だとしたら？」

「──なに？」

　唐突な言葉を投げ込まれ、ざわめきが円卓の上で広がっていく。

「どういう事だ？」

「ご聡そう明めいなる我がツィネ殿下は早くからこの状況を憂慮なさり、独自に調査を進めてこられました。他の方々のお手を煩わせず、全てが杞き憂ゆうである事を願いながら……！」

　そう言ってツィネと頷き合うリバム。

「しかしながら、その殿下の願いも虚むなしく、調査の結果、この『奇病』に罹かかった者の多くが、この半年以内にネプツニス帝国の兵との接触が在った事が判明したのであります！」

「…………」

　またも顔を見合わせる大臣達。

『奇病』に罹った者達が皆、ネプツニス帝国の兵と接触があった。

　それが事実だとしても──即座に『奇病』がネプツニス帝国の攻撃だと判断する根拠には乏しい。

「ロレンス卿。接触とおっしゃったが、それは具体的にどのような？」

「……姫様方への御無礼を覚悟で、有り体に申し上げれば」

　ちらりとツィネ王女を、そして同じく円卓に就いている第一王女のユニア・ラ・ウォルトンの方に気遣う様な視線を向けてから、リバムは言った。

「肉体関係──性的交渉であります」

「…………!?」

　重臣達の顔色が変わる。

「ロレンス卿、それは──」

「戦奴問題か……」

　ウォルトン王国とネプツニス帝国とは既に百年を超える敵対関係にあり、程度の高低や規模の大小はあれど、何度となく紛争を繰り返している。

　そしてネプツニス帝国との戦闘においてウォルトン王国側が捕獲した捕虜は、大抵が戦争奴隷として貴族やそれに準じた裕福な立場の者の所に引き取られていた。捕虜収容所を運営するよりもそちらの方が安上がりだからだ。

　元々ネプツニス帝国は国民皆兵を標ひよう榜ぼうしており、男女の区別無く徴兵されて戦場に出てくる。故に捕虜の内訳も概ね男女半々という事になる。

　当然……奴隷が若い女であるならば、いや、あるいは若い男であったとしても、劣情を催して肉体関係を迫る所有者というのは珍しくない。ましてや、相手は元ネプツニスの兵──つまりは敵だった者である。陵辱する事で、敵を屈服させ支配したのだ、と悦に入る所有者というのも居る。彼等にしてみれば奴隷は労働力ではなく憂さ晴らしの対象なのだ。

　これと同様の理屈で、前線においても捕虜とした敵兵を兵士達が寄って集たかって慰みものにする、という事例はこれまでにも多々報告されている。

　むしろそれを目的にネプツニス帝国領内に侵入し、比較的若い男女を掠さらってくる部隊まであるという。前述の通りネプツニス帝国は国民皆兵を謳うたっているので、兵士か否かの区別は曖あい昧まいで、『こいつは兵士だ』と現場に居た兵士達が強弁すれば、否定出来る要素が見当たらないのである。こうして掠われてきた『捕虜』達は、後方に送られて奴隷市場に並ぶ事もあれば、『敵部隊の動向を探る情報源』という名目で前線に留め置かれる事もある──が、勿論こちらも実質的には奴隷扱いだ。

　勿論、人道に反する行為だとこれを非難する声も少なくない。

　だが……元々ネプツニス帝国側が人権思想など皆無に近い国という事もあり、ネプツニス兵の振る舞いもまた高潔とは言い難い。むしろネプツニス兵による各地での略奪や殺さつ戮りく、そして陵辱といった悪逆非道な振る舞いをよく知る前線の兵士達にしてみれば、『何故、自分達の側だけ紳士的に振る舞わねばならないのか』と考えるのも当然だった。

　つまりこれはウォルトン王国において──特に戦場から離れた王都では、基本的に『触れない方が良い』話題である。決して良い事とは言えないと誰もが知りながら、根本的な解決策が無い為、何十年と放置されてきた問題なのだ。

「それは……確かなのかね」

　と別の大臣が白い眉まゆを顰ひそめて尋ねる。

「ロレンスは少々刺激的な物言いをしているが──」

　と答えたのはリバム本人ではなくその『主人』たる第二王女ツィネだった。

　彼女は一同を見回してからこう続ける。

「この『奇病』が粘膜の接触、体液交換で伝染するというのは恐らく間違いない。細かな検証はこれからだがな。大概は後ろ暗い所があるので、病院の調査ではネプツニス兵との肉体関係を報告しない者が多数で、調査が難航している」

　とツィネは吐き捨てる様に言った。

　自分の親どころか祖父にも等しい年配者も交じる大臣達を前に、若い娘らしからぬ尊大な物言いだが……ツィネはこれが基本である。どうも普段から『国王らしさ』を意識しているらしく、『王族といえど未だ十五の小娘』と大臣達に侮られる事をとにかく警戒している様だった。

「勿もち論ろん、性的な交渉のみとは限りません」

　とツィネの言葉を補う様にリバムが言う。

「治療行為の際の輸血や、血に触れた器具を洗浄せずに使い回した場合でも、伝染するでしょう。血に限らず体液であれば何でも──という可能性もありますな。恐るべき事に、実に恐るべき事でありますが、接せつ吻ぷんですら伝染する恐れがあります」

　リバムは指を折って見せながら可能性を数えていく。

「そしてこの問題を考える上で重要なのは──そう、何よりも、重視すべきは、これだけ強力な感染力を持ちながら、媒介者と思おぼしきネプツニスの兵には誰一人として『発症』した者が居ないという事でありましょう」

「…………！」

　そう。それが何より不自然だった。

　単にネプツニス帝国で流行していた伝染病が、ネプツニス兵、前線の兵士、という感染経路を辿たどってトリニティアに入り込んできたのだとしたら──何故、ネプツニスの兵には誰一人として獣耳や尻尾しつぽが生えていないのか。

「発症した者が別のウォルトン国民と『接触』した場合にも伝染するのが確認されておる」

　と椅子の肘ひじ掛かけを指先で叩たたきながらツィネが言った。

「この様な疾病が天然に存在するとは考えにくいだろう。我が国の臣民と、ネプツニスの兵との間に、生き物としての差がそれ程にあるとも考えにくい。少なくとも風邪や水みず疱ぼう瘡そうは身分だの国籍だの関係無く罹るからな。ウォルトンの民とネプツニスの兵を疾病が見分けておる筈はずも無い」

「では──」

「勿論、疾病に偽装したネプツニスの呪術兵器、と考えるのが妥当だろうよ」

　呪術兵器。

　ウォルトン王国においては、魔術の中でも特に特殊な一部の技術体系を呪術と呼ぶ。基本的に魔術は、これを行使する者──即ち魔術師の魔力を用いるが、呪術の場合は術式を取り扱う行使者ではなく、これを掛けられた者の魔力が用いられる。

　術式を相手の意識の中に──精神に刷り込んで実行する為、魔術師が傍に居なくても発動するし、魔術師の魔力の量にも縛られる事は無い。術式を掛けた相手の意識内で複製し、更に別の相手に掛ける事も出来る、あたかも、まるで伝染病の様に。

　ウォルトン王国では諸もろ々もろの問題から廃れている技術だが、ネプツニス帝国では盛んに開発されている様だった。

「……本当にネプツニスの呪術兵器だとすれば、それは……」

　確かに放置は出来ない問題である。

「ネプツニスの鬼畜共め……自分達の兵が陵辱される事も織り込み済みで、予あらかじめ病原菌、いや呪じゆ詛そを仕込んでおいたのか？」

「元々自爆用の魔術式込みで、使い捨ての特攻兵なんぞを何人も送り込んでくる連中だぞ。奴等ならやりかねん」

「だがそうなると……その症状が単なる外見上の変化だけとは……考えにくい、か」

　ただ獣耳と尻尾しつぽが生えるだけの、実質的な害の無い呪術兵器など意味が無い。

　それらとは別の、ウォルトン王国に被害をもたらす為の呪詛が──呪原体が仕込まれていると考えるべきだろう。獣耳と尻尾はその『本命』から目を逸そらすための囮おとりか。

「確かに……由々しい……か」

　重臣達は互いに隣の者と言葉を交わしながら考えをまとめていく。

「──ユニア殿下。ユニア殿下は如い何か様ようにお考えですか？」

「…………」

　不意に話を振られて──第一王女ユニア・ラ・ウォルトンは眼を瞬かせた。

　顔立ちはツィネとよく似ている。美しくそして気品がある目鼻立ちだ。

　だが……何かと気の強さが目立つ第二王女に比べると若干、おっとりしているというか、眼まな差ざしは柔らかで、物腰にも優しい印象が強い。

　また髪の色は栗毛ブリユネツト、眼は黄金色アンバーと全く違う。

　髪の色と眼の色が異なるのは、母親が違うからだろう。

　ユニアの母は第二王妃であり、正妃との間に永らく子供が生まれない事を憂慮した王室関係者の勧めで娶めとられた、いわゆる側室だ。だが、第二王妃が妊娠した翌年に正妃も妊娠した事が分かり、結果としてウォルトン王室には歳の近い二人の王女が生まれたのである。

　正妃の子ではないという事で、ツィネ王女に比べてユニア王女を格下に見る者も居ないではないが……ユニア、ツィネ、どちらも王族としてはそれなりに優秀で、父が政務の場に不在の今、二人してその代役を能よく務めていた。

　ただ──

「……そうですね」

　困った様に表情を少し曇らせながらユニアは言った。

「ツィネの調査が間違いないのであれば、それは確かに、油断は出来ない──です。しかし未いまだ全ては憶測の域。今は早まった事をせず、情報を集めてツィネの説が間違いないかどうかを確かめるべきだと考えます」

「姉上は気が長くておられる」

　と──ツィネが挑発的に笑う。

「これがネプツニスの策略であったならば、時間が経過すればする程に、奴等の思うつぼ。いつでも対処出来る様に、準備しておくべきでは？　全てが分かった時には手遅れ、という事もあり得る」
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「それは──」

　とまたユニアは束の間考えて。

「──分かりました、どういう対策がとれるかについて考慮の上で、ツィネ、貴女あなたの方で準備を進めておいてください。私の側では、改めて裏付けの調査を進めます。ツィネの報告を疑う訳ではありませんが、別角度から調べなければ見えない事も在りましょう。各大臣の方々は、それぞれの担当分野でどの様な影響が出ているのか、今後どの様な影響が出ると予測出来るかを調べた上、報告を」

「──御意」

　と大臣達が頷うなずく。彼等の間には一様に安あん堵どの表情が在った。

　ユニアの提案は手堅い上に、第一王女と第二王女、どちらの面子メンツも潰つぶさずに済む。

　それはつまり、やがて訪れるであろう──避け得ないであろう王位継承争いにおいて、第一王女派と第二王女派、どちらに属する大臣達にとっても無難な選択、という事になる。

「対策についてはこちらに一任、という事でよろしいか、姉上？」

　ツィネとしては若干、不満があるのか苛いら立だちを滲にじませた声でそう問うてくる。

「ええ。軍に動いて貰もらう事もあるでしょうから、その場合にはロレンス卿きようの伝つ手てが役に立つでしょうし」

　とユニアは優しい笑顔で頷いてから──ふと、思い出した様に首を傾げた。

「時に──もし本当にネプツニスの戦争奴隷が感染源なのだとすると、彼かの方もこの『奇病』に罹り患かんされている可能性があるという事でしょうか？」

「彼の方？」

　と重臣達が一瞬顔を見合わせて。

「──護国鬼神！」

　彼等は揃って視線を足下に向けた。

「ええ。護国鬼神、レオ・アラモゴード殿です。確か半年前、彼はネプツニスの特攻兵を、その、に、肉、奴隷として、引き取られた──そうで」

　とユニアが頬を赤らめて一瞬口ごもったのは、さすがに年頃の少女としての羞しゆう恥ちからか。

　対して重臣達は一様に青ざめていた。

「まずいぞ」

「万が一、この『奇病』の最終的な症状──いや、呪術兵器だったとして、その本来の効果が、『錯乱』や『凶暴化』だったとしたら……」

　肉奴隷として所有するネプツニス兵を介して、ネプツニス帝国の呪術兵器に護国鬼神が感染していたとしたら？　一般の臣民が暴れ出しても、それに倍する兵で押さえ込む事は出来るだろう。だがそれが一騎当千の護国鬼神だった場合には、話が異なる。

「護国鬼神が、王国の敵になる!?」

「このトリニティアのど真ん中に、最強最悪の敵が誕生する事に……？」

　合議の場は騒然となった。

　その中で──

「…………マリエル……」

　ユニア王女は眉を顰め、尚なおも何かを考えている様だった。




　　　　●




　トリニティア城の直下、分厚い岩盤層を隔てた先。

　地底の大空洞に護国鬼神の城は在る。

　元々は地下水で満たされていた大規模な地底湖だったのだが、建国当時、トリニティア城や王都の各所に水を汲くみ上げて供給した結果……城が丸ごと入る様な空洞が出来上がったと言われている。

　故郷を離れ、流浪の身であったというサムライは、初代ウォルトン王と護国の約定を結んだ際、対価としてこの大空洞に己の城を建てたいと願ったという。わざわざ陽の光もささない地下を選んだのは、安住の地を求めたという以上に、王室の危機に際して迅速に駆けつけられる様に──という理由からであったとか。

　親友同士であったと伝えられる初代ウォルトン国王と、初代護国鬼神の間では、それは極めて妥当な取り決めであった事だろう。勿論、アラモゴード城の存在は国家機密に属する為、この話が公にされる事は無いが、王室とアラモゴード家、両者の関係を示す美談として口伝が残っている。

「あ……あの……レオ様……？」

　地下の城、などと一言で言い表せば、多くの者は暗闇に沈む迷路というか迷宮というか──その様なものを想像しがちだが、さにあらず。

　アラモゴード城は大空洞の天井付近から、まるで吊つり下げるかの様に『逆さまに』建てられるという奇妙な造りだが、城としての体裁は小規模ながらきちんと整っている。

　各所には常時、篝かがり火びが焚たかれ、あるいは魔術機関による灯りが点ともされ、場所によっては地上から魔術や鏡を用いて導き入れられた陽光も入る様になっている。此こ処こで暮らす上での不便と言えばとりあえず湿度が高い事位で、地下であるが故に、昼夜や季節の別による寒暖差はむしろ地上よりも小さく過ごし易い位だった。

「…………」

「フェ……フェルミもっ……」

　そのアラモゴード城、第三層、中央部。

　トリニティア城の合議場が騒然となっていたその頃──件くだんの護国鬼神ことレオ・アラモゴードとその同居人達は、食堂で少し遅めの朝食を摂とっていた。

　朝の修練の──激しい運動の後という事もあって、食卓に並べられた朝食は、相当な分量がある。焼麦餅パンは籐籠バスケツトに山と積まれているし、生野菜も、茹ゆで卵も燻くん製せい肉もたっぷりと皿に盛られていて、とても二人分には見えない。

　だがレオは勿もち論ろんだがマリエルも普段からよく身体を動かす為、二人は見た目よりも遥はるかによく食べる。なのでこの食卓風景そのものは別に今日に限った事ではない。

「……レオ様っ！」

　身を捩よじって悲鳴じみた声を上げるのは、マリエルである。

　頭に生えた獣耳がぴょこぴょこと動き、尻しりに生えた尻尾も──猫のそれに似た尻尾も、落ち着きなく座った椅子の背もたれをぴしぺしと叩たたいている。

　さすがに道着のままだと色々と不都合があるので、今の彼女は略式騎士服に──王都防衛騎士団の制服に着替えているのだが……

「……ですから、あの、そんなに見つめられるとですね……」

　耳はともかく尻尾は──どうしても着る服に影響する。

　具体的には制服の裾すそはめくれ上がって、その下に着けている重ね履きオーバーパンツが丸見えになるわ、その重ね履きオーバーパンツも下着も尻尾のせいで上まで上げられず、まるで脱げ掛けの様な状態だわで、何というか……とても恥ずかしい感じになっていた。

　で──そんなマリエルの姿をレオは自分の席に着く事も無く、凝視していて。

　何故かレオの隣に並んだ給仕役のフェルミまでが、盆トレイを抱えたまま、瞬まばたきすら惜しむ様子でやはり凝視していて。

「レオ様──レオ様？　レ、オ、さ、ま………………護国鬼神さまっ!!」

　レオが反応が無いのに業を煮やしたマリエルがそう叫ぶと、初めてレオは仮面の下で瞬きを何度かして──マリエルの下半身に注いでいた視線を彼女の顔に戻した。

「あ、はい、じゃなくて、おう。どうした、マリエル？」

「どうしたもこうしたも……その、そのようにずっと見つめられていては、さすがに食事が喉のどを通りません」

「おう。すまん」

「というか耳ではなく眼を見て話してください」

「むう。すまん」

　とレオは素直に謝ってはくるものの、何処か上の空の口調である。

　余程、獣耳と尻尾が気になるらしい。

「フェルミも！」

「──え」

　とフェルミはフェルミで眼を瞬かせて首を傾げる。

「そんなにしげしげと眺めないで！」

「……ごめんなさい」

　そう言ってまた眼を瞑つぶり唇を引き結んで顔を前に出してくるフェルミ。

「だからそんな事でいちいち叩きません！」

「そうですか……」

「うー…………」

　マリエルは右手で尻尾の付け根を、左手で獣耳の生えている頭を隠してみるが、どちらも掌てのひら一枚、腕一本で隠しきれるものではない。むしろ──

「……むう……獣耳と尻尾を恥ずかしがって隠す獣っ娘けもつこ……ありだな……」

「……あり……ですか……」

　レオは顎あごに指を添えて頷いているし、フェルミは何やら感心した様子で頷いている。

「……味わい深い……」

「……味……？　……味……」

　そんな噛かみ合っているのかいないのか微妙な会話をしつつ、また尻尾と獣耳に視線を注ぎ始める二人。マリエルは暫しばらく唸うなりながら二人を睨にらんでいたが──

「レオ様……そんなに獣耳と尻尾がお好きなんですか!?」

「あ、いや、ええと、その、うん」

　マリエルに問われて曖あい昧まいに頷くレオ。

　以前は漫画本読書や動画劇アニメ鑑賞といった自分の趣味に『女性にドン引きされる恥ずかしいこと』という偏見を抱いていたレオであるが──フェルミはそもそも漫画本だの動画劇アニメだのを見た事すら無く、引くだの呆あきれるだの以前の問題であったし、マリエルもあまり気にしないと分かってからは、殊更にこれを隠さなくなった。

「しかし何というか、実に本物っぽいというか、いや、本物なんだろうけど、こう、見る者の心に訴え掛けてくるものがあるんだよな、獣耳と尻尾……」

「…………」

「いやまあ、漫画だの動画劇アニメだのでよく見るんだが──現実には存在しなかったものだからな。いざ改めて知り合いに獣耳と尻尾が生えてくると、気持ち悪く見えるかもとも思った事があるが、なかなかどうして、これは実に──」

　しばらく首を捻ひねってレオは自分の頭の中で適当な言葉を探していた様だったが。

「実に萌もえ……いや、実によく似合っているぞ、マリエル」

　何故か妙に爽さわやかな笑顔で握にぎり拳こぶしから親指を一本立てるレオであるが。

「嬉うれしくありません！」

　とマリエルは涙目である。

　レオの気を引けたのは喜ばしい訳だが、それが普段の自分ではなく、獣耳尻尾が生えた状態だというのが、悔しいやら情けないやら。それこそ自分マリエルでなくても獣耳と尻尾がついていれば良いのではないか、とも思ってしまう訳で。

「というかレオ様はともかく、フェルミまでなんで？」

「……御主人様が……お好きみたいなので……」

　とフェルミは瞬きしながら言った。

「……私にも……生えてこないかなって……」

　どうやらレオと並んでマリエルの獣耳と尻尾を凝視していたのは、それが理由であるらしい。

「貴女あなたは妖よう精せい族でしょう!?　そんなに立派な耳があるのに、獣の耳まで増やしてどうするんですか!?」

「……では尻尾だけでも……？」

「ふうむ。中々難しい問題だな」

　とマリエルとフェルミの間に割り込んで唸るレオ。

「妖精の耳に尻尾……あまり見ない組み合わせだが……いや、待て、ありか？」

「……あり……ですか……？」

「──というか、マリエル様」

　改めてマリエルの湯飲茶碗カツプに香茶を注ぎながらハリエットが言った。

「そこの脳が残念な二人はとりあえずさておき。先にも少しご説明申し上げましたが、その獣耳と尻尾、王都では『奇病』扱いになっている様です」

「奇病、ですか」

　とりあえずレオとフェルミの視線は気にしないと心に決めて──というか自分に言い聞かせて、マリエルはハリエットの方を向いた。

　今はこのアラモゴード家の執事と喋しやべっていた方が落ち着ける。獣耳と尻尾が突然生えてくる、という異常事態にもかかわらず、マリエルが呑のん気きに朝食をとっているのは、ハリエットが『心当たりがある』と言ったからだった。

「流行感冒の様なものでしょうか。王都全体の国民数からすれば微々たるものですが、急速に増えている様です。未まだ発病していない者も居るでしょうから、これからも増え続けるかと思います」

「なんと……」

　と──ハリエットの言葉を聞いて感極まった様子で呟つぶやくのは、マリエルではなく、レオ。

「こんな風に獣耳と尻尾の生えた娘達が王都のあちこちでわんわんにゃんにゃん言ってるのか……!?　それなんて楽園？　ちょっと見てきていい？」

「いえ、あの、レオ様？」

「筋金入りの引き籠こもりであった若様をこうも容た易やすく……」

　ハリエットは感心した様に頷うなずく。

「恐ろしい威力です──獣耳と尻尾。ですが若様、勿論、少女だけに限らず、発病した者の中には男もいればお年寄りもいる訳ですが？」

「それはどうでもいい。俺の眼にはそんなもの見えない」

　きっぱりと胸を張って言うレオ。

「若様の変態ぶりはいっそ清すが々すがしいですね」

　と頷いてから、ハリエットはわずかに眼鏡の下の眼を細めてこう続けた。

「で──これは先程、新たに仕入れてきた噂ですが、この『奇病』について、感染源は『ネプツニス兵』であるという説があるようで」

「「…………」」

　ハリエットの一言で──マリエルのみならずレオも、反射的に視線をフェルミへと向けていた。

「…………？」

　だが当のフェルミはといえば、きょとんとした様子で眼を瞬かせているのみだ。

　そもそもフェルミは自分が『兵士である』という自覚が無い。実際、彼女は魔力供給用の『部品』として特攻兵器に乗せられていた──載せられていただけで、兵士か、と問われればかなり微妙な所だ。

「前線において、ネプツニス兵の捕虜に、男女問わず性的な虐待を加える事や、捕虜を戦争奴隷として所有する者が、性欲解消に彼等を用いる──要するに肉奴隷として扱う事については、以前から問題視される一方で、実効的な解決策が無いという事で放置されてきた訳ですが……」

「……俺がフェルミを引き取った時もそういう扱いだったよな」

　とレオが口の端に苦笑を浮かべて言う。

「良くも悪くも先例が沢たく山さんありましたもので、そういう扱いにする方が話が通り易いと」

　と澄ました顔で言うハリエット。

　ともあれ──発病している者の多くが、どうやら前線から王都再建の為に呼び戻された工兵部隊の者や、戦争奴隷を所有している者、もしくはそうした者達と肉体関係が在った者ばかりだという。厳密に調査された結果というより、王都のあちこちで広まっているだけの噂なので、正確性については疑問だが──

「…………という事は、まさか……マリエル……？」

「……え？」

　レオに視線を向けられ──一瞬マリエルはその意味が分からず眼を瞬かせていたが。

「あ。いや、ち、違います！　違います！」

　彼女は慌てて首を振り、それでも足りぬとばかりに両手も振った。ついでに毛を逆立てた尻尾もばたばたと椅子の背もたれを忙せわしなく叩いている。

「断じて！　あり得ません！　この剣に誓って私はそんな──不ふ埒らちな、ふしだらな、そんな、ええと、だから、とにかく、ふ、不貞は働いておりません！　レオ様の妻になると決めたこの身、私の貞操は──」

「俺の知らぬ間にフェルミと……!?」

「ただレオ様に捧ささ──…………へ？」

　予想外の言葉に間の抜けた声を漏らすマリエル。

「え？　フェルミが、え？　え？　私？」

「…………？」

　マリエルは慌ててレオとフェルミの間で視線を往復させるものの、元ネプツニス帝国民である戦争奴隷の少女は、やはりきょとんとした様子で眼を瞬かせているままだ。

「なんとそのような事が」

　と顎に手を当てて感心したかの様な声を出すハリエット。

「マリエル様は両刀遣いであられましたか……」

「え？　両刀？　え？　剣は一本だけしか──」

「マリエルとフェルミが……マリエルとフェルミが……！」

　レオはレオで何やら明後日あさつての方を向いて両手の拳を握りしめ、これを震わせている。

　その様子は怒っているというより──

「ゆ、百合ゆりか、それって百合ってやつか！　百合の花が咲き乱れてるのか…………！」

　などと──レオは変な方向に盛り上がっていた。

「とっ……尊い……これが尊いという気持ち……！　おおっ……」

「レ………レオ様!?　何故、拝まれますか!?　や、やめてください!?」

「漫画では見た事があるが、実際に百合の人を拝める日が来るとは！　マリエルとフェルミが、あんな事やこんな事を──いかん、想像しただけで尊みと共に鼻血が溢あふれ出そうだ」

「若様、鼻紙テイツシユをどうぞ」

「お、すまんなハリエット」

「だ、だから、違います、違いますよ!?」

　さすがにここまで言われれば『百合』だの『両刀』だのという言葉が何を指すのか位はマリエルにも想像がつく。

「というか……そもそもフェルミからうつったっていうなら、彼女はどうして獣耳や尻尾しつぽが生えてないんですか!?」

「フェルミは妖精族ですから。我々とは人種が違います。人種的特徴として、特定の疾病に関して、目立った症状が出ないという可能性はありますね。いわゆる無症候保菌者キヤリアというやつですか。もしくは病原体を模してネプツニスが作り上げた呪術兵器という可能性もありますが。妖精族以外のネプツニス兵にもやはり、獣耳と尻尾は生えていない様ですし」

　とハリエットは言った。

「で、でも、そもそも私、フェルミとそんな事してませんから！　ね？」

　とマリエルは必死の表情でフェルミの方に同意を求めるのだが。

「…………？」

　フェルミは首を傾げるだけで肯定も否定もしない。

　その歪いびつな育ちのせいで、著しく教養に欠ける──というより、あっちこっち常識に欠けの在る彼女の場合、そもそもレオ達が今、何の話をしているのかもよく分かっていないのかもしれなかった。

「まあ性的な交渉が無くとも、それに類する行為が在れば、ある種の病原体やそれを模して設計された呪原体は伝染しますからね」

　とハリエットは右手の人差し指を立てて言った。

「粘膜の接触、体液の交換……舌を絡めた接せつ吻ぷんとか」

「おおおおおお!?　やはり!?」

「してません!?　レオ様も興奮しないで!?」

　と言ってから──ふと眉まゆを顰ひそめるマリエル。

「…………体液……？　……それって」

「やはり心当たりが!?」

「いえ、心当たりというか、昨日──」

　両手の拳を握りしめ、仮面の奥の眼をやたら輝かせて問うてくるレオに、マリエルが『心当たり』について話そうとした……その時。

「──お楽しみ中、申し訳ございません」

　ふと明後日の方向に眼を向けていたハリエットが言った。

「王室から緊急の連絡が入っております。連絡の名義人は、ユニア・ラ・ウォルトン第一王女殿下ですね」




　　　　●




「……今回は多いな」

　結界塔と共に王都トリニティアの外周を囲む街壁。

　城じよう塞さい都市としての構造を持つ王都トリニティアは、出入りする際に、この街壁に数カ所ある門のいずれかを通らねばならない。門には専門の兵士──衛兵がいて、出入りする者達の素性を確認し、その都度、入都出都の許可を出していた。

「兵隊さん達、頑張ったみたいだぜ」

　と六頭立ての大型馬車の御者台の上で、初老の『運び屋』は苦笑した。

　馬車の荷台にはこれまた大きな『檻おり』が造り付けられており、そこに捕虜のネプツニス兵が二十人ばかり詰め込まれている。

『運び屋』というのは軍の委託を受けて捕虜を王都等に護送する業者なのだが……事実上の奴隷商人だ。単に運び込むだけでなく、ネプツニス兵を競売に掛けて金に換える所までが彼等の担当であった。

「今回は若い女も多い。どこにも『欠け』は無いし。良い値がつくだろ」

「……どうだろうな」

　顔かお馴な染じみの衛兵が、『運び屋』の差し出した軍の委任状一式を検あらためながら、眉を顰める。

「お前さん、王都に入るのは三ヶ月振りだろ。この二ヶ月でちょっとネプツニスの奴隷絡みの妙な噂が出てきたみたいでな。以前の様には売れないかもな」

「──噂？」

「色街界かい隈わいのな。ネプツニスの兵はどいつもこいつも病気持ちだって噂だよ。ネプツニスの兵で愉たのしんだ連中が軒並み発病してるって話でな。獣みてえな耳と尾が生えてくるんだとさ」

「なんだそりゃ？」

　と『運び屋』は首を傾げる。

「とりあえず『生えてくる』だけで、特に害は無いらしいし、大きな騒ぎにはなってないが、気味悪がってる連中もいてな。ネプツニスの兵を集めた娼館があったろう？」

「ああ。〈紅雀館べにすずめ〉な。お得意様だよ、うちの。競りの常連だが？」

「あそこの客から一気に広まったってえ話でな。あとは国境付近から呼び戻されてる工兵とか。娼館は〈紅雀館〉に限らず客が減るわ、耳みみ聡ざとい貴族や金持ちがお抱えの奴隷を売りに出すわ……ネプツニスの奴隷は今、あちこちでだぶついてきてるって話だよ」

「……そいつはまた難儀な話だな」

　と『運び屋』は言うものの、その顔にはあまり深刻な表情は浮かんでいない。

　実際に王都に広がりつつある『病気』を見ていないから、という事もあるが、奴隷が売れても売れなくとも彼の懐には運送料を含めた一定の報酬は入ってくるという契約になっているからだ。

「…………おい。なんだこいつ？」

　荷台の上の檻を眺めていた衛兵が、ふと声を上げる。

　衛兵が槍やりの先で示すのは、檻の中に居る奴隷の一人──灰色の髪と紅い瞳ひとみの少女だった。

「──あ？　ああ、そいつか」

　薄汚れた襤ぼ褸ろ布きれを身に纏まとい、首には鋼鉄製の輪がはめられている。他の十数人の奴隷と見た目には大差無い。俯うつむき加か減げんでぼんやりとした表情になっているのも、他の奴隷と同様、暴れぬ様にと薬でも嗅かがされているのだろう。

「何か気になる事でも？」

「手が綺き麗れい過ぎるだろう」

　槍の穂先が改めて指すのは言葉通り少女の手だった。

　細く白い、見るからに華きや奢しやな指と、滑らかな掌てのひら。

　五指揃っている上に、特に傷も傷跡も見当たらず、節くれ立ってもいない……確かに前線で戦っていた兵士のものには見えない。いや。戦いどころか肉体労働を知らぬかの様な手だった。恐らく普通の村人ですらない。下手をすれば貴族やそれに類する立場の者ではないか──衛兵はそう見たのだろう。さすがに毎日、職業として大量の人間の出入りを監督しているだけあって、着眼点が違うというか、『人間を見る眼』がやけに鋭い。

「国境付近でふらふらしてたから捕まえてきたみたいだな」

　奴隷の一覧を記した帳面を見ながら『運び屋』はそう言った。

「捕虜じゃないのかよ」

「ネプツニスは国民皆兵なんだろ？　だったらこいつも兵士で捕虜だよ。それ以外の何だってんだよ？」

「……大丈夫か？　そもそもこいつ本当にネプツニスの人間か？」

　と衛兵は顔をしかめる。

　ネプツニス帝国ではなくウォルトン王国や他の国から掠さらってきた人間だったとすると、後々大問題になりかねない──という事を衛兵は気にしている様だったが。

「黙ってりゃ分かりゃしねえよ」

『運び屋』は気楽に笑って片手を振った。

「そこそこ綺麗な顔してるだろ。いい値で売れるさ」

　だから細かい事は気にするな、という事であるらしい。

「……まあ好きにしろ。未まだネプツニス兵の捕虜を通すな、という命令は来てないしな」

　溜ため息いきを一つついて、衛兵は背後に控えていた同僚達を振り返って頷うなずく。

　門扉の代わりに門を塞ふさいでいた衛兵達の長槍が跳ね橋の様に引き上げられ──『運び屋』の大型馬車は、二十人ばかりの奴隷を乗せて、ゆっくりとトリニティアの中に入っていった。
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「初めまして……と御ご挨あい拶さつすべきでしょうね。護国鬼神殿」

　応接間に通された少女は開口一番にそう言った。

「ウォルトン王国第一王女ユニア・ラ・ウォルトンです」

　姫と呼ばれるに相応ふさわしい、実に美しい少女だった。

　単なる容姿以上に、その物腰、仕草、表情、そういった部分に滲にじむ気品が彼女の存在を際立ったものにしている。外出用の比較的地味な衣装ドレスに身を包んでいるが、栗色の緩やかに波打つ髪が、黄金の宝飾冠テイアラと相まって実に豪ごう奢しやな印象だった。

「現在は国王代行として、妹のツィネと共に政務を取り仕切っております」

「お名前はかねがね。姫様の様なやんごとなき御方を、斯か様ようなむさ苦しい城にお迎えするのは汗顔の至り──戦場に出るよりも心の臓が暴れておりまするよ」

　レオは指先で仮面を押さえたまま緩い仕草で一礼し、ユニアに席を勧める。

　彼女が座ったのを確認してからレオも対面の席に腰を下ろした。

　護国鬼神として振る舞っている時のレオは、豪ごう放ほう磊らい落らく、傍若無人が服を着て歩いているかの様な言動が多いが……これは元々敵に対する『演出』である。冷酷非情、残虐無比、護国鬼神とはそういう存在であると敵に理解させ、恐れさせておいた方が、何かと都合が良い。

　だが相手が護国の約定の主あるじ──いわばサムライたる護国鬼神の主君に相当する王家の姫君ともなれば、さすがにいつもの野放図な言動で応対する訳にはいかないし、そもそも姫君を怯おびえさせる必要も無い。

　もっとも、いちいち相手の不安を煽あおるかの様な、何処か外け連れん味みたっぷりの芝居がかった──そして挑発的な声音と口調はそのままだ。さすがに喋しやべり方までレオの『素』に戻してしまうと、それはそれで護国鬼神らしくないというか、本物なのかと疑われかねない。初めて顔を合わせるならば尚なお更さらの事である。

「して本日は如い何かなる御用で？」

　レオはユニアの背後に立つ四人の近この衛え騎士を一いち瞥べつしてからそう問うた。

「…………」

　近衛騎士達は王女の護衛として同行してきた為、帯剣したまま、鎧よろいも着込んだまま、しかも儀礼用の品ではなく、実戦用の機動甲かつ冑ちゆうである。甲冑の面頬マスクすら下げたままで、そこに立っているだけで周囲を威圧する様な迫力が在った。

　言うまでもなく非常に礼を欠いた態度だ。

　むしろ威嚇していると──喧けん嘩かを売っているととられても仕方が無い。

　伝統的に──近衛騎士と護国鬼神の関係は、実は良くない。

　王とその家族の守護を最優先任務とする近衛騎士達にとって、護国鬼神とは自分達の縄張りを荒らすよそ者なのである。レオにしてみれば近衛騎士団に対して何か思うところがある訳でもなく、一方的に護国鬼神が近衛騎士に嫌われている、という構図であった。

　ちなみに王国騎士の全てがそうという訳ではなく、他の騎士団──マリエルの所属する王都防衛騎士団や、各地に派遣される軍団の司令部として組み込まれている派遣騎士団等は、過去に何度か交流が在り、護国鬼神に対してむしろ好印象を持っているらしいが。

「…………」

　二人の会話の邪魔をせぬようにと、無言でレオとユニアが挟む卓の上に香茶の湯飲茶碗カツプを置くのはハリエットである。

　本来ならばこれは執事たるハリエットではなく、家政婦であるフェルミの仕事である筈はずだが……元ネプツニスの戦争奴隷だった彼女がこの場に居ると何かとややこしい事になりそうだという事で、彼女は別室で待機している。

　獣耳尻尾しつぽ付きになったマリエルも、同様の理由で此こ処こには来ていない──のだが。

「その前に……マリエルはどちらに？」

　ふと、ユニアがそんな事を問うてくる。

「マリエル？　…………失礼だが、姫様はマリエル・キュヴィア殿と御面識が？」

　仮面の下で眉まゆを顰ひそめてレオが問い返す。家名ではなく個人の名でマリエルを呼ぶ以上、知り合い、それも比較的親しげな関係であると思われるが──

「ええ。親しん戚せきなので子供の頃から」

　ユニアはあっさりとそう言った。

「私の母、第二王妃もキュヴィア家の出ですから。マリエルの母とは従い姉と妹こにあたります。マリエルとはですから、又また従い姉と妹こ、の関係になりますね」

「ほうほう。それはそれは」

　と応じつつもレオは内心で呻うめいていた。

（そういえばキュヴィア家は代々、何人か側室を出してきた家柄だって話だが──）

　正妃になった娘こそ居ないらしいが、キュヴィア家は王家とは比較的近い親類なのだ。

　普段、『騎士として』だの『騎士の名に賭かけて』だのと口癖の様に繰り返しているせいで、レオはマリエルの事をまず『騎士』として認識している訳だが……よく考えれば彼女は正真正銘『名家の御嬢様』、いや『姫君』である訳で。

　場合によってはレオの所にではなく、王家に嫁いでいたかもしれない娘である。まあ現在のウォルトン国王には娘が二人居るだけで、マリエルが嫁げる様な男児はいないのだが。

「姫様としては御心配なさるのも、もっとも。又また従い姉と妹こが護国鬼神の許嫁いいなずけなどという貧乏くじを引かされたとあっては。地獄の悪魔に嫁ぐ方が未だマシという者もおりましょうな」

　ちらりと近衛騎士達の方を一瞥してそう言うレオ──だが。

「…………貧乏くじ？」

　眼を瞬かせてユニアは首を傾げた。

「護国鬼神殿の妻に──許嫁になる事がですか？」

「他に何が？」

　レオの『本性』やら『趣味』を知らずとも、残虐無比で知られる護国鬼神の──人の形をした怪物の嫁として選抜されるなど、貧乏くじ以外の何だというのか。

　マリエルは自らレオの妻になるべく志願したと言っているが、その理由の大半は王国騎士としての義務感で、レオに対する恋慕や愛情が在ったから、ではない。少なくともそう考えているからこそ、レオはマリエルに手を出さない──出せないでいる理由の一つはそれだ。

「マリエルがそう言ったのですか？」

「いや、マリエル・キュヴィア殿はそのような事は一言も」

「でしょうね」

　柔らかな微笑みを浮かべながらユニアは祈る様に両手を胸の前で合わせた。

「そもそも護国鬼神殿に許嫁を──という話が出た際、最初に立候補したのは私ですし。というか許嫁の話も発案者は私ですし」

「……………………………………………………え？」

　しばしの沈黙の後──王女の口から出た言葉の意味を改めて理解して、レオは間の抜けた声を漏らしていた。落っこち掛けた仮面を慌てて押さえるレオの姿をどう思っているのか──ユニアは何か嬉うれしそうに少し首を傾げてこう続けてくる。

「私、とても強く訴えたのです。我が王家と護国鬼神殿との結びつきを強める為というのなら、私が護国鬼神殿の所に嫁ぐのが一番と。さすがに王位継承権は放棄する事になりますが、王室の、アラモゴード家に対する誠意の証あかしとして、第一王女に優まさる存在は居ない筈で……」

「え、いや、ちょっ……なんで？」

「なんで、と申されましても……私が適任で、私もそうしたかったからだと」

　驚きの余り、思わず『素』の口調に戻っているレオだが──気付いているのかいないのか、何処かおっとりとした仕草で首を傾げてユニアは言った。

「……そうしたかったからって……」

　一体何を言っているのかこの姫君は。

「私、実は以前から、護国鬼神殿の崇拝者フアンなのですよ」

　と無邪気とも言うべき笑顔でユニアはそう告げてきた。

「ですから自ら許嫁になる積もりで発案したのですが……臣下の者達に激しく反対されてしまいまして。代わりにマリエルが護国鬼神殿の所に嫁ぐ事に」

「…………」

『そりゃ反対するわ』と思わず出そうになった一言を呑のみ込むレオ。

「ですから今回、憧あこがれの護国鬼神殿に直じかにお会いできて、私、とても嬉しくて」

「…………」

「先程、『初めまして……と御挨拶すべきでしょうね』と申し上げましたが、実を言えば、以前、私は護国鬼神殿の戦う様子を間近に拝見する機会が在りまして」

「……以前って……あ」

　故あって殆ほとんど引き籠こもり状態のレオだったが、両親の死後、当代の護国鬼神を名乗ってから何度か、王国や王室を危機から救うべく出撃した事が在る。

　ユニアが言うのは、確か一般の臣民に偽装したネプツニス帝国の兵が、式典に出席する王室関係者を大挙して襲った時の事だろう。

　偽装したネプツニスの兵には、老人や女子供も交じっており、一見すると無む辜この民と見分けがつかない為、近衛騎士団も対処が遅れ、あわや王室関係者が凶刃に──という時、当時十四歳だったレオが割り込んで傀儡くぐつ兵の群れを片っ端から斬り棄てたのである。

　事件そのものは覚えているが──実のところ、あの時のレオは敵ばかり見ていて、あの場に王室関係者の誰がいたのか、などという事は全く覚えていなかった。

「まさに鬼神の如き戦い振りでした。今も時折、あの時の貴方あなたの姿を夢に見ます」

　文字通りに夢見るかの如く──その円つぶらな瞳ひとみを潤ませてユニアは言った。

（……悪夢って意味じゃなくて？）

　レオと同じく十代前半だった筈のユニアが、血ち飛沫しぶきの花が無数に乱れ咲く様な、護国鬼神の凄せい惨さんな戦い振りを間近に見れば、それこそ悪夢に見てもおかしくは無いのだが……どうもユニアの語り様からすると、そういう感じでも無いらしい。

「…………」

　一方で──レオは近衛騎士達から殺気めいた何かが漂ってくるのを感じていた。

　自分達が命懸けで守るべき王族──しかも第一王女が、護国鬼神の崇拝者フアンだと言われれば、確かに彼等も不愉快だろう。それが『護国鬼神に命を救われたからだ』というなら尚更である。近衛騎士達が本来の使命を果たせていなかった事の証でもある訳だから。

「──殿下。どうか本来の訪問の目的をお忘れ無きよう」

「……そうでしたね。マリエルの話をしていたのでした」

　近衛騎士の言葉に、ユニアは頷うなずく。

「あ、ああ、えっと、マリエル、マリエルは──」

「マリエル・キュヴィア様は、少々体調を崩されて、別室で休んでおられます」

　と──ハリエットが横からするりと割り込んできてそう告げた。

　このままレオに喋らせておくと、何か口を滑らせるのでは、と危き惧ぐしたのだろう。

「そうなのですか。では仕方在りませんね。私も突然お邪魔してしまいましたし、予定が合わないのも致し方ないでしょう。護国鬼神殿、マリエルの話はまた後でお聞かせくださいね？」

「お、おう……」

「本日こちらに参りましたのは、今現在、王都で噂になっている『奇病』についてです。御存じでしょうか？」

「……一応は。獣の如き耳と尾が生えてくるのでしたか？」

　素知らぬ風情を取り繕ってそう答えるレオ。

「はい。その『奇病』です。ツィネの──妹の調べたところによると、ネプツニスの兵と、性的交渉を持った者が罹り患かんしている例が多いとの事です。未まだ確証がとれた訳ではありませんが、大臣達が集まっての合議の際に、ネプツニスの疾病兵器、もしくは病原を魔術で模倣した伝染性呪術兵器である可能性が指摘されております」

　深刻な話である筈なのだが、何故かユニアの口調は先程と変わらない。まるで世間話でもしているかの様に緊張感が無いのだ。

「そして──半年前に護国鬼神殿もネプツニスの特攻兵を奴隷としてお引き取りになりました。ならば護国鬼神殿も、罹患されている恐れがある、と皆が心配しております。護国鬼神殿のお体は無事か、それをこの目で見て確かめる為にと私が参ったのです」

「……無事も何も……」

「──失礼」

　レオの言葉を押さえ込む様にハリエットが再び割り込んでくる。

「若様のお体については不肖、アラモゴード家の執事たるこのハリエット・ホプキンスが万全の態勢で健康管理をして差し上げております。また中途半端な呪術兵器なぞ、常時展開されている複層の魔術防壁によって弾はじかれますので、たとえ若様がネプツニス兵を手慰みに抱かれたとあっても、即座に罹患したとは考えにくいと」

「そうなのですか？」

　とユニアに問われ、とりあえずレオは頷いておいた──のだが。

「そうですか……」

　何故か残念そうに見えるのは気のせいか。

　どうにもこのユニア第一王女は妙というか、何を考えているのかよく分からない所がある。そもそも自分から護国鬼神の嫁になる、などと言い出す王女は当然、普通ではないだろうが──

「ですが、護国鬼神殿、執事殿、その魔術防壁──例えば、ネプツニス兵の肉奴隷を護国鬼神殿が可愛がられた後で、マリエルとも関係を持たれた場合、彼女に呪術兵器が伝染する可能性についてはどうお考えでしょう？　護国鬼神殿が発症はせずとも、媒介してしまうという可能性は？」

「は？　え？　あ──さ、さて、な？」

　これまた予想外の事を言われて挙動不審になる護国鬼神。

　美しいユニアの口から『肉奴隷』などという下世話な言葉が出てくると、ひどく倒錯的で……未いまだに童貞のレオとしては動揺せざるを得ない訳だが。

「マリエルがこちらにご厄介になってもう半年、例の肉奴隷が身請けされてからも半年、さすがにどちらも護国鬼神殿のお手つきになっていると思います」

　なってません。そんな喉のどまで出かかった台詞せりふを呑み込むレオ。

「潜伏期間がどれ位あるか、発症に何か条件が在るのか……細かい事は未だ分かっていませんが、やはりここはマリエルも護国鬼神殿も、ネプツニス兵の奴隷も、改めて御典医らによる精密検査を受けて戴いただきたいと思うのです」

「…………」

　レオは仮面の下で眉まゆを顰ひそめる。

　言葉は丁寧だがこれは事実上の強制だろう。

　わざわざ第一王女が出張ってきた本当の理由は──これか。

（……ああ。つまり獣耳と尻尾しつぽが生えるだけじゃない、と）

　この『奇病』がネプツニスの呪術兵器なのだとしたら、獣耳と尻尾が生えるだけの効果など何の意味も無い。無害である筈はずが無い。だから『本命』が隠れている筈だと彼等は思っている。

　例えばある日突然、呪術兵器に感染した人間が、正気を失って暴れ出すとか。

　あるいはこの獣耳と尻尾のみにとどまらず、凶暴な野獣に変わってしまうとか。

　何にしても護国鬼神がそうなってからでは遅い。その前に──

「──レオ・アラモゴード」

　近この衛え騎士が一斉に剣の柄に手を掛けながら言った。

「国王陛下代行、第一王女ユニア殿下のお召しである。王城に出頭せよ」

　鎧よろい兜かぶとの面頬マスクに隠されて顔は見えず、誰が発したのかは分からず、だがその声には──明確な恫どう喝かつの低音が含まれていた。
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　そもそも『最強』という言葉はひどく曖あい昧まいだ。

　強い弱いとは比較の上に成り立つ概念だが、そもそも比較の際の条件によって強弱が逆転する事も珍しくはない。

　例えば足技主体、打撃技主体の格闘技を使う者と、手技主体、絞め技主体の格闘技を使う者──板張りの室内か、泥濘ぬかるんだ野外か、あるいは流れる川に腰まで浸かった状態か、その場所が違うだけでも有利不利は変わる。

　条件を整えた上で行う競技ならともかく、実戦では状況など千変万化する。

　また……絞め技、投げ技、関節技にしても、相手の襟や袖そでを掴つかむ事を前提にして組み立てられた武術である場合、相手が上半身裸であれば、途端に採り得る技の数が減る。

　そう。幾度となく実戦を経た人間ならば、戦いに『絶対』が無いのを知っているのと同様に、『最強』という評価が如い何かに当てにならないかを知っている。

　では──ウォルトン王国において何百年も『最強』の名を冠されてきた護国鬼神はどうか。彼かの者は何時如何なる状況においても、如何なる相手に対しても、最強で居続けられるか。

　否。少なくとも近衛騎士団の騎士達はそう考えたのだろう。

「──立て、レオ・アラモゴード」

　騎士達が剣の柄に手を掛けたままそう命じてきた。

「…………」

　レオは──しかし動かない。

　口の端に何処か皮肉げな笑みを浮かべたまま座っている。それをどう受け止めたのか、近衛騎士達の口調に若干の苛いら立だちと嘲あざけりが混じった。

「まさか護国鬼神ともあろう御方が、王室の決定に逆らうと？」

「いやいや。まさかそのような事はあるまい」

「護国鬼神殿は歴戦の兵、勝ち目の無い戦いをする様な愚か者ではあるまいよ」

「刀も無く、機動甲かつ冑ちゆうも無く、魔導機神も無い、素手ではどうにもなるまい」

　騎士達はそう言って低い声で短い笑いを交わす。

　彼等を背にしながら第一王女ユニアは……少し困ったかの様に首を傾げた。

「あの……ごめんなさい、護国鬼神殿。大層失礼な事を──」

「カカカ。かまいませぬよ」

　とレオは言う。

　彼の背後ではハリエットが、まるで空気を読まない風情で、茶道具一式を片付け始めていた。

　不幸にも──近衛騎士達はそれを、アラモゴード家の執事が自分達の恫喝に対して怯おびえたが故の行動だと思ったらしい。彼等は兜かぶとの下から含み笑いを漏らしていた。

「確かに我は護国鬼神、古いにしえの約定によりてウォルトン王国を、何よりもウォルトン王の系譜を守護する者。使命を同じくする近衛の騎士を斬る刀は持ち合わせておりませんな」

　言ってレオはようやく何処か緩慢な動作で──渋々といった様子で立ち上がった。

「ユニア王女。先代が身み罷まかってよりこちら、我がアラモゴード家と、王室関係者とはしばし親しん睦ぼくを深めるのを怠ってきたのも事実。故にここらで一つ親善の為の催しなど如何いかがかな？」

「親善、ですか？」

「何故か、近衛騎士団には護国鬼神が武術指導をした事が一度も無いと聞き及んでおります。ここらで一つ──」

　にいっ──と歯を剥むいてレオは笑った。

「矜きよう持じばかりが無意味に肥え太った駄犬共を、教育してやるのも、一興かと？」

　レオの目め許もとはやはり仮面に隠れていて見えないが、その口元に浮かぶ笑みは獰どう猛もうそのものだった。マリエルの胸の柔らかさにどぎまぎしていた奥手な若者はここにはいない。ここに居るのは敵対すれば何者であれ躊ちゆう躇ちよ無く斬り捨てて顧みぬ武の化身だった。

「たわけた事をっ！」

　言って騎士二名が前に出る。

　刀の無いサムライなど二人で充分と判断したか、あるいは二人はあくまでユニアの護衛に残したか。いずれにせよその二人は剣を抜き放ちながらレオに迫る。

　勿もち論ろん、彼等はレオを殺す積もりは無いのだろう。だが『勢い余って殺してしまう』位の事は事故として処理する気だ。教育と言いつつも『真剣』を抜く以上は無傷で済ませる筈も無い。

「教育してやるのはこちらだ、野の良ら犬め！」

「丸腰で吼ほえた事、後悔するが良い！」

　左右から走る騎士達の剣──銀光がまるで閉じる鋏はさみの様に左右から迫る。

　全くの同時、ほれぼれする程に息の合った連係。しかも彼等が手にしているのは軽機剣──室内に持ち込める武器として造られた、魔導機関仕込みの機関剣である。羽虫の様な音を立てて高速振動するその刃は、人体なんぞは煮凝りゼラチンの様にあっさりと切り裂いてしまう。しかも振動の際に熱を帯びる為、斬ると同時に対象を灼やく。たとえ高速の治癒魔術を常時己に掛けていても、切断面を灼かれれば、治癒再生には手間取ってしまう──

「カカカカ」

　だがレオはさして気にした風も無く──一歩前に出た。

「──!?」

　迫り来る二本の剣に対し、レオが引いてかわすと思っていたのだろう──騎士達の間に驚きの声が漏れる。勿論、騎士達も武術を修めた熟練者、驚いて動きを止める様な無様な真似はしなかったが、その連係に一瞬のほころびが生じていた。

　するりと彼等の懐に入り込むレオ。

　一瞬にして間合いが──距離が縮んだかの様な、異様な素早さだった。レオ自身の動きそのものはむしろゆったりしたものに見えるのに、実際の移動は音にも優まさる様な速度なのである。素手の間合いに持ち込む上で、最善の進入路を瞬時に判断し、一切の無駄を排してそこに身を滑り込ませる、その結果だ。

「護国鬼神に真剣を向けたのだ。まさか無傷で帰れるとは思っていまいな？」

「──!?」

　ひたりとレオの掌てのひらが、右の騎士の胸に当てられる。

　まるで相手を押しとどめようとするかの様な、軽い仕草──だったが。

　──だん！

　床が鳴いた。次の瞬間、レオの姿勢は殆ほとんど変わらぬまま、右の騎士は吹っ飛んで、ユニアの背後に控えていた仲間達の所に突っ込んでいた。

「なっ──」

「護国鬼神手ずから技を叩たたき込んで貰もらったと、子々孫々まで誇るが良い」

　ひらりと掌を振って見せながらレオは言った。

　仲間達が支えきれず、右の騎士はそのまま床に倒れて──起き上がってこない。

「戦場においては刀より槍やり、槍より弓、もしくは魔術、というのは自明の理、それらを失って後が素手の武術の出番である訳でな。戦場で好んで素手になるのは単なる阿あ呆ほうよ。魔術師ですら護身に剣の一本も携えるのが戦場の心得」

「きっ……貴様っ!?」

「で──『寸すん勁けい』は本来、素手でやり合う際の技の一つだが」

　台詞の途中で身を沈めるレオ。

　彼の頭部が一瞬前まで在った場所を、左の騎士の剣が通り過ぎたのは次の瞬間だった。

「相手が剣なり薙刀なぎなたなり棍こんなり、振り回す類たぐいの武器を持っていれば、むしろ好都合」

　これまたするりと滑る様にして左の騎士の背後に回るレオ。これを追う様にして騎士は咄とつ嗟さに剣を振るが──背後の相手に、順手で持った剣の斬撃が届く筈が無い。逆手に持ち直すか、さもなくば身体ごと振り返るか、一瞬にも満たない逡しゆん巡じゆんの間に、レオの掌がその背中へとそっと添える様にして宛あてがわれ──

　──だん！

　再び瞬間的に踏み込みの力を受けた床が悲鳴を上げ、左の騎士は見えない鉄てつ槌ついでぶん殴られたかの様に床に叩きつけられていた。

　どの様な威力であったのか、こちらも起き上がってくる様子が無い。

「振り回すのが基本の武器は、手首から内側の間合い、いわゆる懐に入られると、攻撃力が激減する。背後に回られても同様。こうなればむしろ『寸勁』は──このように、武器を持った相手をぶちのめすのに能よく使える」

「き、貴様──」

　残り二人は、改めて剣を抜いて構える。

「カカカ。未だ戦るか。その意気やよし。根性だけは立派と褒めてやろう」

　レオは倒れた左の騎士の背中を踏んづけて見せながら言った。

「黙れっ、この──」

　と言って残り二人の騎士が改めて前に出ようとした──その時。

「お、おやめください！」

　悲鳴じみた声が響く。

　応接間の扉を開け放ち、飛び込んできたのは──マリエルだった。

　彼女は自室で待機していたのだが、応接間でのやりとりはハリエットが魔導機関を用いてそちらでも見聞き出来る様にと手配していたのだ。レオが近衛騎士達と戦い始めたので、慌てて仲裁に来たらしい。

「これ以上は、これ以上はレオ様も、近衛の方々も、どうか……！」

「──マリエル」

　レオがマリエルを振り返る。

　これぞ好機──とばかりに、騎士二人はマリエルの言葉など無視して、自分達から視線を外したレオに斬り掛かろうとしたが。

「──!?」

　自分達の眼の前に刀の切っ先が突きつけられている事に気付いて、その場に凍り付いた。

「いっ……いつの……間に……？」

　勿論、刀の柄を握っているのはレオだ。彼は騎士達の方は見ず、しかし一瞬で何処からか愛用の刀を引っ張り出して、抜いて、騎士達に向けたのである。

「まあ……」

　と──まるで空気を読まない感じで、素直な感心の声を上げたのはユニアである。

「魔術で刀を召喚なさったんですね？」

「…………御目が良くていらっしゃる」

　とレオは刀を下ろしながら言った。

　マリエルが飛び込んできて、周囲の注意が全て彼女に向いていた短い時間──レオは短縮型呪文を高速詠唱、袖そで口ぐちに展開した転移魔術で、隣室に置いてきていた刀を呼び寄せたのである。ユニアには、唐突にレオの袖口から刀が飛び出た様にしか見えなかった筈はずだが──

「それよりもマリエル──貴女あなた」

　とユニア第一王女は眼をマリエルの方に向ける。

　金髪の間から生えている獣の耳と──衣装ドレスの裾すそから見えている尻尾しつぽとに。

「え？　あ、えっとあの」

　この期に及んでようやく、自分がどうしてこの場に同席していなかったかを思い出したらしい。慌ててマリエルは頭に手をやって獣耳を隠すものの、もう遅い上に、興奮して毛の逆立った尻尾は見えたままである。

「御ご無ぶ沙さ汰たしております、ユニア──殿下」

　慌てながらもマリエルは手を下ろして言った。

「ええ。お久しぶり。マリエル」

　とユニアは落ち着いた様子でそう言って微笑む。

「国王陛下のご容態は──いや、そうではなくて、えっと──だから、そ、そう、わ、私は御覧の通りの有り様で……ですから、その、私なら殿下と共に王城に参ります！　しかし殿下、これはレオ様から、護国鬼神殿から感染した訳ではありません！」

「そうなのですか？」

「は、恥ずかしながら、その、わ、私は、そしてフェルミ──いえ元ネプツニス兵の奴隷も、未いまだ、レオ様のお手つきには……なっておりま……せんので……」

　だからレオは件くだんの『奇病』に感染している訳ではない、とマリエルは言いたいのだろう。

「……でもマリエル。それならば貴女は何処から？」

「恐らくは……件の奴隷から直接、だと思います」

　とユニアに問われてマリエルはそう答える。

「まあ……」

　ユニアは眼を丸くする。

「マリエルったら、妹のナディアと違ってそういう話を全く聞かないから、どうしてと思っていたら……そっちの趣味だったの？」

「そっち？」

「男の子より女の子の方が好きな──それならそうと言ってくれれば」

「ちちち違いますっ!?」

　ぶんぶんと首を振りながらマリエルは言った。

「別にフェルミと──その奴隷の娘とそういういかがわしい事をしたわけではなくて！　だから、その、奴隷の娘に請われて料理を教えていたのですが、その際に、奴隷の娘が指を切ってしまって──」

　その際、マリエルが消毒代わりに血ち塗まみれの指を舐なめてやり、少しだが血を吸ったのだという。肉の処理に使った包丁による傷は、黴ばい菌きんごと血を吸い出してやらねば、傷口が膿うむ事が多いからだ。

「ですから、その、護国鬼神殿が感染している恐れは無く……呪術兵器を、呪原体を感染者の身体から分離して解析するのに協力しろと言われるのなら、私一人が出頭すれば良いだけの事ではありませんか？」

「……マリエル」

　レオは溜ため息いきを一つついて言った。

「良いのか？　下手をすると治療の名目で好き勝手に弄いじり回されるぞ」

「だ、大丈夫です、これがネプツニスの呪術兵器だというのなら、きちんと治して貰って、戻ってきます、レオ様の所に！」

　堂々とそう言って──しかし。

「……あ、で、でもレオ様は治療せずにこのままの方が……？」

　一転、ぴょこぴょこと不安げにマリエルの獣耳が動く。

「いや、まあ、それはそれというか」

　と一瞬だけ素に戻って言うレオ。

「それに──私はレオ様の許嫁いいなずけであると同時に、王国の騎士であり、王都防衛騎士団の一員です。王都の民を悩ます『流行病』の根絶にこの身を差し出して一役買えるなら、むしろそれこそ本懐」

　ぴん、と尻尾を伸ばしてマリエルは続けた。

「…………立派な事だ」

　とレオは肩を竦すくめると、これまた左の袖そでからするりと滑り出た鞘さやに刀を納める。

　彼は改めてユニアに向き直ると、緩やかな仕草で一礼した。

「本人もああ申している以上、我がこれ以上は口を挟む訳にもいきませんな。ドタバタと御身の前で騒がしゅうした事はお詫わび申し上げまする、殿下」

「いえ……数年ぶりに護国鬼神殿の立ち回りを間近で鑑賞出来て、私は凄すごく得した気分ですからお気になさらず」

　とユニアはのんびりした笑顔で言う。

　どうも護衛の近この衛え騎士二人を眼の前でぶちのめされた事は何とも思っていないらしい。見た目に反して肝が据わっているのか、それとも──

「それに護国鬼神殿は、マリエルを大事にしておられるご様子が分かって、私、喜んでいるのですよ？」

「──え？」

　と驚きの声を漏らしたのは、レオとマリエル、同時だった。

「少々妬やけてしまいますが、それこそ、それはそれ。これはこれ」

「いや、あの、殿下？」

　赤面するマリエルに小さく頷うなずいて見せながら、ユニアはこう続けた。

「どうか御安心ください、マリエルは私の親しん戚せきでもありますので、きちんと護国鬼神殿の所にお返しします、王女の名に賭かけて」




　　　　●




　地底に在るアラモゴード城にも昼夜の区別はある。

　勿もち論ろん、外光を取り入れる為の窓は無いが、魔導機関による照明の管理によって、城内の──特に廊下の明るさは調節されるし、何カ所か地上の光を導き入れている場所も在る。

　だからレオの様に何日も城内に引き籠こもっていたとしても、地上と時間の感覚がずれてくるという事はあまり無い。レオの場合、部屋で夜更かしをする事もあるので──主に深夜枠の動画劇アニメを魔導水晶盤で見る為である──必ずしも早寝早起きという訳ではないが。

「…………」

　自分の部屋で寝台に寝転がりながらレオは天井を睨にらんでいた。

　マリエルが自らユニア達について城を出たのは今日の昼過ぎ、半日ばかり前の事である。

　別に遠くに離ればなれになるでなし……真上のトリニティア城に行っただけで、単純な距離でいえばむしろ隣近所に出掛けている程度の事である。

　だがレオとしては何やら落ち着かない気分だった。

　自分の許嫁を連れ去られた──というより、一緒に暮らしていた『身内』が一時的とはいえ居なくなった、という事が引っかかっているのだ。何年もアラモゴード城でハリエットとのみ暮らしてきたレオにとってそれは、両親の死、以来の事である。

　先代の護国鬼神──レオの母は、女ながらも豪ごう放ほう磊らい落らく、まさしくこれぞ護国鬼神といった感じの人物で、それこそ周囲の皆から、夫にすら『殺しても死なない』と言われていた。

　だからレオは母が死んだ、と聞かされた時、最初は何を言われているのかよく分からなかった。父も死んだ、王家との晩ばん餐さん会の最中、紛れ込んでいたネプツニスの傀儡くぐつ兵に毒殺された、という詳細をハリエットから聞かされた時も、何かの冗談かと思った位だ。

　いずれにせよ──その時、母は父と共にアラモゴード城を出て行って、戻らなかった。

　だから…………

「──マリエル」

　ユニアはきちんとマリエルを返すと約束してくれたが、彼女を信じる信じないは別として、レオにとっては身内がいなくなるという事は、『二度と帰ってこないかもしれない』『死んでしまってもう会えないかもしれない』という想像をかき立ててしまうのである。

　マリエル・キュヴィア──押し掛け婚約者。押し付けられた婚約者。

　レオが自分で望んで手元に置いたフェルミと違い、彼女はレオの側から傍に居て欲しいと願った相手ではない。だが半年も寝食を共にしていれば情もわくし、彼女は彼女でレオの婚約者たらんと頑張っていた──少々方向性がおかしい時もあったが──のは分かっているので、彼女にある種の親しみを感じていたのは間違いない。

　何事も失ってみて初めてその尊さが分かる、というが……マリエルもいざ『居ない』と思うと何か寂しい気持ちになってくる。

　護国鬼神がその様な事を考えていると知れば、マリエル本人はどう思うだろうか。笑うか。呆あきれるか。いや。喜ぶだろう。そういう娘だった。レオの護国鬼神としての側面以外を見ても、彼女は引いたり呆れたりしなかったから。

「──御主人様」

　扉の向こうから声が掛かる。

「フェルミか。入れ。開いてる」

　とレオは寝台から身を起こしながらそう言った。

　元ネプツニスの戦争奴隷は、いつもの家政婦服を着て、給仕用の台車ワゴンを押しながら部屋に入ってきた。当初は食器の使い方さえ知らなかった彼女だが、ハリエットの教育の賜物か、最近は御茶を淹いれるのを任される事もある。ハリエット曰いわく『若様は味音痴ですからフェルミが淹れても問題無いでしょう』だそうだ。

「……御主人様？　……あの……動画劇アニメは御覧にならないのですか……？」

「あ、ああ、そういえばそんな時間か」

　とレオは壁に掛けられていた時計を見ながら言う。

　確かにいつものレオならば動画劇アニメを見ている時間帯である。フェルミがわざわざ御茶と茶菓子を持ってきたのも、よくレオが動画劇アニメ鑑賞しながら飲み食いする為だ。

「なんだかそんな気になれなくてな」

「…………」

　フェルミはしばらくその場に立ち尽くしてレオを見つめていたが……やがて自分が此こ処こに来た理由を思い出した様で、慌ててレオの寝台横の小卓に、茶と茶菓子を並べ始めた。

　レオはぼんやりとそんな彼女の姿を眺めていたが──

「……あの、御主人様」

「なんだ？」

「…………ご……ごめんなさい……です」

　そう言ってフェルミはレオの眼の前にやってくると、床に跪ひざまずいた。

「なにが？　何か粗相をしたか？　茶菓子のつまみ食いとか？」

「……マリエル様の……事です……」

　そう言ってフェルミは俯うつむく。

「マリエルがどうした？」

「…………マリエル様に耳と尻尾しつぽが生えたの……私のせいです……この前、私がマリエル様にお料理を習っていた時に……」

「……そういえば、マリエルがそんな事を言ってたな」

「……はい……マリエル様が、その、御主人様を喜ばせる為にと……手料理が、とてもいいと……妹様から……聞いたと……」

「あー……」

　そういえばマリエルの妹はもう彼女よりも先に結婚しているらしく、マリエルは妹に折に触れて連絡をとり『良い妻の在り方』だの『殿方をその気にさせる方法』だのを尋ねたりしている様だった。

　でもってそういう知識を仕入れたのなら、一人で独占していれば良いものを……マリエルはフェルミにまでこれを教えてしまう。彼女の立場からすれば、フェルミはレオの寵ちよう愛あいを得る上での競争相手であり、妻になるための障害、邪魔者である筈はずなのだが──そうした点を除けばマリエルはフェルミを気に入っている様で、それこそ妹に対するかの様に接しているのを何度か見た事がある。

　恋愛すら正々堂々と騎士らしく──というのが彼女の信条である様だった。

「というかマリエルも無自覚に百合ゆりっぽい事してんなー」

「……？」

　首を傾げつつ顔を上げるフェルミ。

「なんでもない。しかし今回の『奇病』がネプツニスの呪術兵器だったとすると、半年以上前から仕込まれてたって事か」

　媒介者たるフェルミに獣耳や尻尾が生えないのは、呪原体に──呪じゆ詛そ核にネプツニス兵やそれに類する者では症状が出ない様にと、何らかの設定がされているのだろう。その方が兵器としては理に適かなっている。敵国に呪詛をばらまく前にその存在が知られては、対策されてしまうからだ。

「というか、それなら俺も感染しててもおかしかないんだが」

「……そうなのですか？」

「条件は体液交換、もしくは粘膜の接触、だろ？　ほら、初めて御前がうちに来た時に……飯食わせてやったろ。あの時、間接…………」

「御主人様……？」

　黙り込んだレオの顔を、フェルミが不思議そうに見つめてくる。

「まあ、その、同じ食器で食べてたからな。唾だ液えきとかが微量でも混ざりあってたりするかもしれない訳でな。しかし俺には症状が出てこないとなると、恒常呪術防御で弾はじかれたか、もしくは間接……ごほんごほん、体液の微量な交換程度じゃ、伝染しないのか」

　だが正確な事が分からない以上、これからも伝染しないとは限らない。

「……ハリエットさんは」

　フェルミは何度か瞬まばたきをしてから言った。

「御主人様にはしばらく……『食べて』いただくのは控えなさいって……言われました」

「いやだから食べ──ああ、そういう意味か」

　ハリエットは王城の賢者や御典医、魔術師らとは別に、フェルミから直接採取した体液──唾液から、呪原体の分離と解析を行っている様だった。

　ハリエットの扱う魔術は、レオのものと同様──つまりサムライの国から伝わってきたものを基礎としているので、ウォルトン王国の魔術とは若干、系統が違う。件くだんの呪術兵器の解析については王城の者達よりも早く究明し、対策を確立出来る可能性が在った。

「それから……」

　フェルミはまた眼を伏せて言った。

「もうひとつ……ごめんなさい……」

「うん？　いやそもそも先のもフェルミのせいって訳でもなかろ」

「……マリエル様が……お城を、お留守にされてるの……安心しちゃったです……」

「──は？」

　フェルミは一体何の話をしているのか。

「最近は……御主人様、マリエル様と……よく一緒におられるので……マリエル様がいらっしゃれば……私……要らないって言われるのかもって思って……ちょっと……怖かったです……」

「フェルミ、お前──」

　マリエルに嫉しつ妬としているというより──自分の価値や魅力をフェルミは恐ろしく低く見積もっているが故の発言なのだろう。卑屈ともとれる考え方だが、元戦争奴隷である事を考えれば、当然か。

　マリエルはフェルミからすれば、自分よりも何でも出来て、自分よりも立場が上で、自分よりもレオを喜ばせる事が上手うまい、そんな存在に見えているのだ。確かに単に『能力』という観点から見比べると、フェルミがマリエルに優まさっている部分といえば、妖よう精せい族として豊富な魔力を備えている事であろうが……フェルミは魔術師ではないので、基本的にその魔力が活いかされている場面は無いし、フェルミも自覚しにくいだろう。

「フェルミ──」

　レオは理性を総動員して彼女を抱き締めそうになるのを、堪こらえた。

（ああくそなんだこの可愛い生き物！）

　ここでフェルミを抱き締めてしまうと、もうそのまま行く所まで行ってしまいそうな気がする。勿もち論ろん、以前ならそれで構わなかったというか、何処からも文句など出なかった訳だが……このネプツニスの呪術兵器の一件がはっきりするまで、迂う闊かつにフェルミを『食べちゃう』のは控えるべきだろう。

「御主人様……？」

「む、な、なんでもない」

　自分の前で、まるで鳥が羽を広げるかの様な──両手を掲げた姿勢のまま固まっているレオを見つめて、首を傾げるフェルミ。

「まあ、その、なんだ、もう遅いから御前は部屋に帰って休め」

「……はい。おやすみなさい、御主人様」

　そう言って立ち上がると、ぺこりと一礼してフェルミは部屋を出て行った。

「はー…………」

　長々と溜ため息いきを漏らすレオ。

　そして──

「とりあえず自慰行為を以もつて発散なさるのであれば、これを」

「おう。ありがと──ってお前はまたっ!?」

　いつの間に入って来たのか、塵紙テイツシユを詰めた木箱を差し出してくるハリエットに、レオは怒鳴った。








第二章　奴隷軍師









　王都トリニティアは旧ふるい街である。

　しばしば言われる『千年王都』は少々盛りすぎとしても、ウォルトン王国建国の時から数百年、ずっと王都として存在を続けてきた。当然ながら歳月の経過と共にその各所は壊され直されて新陳代謝を続け、街としての構造は複雑化を続けてきた。

　故に……旅行者や新参者など、トリニティアの道に明るくない者が出歩くと、迷路さながらの厄介さに悩まされる事が多い。大通りから一本道を逸それると、途端に細く暗い裏路地に出る事もあれば、人目を避けて歩いている積もりでも、数多くの人でごった返す広場に出てしまう事もある。

　それは当然──半年前に初めてこの地を踏んだフェルミも同様で。

「…………」

　路地裏で立ち止まり、辺りを見回すフェルミ。

　見覚えの無い場所に来てしまった様で、どちらに向かえば良いのかも分からない。

　耳を隠すべく、目深に被った鐔つば広ひろ帽子の下で、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが不安げに揺れていた。

「あの……」

　と彼女は、まるでおんぶするかの様に、背負って紐ひもで縛っていた人形に話しかける。

「道に迷ったみたいです……」

『そのようですね。やはり未まだ一人でお遣いは難しかったでしょうか』

　とフェルミと背中合わせで手足をもそもそと動かしながら言うその人形──というか縫いぐるみは、ハリエットを模していた。勿論、全体的に縫いぐるみらしく寸詰まりにはなっているのだが、ちゃんと布製の眼鏡まで掛けているという凝り様だった。

　実は──フェルミは、今回が初めての『お遣い』なのだ。

　家政婦としてアラモゴード城で暮らし始めた当初、レオやマリエルと服やら何やらを買いに出た際に、質たちの悪い連中に絡まれた事があった為、レオは彼女一人では外を歩かせるべきではないと考えていたからである。

　ウォルトン王国には妖精族は元々居なかったので、妖精族は全てネプツニスの戦争奴隷という事になり、当然、妖精の特徴たる耳を呑のん気きに晒さらして歩いていると、色々な連中が因縁をつけてくる事になる。フェルミの様な小柄な──見るからに御しやすい少女となると尚なお更さらに。

　だが、だからといってずっと彼女をアラモゴード城に閉じ込めておく訳にもいかない。

　家政婦として働かせている以上、買い物の一つも出来ないでは単なる無駄飯食らいである、というハリエットの意見で、今回──簡単な買い物に出る事になった訳だが。

「どうしましょう……？」

『とりあえず広い通りに出れば城までは帰れます。大通りは全てトリニティア城に繋つながっていますし、アラモゴード城はトリニティア城の真下ですから』

「はい……」

　とフェルミはハリエット──ハリエット人形の指示に従い、比較的広そうな道を探して歩いて行く。あまり人通りが無い裏路地を選んで歩いていた筈なのだが、その間にも何人もの人影と彼女はすれ違った。

『──よく見掛けますね』

「……そうですね……」

　今しも隣をすれ違った若い女性を振り返るフェルミ。

　歩み去って行くその女性の後ろ姿、丈の長い外がい套とうの裾すその辺りに、長い尻尾しつぽの先が見え隠れしていた。頭部は頭巾フードを目深に被っているが、恐らく取れば獣耳が生えているのが分かるだろう。

『今のところ、実質的な害は無いという事ですが、伝染性の病気だと噂されているので、表通りを堂々と歩き回るのは憚はばかられる、だから裏通りを──といったところですか』

　此こ処こに来るまでにも獣人らしい臣民は何人か見掛けたが、誰もが獣耳と尻尾を隠している様だった。ネプツニスの兵と肉体関係を持ったか、肉体関係を持った者と更に肉体関係を持ったか、そういう者が発症するのだ──という風説はトリニティアのあちこちでまことしやかに囁ささやかれているので、獣耳と尻尾が生えている姿は、『恥』と考える傾向が強いらしい。

　この『奇病』について、未だ王国政府からは何も公式な発表がされていないので、尚更に、まことしやかな噂が各種出回っているのだろう。

「…………あ」

　フェルミが声を上げる。

　彼女とハリエット人形は細い路地を抜けて大通りに出た。

　こちらでもよく見回せば、ちらほらと──何十人に一人の割合だが、獣人らしき者の姿が見掛けられる。当然、皆、隠してはいるのだが──ここ数日の陽気のせいで、何か理由でもない限り外套やら頭巾フードやらを帯びている人間はまず居ない、帯びているとすればそれは、寒さをしのぐ為ではなく、何かを隠す為だ、というのが分かってしまう。

　実際──

「──見ろよあいつ、尻尾があるぜ」

「──あ、猫耳よ。気持ち悪い」

「──ネプツニスの兵とやったのか……恥知らずな奴」

　耳を澄ませば、獣人に眼を向けながら何やら囁き合っている人々の声を捉とらえる事も出来る。幸か不幸か妖精族は耳が良い。帽子の陰に隠して誤魔化していても、あちこちから人々の声を拾う事が出来た。

「──ネプツニスの侵略だって話だよ」

「──ネプツニスによる『汚染』だってさ」

「──ネプツニスが感染うつるって、言われて」

　人々は出所も怪しい噂を囁き合う。

　それがまた人から人へ伝わっていく過程で変質し、変容し、時に新しい要素が勝手に加えられていく。大概は根も葉もない文字通りの妄想でしかないのだが、実際に獣耳と尻尾を生やした人間がそこに居る以上、何らかの『理由』はあってしかるべきだ。

　そして『陰謀論』を好む人間は何処にでも居る。

「ハリエットさん……」

　フェルミが若干、怯おびえた様な声を漏らすのは、人々が囁き合う獣人関連の話に、少なからず仄ほの暗ぐらい何かが纏まとわり付いているからだろう。

　ネプツニス帝国──ウォルトン王国にとって永年の敵。

　何か悪事が起きればまずはネプツニス帝国の謀略を疑う。誰か人が死ねばネプツニス帝国の破壊工作かと身構える。実際、そうした場合も多々在るが、人々は日々の些さ細さいな揉もめ事や不幸までもをネプツニス帝国の陰謀だと思いたがる。

　それがウォルトン王国臣民の結束力を高めている部分は確かに在るが──

「──大丈夫かな」

「──今は特に害も無いって話だけどね、もし」

「──そう、もし、実は何も害が無いように装っているだけだったら？」

「──今は普通の臣民として振る舞ってても、ある日突然、暴れ出したり？」

「──一斉蜂起してトリニティアを占領するんじゃないか」

「──考えてみれば、この調子で獣人が増えれば……十年後には……」

「──やだ、怖い……」

　…………

「ハリエットさん……あの……」

　フェルミが怯える様な声を出す。

　通行人の視線はフェルミの方にも突き刺さってくるからだ。フェルミに獣耳と尻尾は無いが、耳隠しに帽子を被っているのは同じだし、何より──妖精族と分かれば、やはり『ネプツニスの者』と認定されて視線に敵意がこもるのは同じだ。

『この状況で無理をする意味はありませんね。今日は急いで帰りましょう。初めてのお買い物は、また今度という事で』

　ハリエットがそう提案してくる。

「……は、はい……」

『しかし妙ですね。「奇病」がネプツニスの呪術兵器であるという可能性については、公表されていない筈はずですが』

「…………」

　確かにウォルトン王国政府からこの『奇病』について、それがネプツニスの呪術兵器であるという可能性がある──という推測は公表されていない。

　迂う闊かつにその様な話を広めれば、王都内が混乱するのは想像に難くないからだ。

　トリニティア城では、マリエルの他、数名の『協力者』を得て、魔術師や医術師達が『奇病』の正体を探っているが、未だはっきりとした成果が得られた、という連絡は来ていない。

『……まあネプツニス兵の奴隷と「接触」した者から広まった、という話は比較的、早い段階で出回っていた様ですから、ネプツニスの攻撃や侵略に結びつける考え方が自然に出てくるのも不思議ではない、ですが』

「…………」

　フェルミは足早に通りを横切っていく。そのまま再び細い路地に入ったり出たりを繰り返し、ようやくフェルミも見覚えのある道に出た──その時。

「…………あれ……は」

　ふとフェルミが足を止めて呟つぶやいたのは、とある広場の前だった。

　幾つもの大きな天幕テントが張られ、その脇には何台もの大型馬車が停められていて、何やら檻おりの様なものも見える。その一方で獣の匂いが漂ってこない事から、それが曲芸団サーカスや家畜の販売業者でもないのはすぐに分かった。

『奴隷市場ですね。ネプツニスの戦争奴隷が何人も「出品」されている様です』

　とハリエット人形が言う。

「…………」

　勿もち論ろん──フェルミは奴隷市場に用など無い。

　元々、フェルミにはネプツニス帝国時代の『知り合い』と呼べる様な相手が殆ほとんど居ないので、そこにネプツニス兵が何人『出品』されていようと、興味を引かれる筈が無い。

　だからフェルミが足を止めたのは単に、『奴隷市場』に漂う独特の空気に気がついたからである。

『ウォルトン王国において、奴隷というのは固定された身分階級ではありません』

　何を思ったか、ふとハリエット人形がそんな解説を加えてくる。

『ネプツニス帝国では身分制度が固定されていて、奴隷に生まれた者は生涯、奴隷のままだそうですが。ウォルトン王国の奴隷制度は、あくまで「刑罰」の一種です』

「……刑罰？」

『殺人を筆頭に重罪を犯した者に対する刑罰として奴隷という肩書きが言い渡される形ですね。ウォルトン王国では刑罰に「死刑」が存在しませんから、裁判の後に言い渡される刑罰としては、「奴隷刑」が最も重い』

　ハリエットの口調は淡々としている。

　奴隷制度を──いや奴隷を蔑さげすむでもなければ哀れむでもない。単に『そういうものだ』と説明を加えているだけの事である。

『殺人等の罪は、自国の臣民のみならず、ネプツニス帝国の兵士にも適用されます。捕虜の多くが戦争奴隷としてこうした奴隷市場に「出品」されるのは、捕虜収容所に彼等を閉じ込めて管理するよりも費用や一斉蜂起防止の面で利点が在るからですが』

　見れば檻に入れられている奴隷達は、いずれも鋼の首輪の様なものを着けられている。

　そしてそれが単なる首輪でないのは、フェルミの眼にも明らかだった。作りが妙に複雑なのである。組木細工の様にその表面に模様が走っていて、まるでそれは一本の輪と言うより、細かな部品を噛かみ合わせて輪にしているかの様だった。

　魔導機関だ。奴隷の反抗防止用に何か仕込んであるのだろう。

「…………」

　ふとフェルミは自分の首元に巻かれた『首飾りチヨーカー』に触れる。

　フェルミのそれは、一見、ただの装身具の様にも見えるが──

『実を言えば、あなたのその首飾りチヨーカーも同じく首輪としての機能があります』

　とハリエット人形は言った。

『悪いですが、あなたが一度、「もう一人のフェルミ」に身体を乗っ取られて若様に刃を向けたのは事実ですから、万が一という事があります。あなたのなかの「もう一人のフェルミ」が完全に消えたかどうかの確証が無い。あなたの人格を「解剖」する訳にもいきませんし』

「…………はい」

　指先で首飾りチヨーカーを押さえながらフェルミは頷うなずいた。

　レオの暗殺の為に、フェルミの中に仕込まれていた──本来の、人格。

　今のフェルミはレオを油断させる為に後付けされた紛い物の人格で、記憶も元になった『もう一人のフェルミ』や、量産品の原型となった『元々のフェルミ』からの借り物でしかない。

　何もかもが紛い物で複製品──それが今のフェルミだ。

「……悪くない、です……」

『──？』

「悪くなんか、ない、です……」

　だがウォルトン王国に来て、レオと出会って、彼に見初められて、目め眩まいがする程に強大な彼に『食べられたい』と望んだ──その経験は自分の、自分だけのものだ。そうなるように仕向けられていたのかもしれないが、それでも。

　だからこの首飾りチヨーカー、いや、首輪も、フェルミがフェルミである証あかしとも言える。

　他の──魔導兵器〈ブルーダ・ニューブ〉の中に、脳と神経系だけを組み込まれていた量産品の姉妹達でもなく、ただ、自分だけの、自分たる、証拠。

『首飾りチヨーカーが負担になっていないならそれはそれで重畳』

　とハリエット人形が言う。

『何にしてもアラモゴード家はこれ以上、使用人を増やす予定は無いので奴隷市場にも用はありません』

「あ……は、はい」

　かくかくと慌てた様に頷くと、フェルミは奴隷市場を横目に歩き出す。

　だが──

「──!?」

　さほど歩かず、再び彼女の足が止まった。

『どうしました？』

　とハリエットが尋ねたのは、フェルミが立ち止まったからというだけではなく、彼女が小刻みに震えていたからだろう。背中合わせに背負われているハリエット人形からは彼女の表情までは見えないだろうが、フェルミは今、はっきりとその顔に怯えの色を浮かべていた。

『フェルミ……フェルミ!?　どうしましたか？』

「……え…………えらい……ひと…………っ！」

『なんですって？』

「……えらいひとが……えらいひとが……！　なんで……？」

　足が竦すくんでしまって、フェルミはその場から一歩も動けない。

　見開かれた彼女の眼は、奴隷市場の真ん中、天幕テントの下に展示されている檻の一つを見つめている。もっと詳細に言えば、その檻の中でも、隅に膝ひざを抱えて座っている奴隷の一人を凝視している。その奴隷から視線を外す事が出来ない。

　小柄な……それは少女で。

　フェルミの記憶の中に在る姿と比較すると、何処かやつれた印象はあるが──あるいはそれは当時は被っていた仮面を、着けていないからか。だが仮面は顔の右半分を覆うだけのものだったので、左半面の目鼻立ちは記憶通り、見間違う筈が無い。

『えらいひと？　フェルミ、それは──』

「わ……私を……あのおおきな……まどーへいき、にのせた……」
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『──エルピオ・ハイペリオン!?』

　常に沈着冷静である筈のハリエットの──ハリエット人形の声にも、隠しきれない驚きの響きが在った。
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　トリニティア城──上層階、東区画、医療院。

　元々、軍事要よう塞さいとしての側面を持っているトリニティア城は、簡易的ながらもそれ自体が一つの『都市』として機能する様に設計されている。外部との交わりを断って籠ろう城じようしたとしても、食料の備蓄が尽きるまでは問題無くそこで暮らす事が出来るのだ。

　当然、医療院に相当する区画も存在し、王族や貴族、城に勤める者達の健康管理を担う御典医も助手達共々数名が常駐していた。

「──御典医の話では、獣耳と尻尾しつぽを生やす効果を組み込んだ呪じゆ詛そ核は、とりあえず発見出来たみたいなのだけれど」

　このトリニティア城内の医療院にて、御典医達に更に魔術師や賢者を加えた『調査班』が現在、『奇病』についての調査を進めている。マリエルの他に数名の『協力者』──城内に勤めている者の内、獣耳や尻尾が生えてきた男女──は各種検査を受け続け、既に十日余りが経過していた。

「ただそれだけ、みたいでね」

　ネプツニス帝国の呪術兵器と思おぼしき『獣人化』現象についての研究と対応策の開発は遅々として進んではいなかった。

　元々……呪術兵器の根本たる呪詛核、呪原体を、被害者から分離し、その機能構造を解析するのは手間暇が掛かる。大抵の呪原体は、感染者の内に溶け込んで拡散し、魔術を用いてもこれを被害者の本来の肉体や精神から分離するのが非常に難しいからだ。強引に分離しようとすると、むしろ被害者が精神と肉体に損害を負う。

「呪詛核を解析中だけれど、他の効果をもたらす呪術式の記述が見つからないみたい」

　マリエル個人に宛あてがわれた病室で、侍女達が運んできた香茶を喫しながらユニア第一王女はそう説明してきた。

　彼女は一日に一度はこの医療院区画に顔を出し、御典医達に進しん捗ちよく状況を尋ねたり、マリエルにそれを噛み砕くだいて説明したりしてくれている。御典医達のマリエルに対する扱いも、ユニアの親しん戚せきという事で気配りされているのか、レオが危き惧ぐした様なものではなく、むしろ快適な位である。勿論、余計な噂が広まらぬように、という意味で医療院区画から出る事は許ゆるされておらず、いわば、軟禁されている様な状態だが。

「それって、でも、未いまだに攻撃的な機能を組み込んだ記述が見つからないという事は──これは呪術兵器ではないという事にならない？」

　とユニアと差し向かいで同じく香茶を喫しながら尋ねるマリエル。

　今現在、人払いをしている為、部屋の中にはマリエルとユニアの二人しか居ない。第一王女の医療院区画慰問という事で、近この衛えの騎士達はユニアに随行してきているが、彼等は今、部屋の外で待機中だった。

　なのでマリエルも王女と臣下の騎士という関係ではなく、ただの親戚同士としてユニアに対している。杓しやく子し定じよう規ぎというか、堅物のマリエルからすれば、珍しい態度だが──彼女が騎士を志す前からの付き合いなので、これが通常だ。

「でも選択的にウォルトン国民だけに症状が出る疾病なんて、天然で存在する筈はずが無いでしょう？　ネプツニス帝国の手が入っているのは、多分、間違いが無いの。ツィネも凄すごく強く『これは攻撃だ』って繰り返してるし……」

「ああ……まあ、なるほど」

　と苦笑を浮かべてマリエルは頷いた。

　第二王女ツィネもマリエルからすれば親戚になる訳だが……キュヴィア家との繋つながりが無いツィネはどうしてもユニアよりは遠い存在である。しかもツィネは何かとユニアに張り合いたがるというか、どうも自分が女王に即位する為に、ユニアを邪魔者だと思っている節がある。こういう所から、マリエルはツィネが苦手だった。

「敵の攻撃を見抜いて、迅速に対処出来た──という実績が欲しいのでしょうけどね」

　と──首を傾げ、おっとりと、まるで他人ひと事ごとの様に言うユニア。

「何にしても結論が出るにはもう少し時間が掛かると思うの」

「……仕方ないわね」

「本当、ごめんなさいね」

　ユニアは言って溜ため息いきをついた。

「でもマリエル──貴女あなた、未だ護国鬼神殿のお手つきにはなっていないのよね？」

「そっ……それは、その、面目ないというか」

　と赤面しながら俯うつむくマリエル。

「今からでも私と交替する？」

「──はい？」

　唐突な提案に眼を丸くするマリエル。

　いや。そういえば先日、アラモゴード城を訪れた際にも、『実は護国鬼神殿の崇拝者フアンです』などと言っていたが──てっきり、あれは場を和ませる為の冗談の類たぐいかと思っていた。

「ほら。私が王位継承権放棄して降嫁すればツィネも喜ぶだろうし。あ、体裁が悪いというのなら、マリエルはそのまま正妻として残ってくれていてもいいから。護国鬼神殿の子供は私が産んで、マリエルはその奴隷の妖よう精せいちゃんと百合ん百合んな愛の園生活を」

「はあ!?　え？　百合ゆり!?」

「マリエル、その奴隷の妖精ちゃんと仲良いのでしょう？　料理教えてあげたり、切っちゃった指を舐なめてあげたり。きっと護国鬼神殿の眼の届かないところで、二人してこう──あ、猫はやっぱりマリエルなの？　『にゃん』とか言っちゃう？」

「しないってば！　そもそも王女押しのけて正妻とか、あり得ないから！　確かにフェルミは可愛いけど、そういうのとは違うの！　っていうか『猫』って何!?　でもって何あっさり王位継承権放棄してるの!?」

　ツッコミどころが多すぎて思わず喚わめき散らしてしまうマリエル。

「えー。いい案だと思ったのだけど……」

　と何やら駄々をこねる子供の様にユニアは指先をくわえる。

　そんな彼女を眺めながら──

「ユニア……貴女、なんか性格変わった？」

　マリエルとユニアは──昔からの付き合いではある訳だが、お互いに立場があるので、頻繁に顔を合わせていた訳ではない。歳が近いからと、大人達が難しい話をしている間、別室で一緒に遊んでいた事がある位で……そもそも二人だけで話をするのも三年ぶりである。

「別に。元からよ？」

　とユニアは変わらず柔らかな笑みを浮かべながら言った。

「陛下が──御父様が倒れられて、私とツィネで政務を代行するようになって、色々吹っ切れたというか、少し『地』が出てきちゃったけれども。ほら、私、幼い頃から一生懸命『理想的な王女』を演じていたでしょう？」

「…………ユニア？　そ……そうだったの？」

「演じるっていう事は、違うっていう事、本物じゃないって事。仮面を被っているというか。私は『王女』としてはポンコツだから、意識してそれっぽくしていないと、どうにも……なんだか、違和感が、ね」

　と言ってユニアは肩を竦める。

「知らなかった……」

　マリエルの眼から見れば、ユニアは本当に完全無欠の『王女』というか『姫君』であったし、そんな彼女と親戚である事が誇らしくもあったのだが。あるいはユニアにそんな『王女』『姫君』の仮面を被る事を強いていたのは、マリエルを含めた周囲の視線であったのかもしれない。

「だから余計に……護国鬼神殿の、あの人の傍でなら、私は私でいられるかなって」

「レオ様の……？」

　ユニアはレオに命を救われた事が在る様だが……その事でレオを好きになる事は在っても、『彼の傍でなら自分は自分でいられる』と考えるようになるとも思えない。

　実際、マリエルもレオに命を救われたのが彼と知り合う切っ掛けではあったが、異性として彼にはっきりとした好感を抱いたのはそれよりも後である。許嫁いいなずけとしてアラモゴード家に来たのは、むしろ義務感からの部分も大きかった位だ。それをレオの側でも察しているからこそ、マリエルに手を出してこないのかもしれないのだが。

「なんでそんな風に……？」

「だって趣味同じだし」

「──はい？」

「護国鬼神殿、それ、読んでるでしょう？」

　と指さすのはユニアが持ってきた見舞い品の一つである。

　漫画雑誌だ。その表紙にマリエルは見覚えが在った。

「え？　あ、うん。読んでた──けど」

　実際にはハリエットが部屋を掃除して見つけてきたものを、表紙だけはマリエルにも見せてくれた事があるのだが。レオ本人はどうやら隠していたらしい。内容が若干、大人向けな場面もあるとかで──

「護国鬼神殿、私の漫画も読んでくれてるみたいだし、手紙も貰もらったし」

「──はあ!?　え？　ま、漫画？」

「その巻末の四コマ漫画の『姫様はお年頃！』の作者『ユラユラクラゲ』って私だから」

「ちょっ──ええええ!?」

　次々と襲い来る未知の衝撃に思わず香茶の湯飲茶碗カツプを落としそうになるマリエル。

「護国鬼神殿、『最高に面白いです』って手紙書いてきてくれてね。勿もち論ろん、私が作者だってことは編集者も知らないから、彼も知らないままだと思うけど。彼は彼で勿論、偽名っていうか筆名ペンネーム使っていたけれど、すぐに分かったよ」

「すぐに分かったって……」

「手紙の送り主の番地はトリニティア城と同じだったし、そもそも毛筆で手紙書くとか、東国のサムライの文化で、この国では他に居ないでしょう？　護国鬼神殿って、機密保持というか、匿名性の確保というか、その辺ちょっと脇甘いわね」

「…………はあ」

　どうやらユニアは王女としての生活の息抜きに描いた漫画を投稿している内に、漫画雑誌で連載を持つようになったらしい。勿論、本職と違って巻末に二本、四コマ漫画を載せるだけの様だったが。

「元々、護国鬼神殿に助けられて、彼に興味は持っていたのだけれど、その後で漫画の件があってからなんていうか──これは運命かなって。あの人は私が王女だからって特別扱いとかしなさそうだし」

「…………」

　既にマリエルは言葉も無い。

　ユニアが護国鬼神の嫁候補に名乗りを上げていた──という話は自身が婚約者としてアラモゴード城に出向く前に耳にしていたが、まさか、本気だったとは。てっきり王女として国に尽くす為、という理由からの立候補かと思っていた。あの時の自分と同じ様に。

「わ……私は、その、最初は、命を救われた御恩とか、王国の為とか、そういう理由でレオ様の婚約者になろうとしましたが」

　ふと口調を改めてマリエルは言った。

「それはその、切っ掛けで、別に嫌々とか、義務感からあの人の所に居る訳では──」

「……そうなんだ？」

　とユニアは慈しむ様な微笑みを浮かべて。

「でも未まだなのよね？」

「うっ…………？　で、でも、この間はその、獣耳と尻尾しつぽを生やした私に萌もえると」

「それはそうだろうけど、でもそれって治療して元に戻ったら萌えないって事にならない？」

「…………うう」

　言われてみればその通り──と、マリエルはつい俯いて呻うめいてしまう。

　そんな彼女を又また従い姉と妹この王女はしばらく黙って見つめていたが──

「ごめんなさい、貴女を虐いじめる積もりじゃなかったの、マリエル」

　言って立ち上がると、ユニアはマリエルの頭を抱いて、その金髪を撫なでた。
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『初めてのお遣い』からフェルミとハリエット人形が帰ってきた際──修練場で刀の素振りをしていたレオにハリエットから呼び出しがかかった。

「なんだってんだ？」

　いつものハリエットであれば、いつの間にかレオの傍に忍び寄って囁ささやきかける、というとても心臓に悪い感じの連絡手段をとってくるのだが……今回は城内各所に張り巡らされた伝声管を使っての連絡であった。

　仮面を外し、汗を道着の袖そでで拭ぬぐって刀を腰に挿すと、レオはハリエットが指定した広間へと向かう。

　通常の城であれば最上階の天守閣に相当する広間は、しかし逆城たるアラモゴード城に関しては最下層に位置する。普段は滅多に使わない部屋で、レオも脚を踏み入れるのは随分と久しぶりなのだが──

「おい、ハリエット、一体何を──」

　と言いながらレオは広間に入って──そこで眉まゆを顰ひそめて立ち止まった。

　人影が三つある。勿論、マリエルは未だトリニティア城から帰ってきていないので、フェルミ、ハリエットの他に誰かもう一人『客』がいるという事になる。

「……女の子？」

　身内でない第三者がいるとなれば、護国鬼神として振る舞う必要が在る。レオは咄とつ嗟さに左手の指先に引っかけて下げていた仮面を顔に添えてから、広間の真ん中へと進んでいった。

「若様。御足労申し訳なく」

「──その者は？」

　とレオは護国鬼神らしく何処か尊大な態度で顎あごをしゃくる。

　銀髪に紅眼の──フェルミと同じ位の年齢の少女だ。

　目鼻立ちは整っていて、器量好しといえるが、全体的にやつれた感があり、実際──広間の板張りの床にそのまま座り込んでいて、レオが来ても立つ様子が無い。

　ちなみにハリエットはその少女の傍に立っているが、フェルミは──

「……フェルミ？」

　距離を置いて、しかも広間に四本ある柱の一本、その陰に半ば身を隠している。

「どうした？」

「…………」

　問われてもフェルミはふるふると首を振るばかりで答えない。

　どうやら怯おびえのあまり言葉が出てこないらしいのだが。

（……怯え？）

　一体何に対して？

　この場に居るのはレオとハリエットとフェルミ以外には、件くだんの銀髪少女だけだが。

「──ってそいつ？」

　ようやくレオはその少女が首に奴隷用の首輪を着けられている事に気がついた。

「実は奴隷市場で購入して参ったのですが」

「なにやってんだよ!?」

　ハリエットにそうツッコミを入れるレオ。普段なら即座に倍返し的な台詞せりふが返ってくるのだが、今日に限ってはハリエットは言葉を選ぶかの様に腕を組んで短く唸うなった。

「ハリエット？」

「実はその者──フェルミが言うには、エルピオ・ハイペリオンだと」

「……………………………………………………………………………………は？」

　束の間、意味が分からなかった。

　エルピオ・ハイペリオン。

　ネプツニス帝国の軍師の一人。多数の傀儡くぐつを操る魔術師であり、それ以上に通常の軍略よりも、他人を陥れる為の謀略計略を何より得意とするえげつない敵である。

　そしてレオにとっては両親を毒殺した憎むべき仇かたき──である筈はずなのだが。

「いや、待て待て。そんな訳ないだろ!?」

「ええ。私もそう思ったのですが。フェルミの怯えようが尋常でなく、奴隷市場の商人にも問い合わせたのですが、どうも単なる捕虜という訳でもないようで」

「そうじゃなくて。エルピオ・ハイペリオンってな俺の御袋と親父の仇だろ。何年前の事だと思ってんだよ。そんな小娘が、それこそ十歳にもならない時にやったってのか？」

「若様がサムライの奥義を一通り身に付けたのは十二の時であられましたか？」

「おう。御袋がとにかく厳し──いやそうじゃなくてな？」

　レオは改めてその少女を見つめる。

　だが自分が恐ろしげな仮面を着けた護国鬼神に見据えられているというのに、少女は身じろぎすらしない。ぼんやりとした無表情はフェルミに似ているが、彼女以上に何か『病んだ』感じがした。

「エルピオの傀儡か？」

「いえ。本人だと」

「誰が言ったよ」

「本人が」

「…………あ？」

　とレオは改めて少女のすぐ脇でしゃがみ込み、その貌かおを覗のぞき込む。

　床の一点に、無意味な視線を注ぐばかりでやはりその少女は身動き一つしないが──

「小娘。首を刎はねられたくなくば答えよ。貴様、名は何という？」

「エルピオ・ハイペリオン」

「…………」

　無視されるかとも思ったが、少女は即答してきた。ただし視線は動かず、ただそういう機関が自動的に反応しただけの様な喋しやべり方だったが。

「嘘をつくな。エルピオ・ハイペリオンが貴様の様な小娘である筈が無いだろう。そもそも最初にその名がウォルトン王国に伝わったのは、百年以上前だぞ」

「嘘はついていない。私は確かにエルピオ・ハイペリオンだった」

　と少女は主張する。やはり床を見たまま。

「だった？」

　過去形。それはつまり──

「おい、ハリエット、まさか」

「恐らくは護国鬼神の名と同様──『エルピオ・ハイペリオン』も個人の名ではなく称号、もしくは役職の名という事でしょう。私も初めて知りました」

「…………」

　ハリエットが伝声管で連絡してきたのも当然だ。

　この少女が──本当にエルピオ・ハイペリオンなのだとすれば、一瞬でも眼を離すのは危険だと考えたのだろう。フェルミを遣わしても良かったのだろうが、こちらはエルピオ・ハイペリオンの存在にひどく怯えていて、使い物にならない状態の様だ。

「…………貴様がエルピオ・ハイペリオンだとして」

　レオは腰から刀を鞘さやごと抜くと、少女の顎に当てて、これを上向かせる。

「何故、こんな所に居る？」

　本来、軍師が前線に、あるいは敵陣に立つ事は無い。

　常に後方で、常に全体を俯ふ瞰かんできる位置で、まるで神にでもなったかの様に、自軍勢力に命令を下し、采さい配はいする。事実、これまで傀儡を送り込んでくる事は頻繁にあったが、エルピオ自身が前線に出てきた事は無い。

　まして──奴隷市場で売られていたなど、どう考えてもおかしい。

　レオはそう思ったのだが──

「何を企んでいる、エルピオ・ハイペリオン？」

「分からない」

　少女は刀の鞘で顎を持ち上げられ、レオの方に眼を向けているが、やはりその眼は無意味に視線を放散しているだけで、レオに焦点が合っていない。

「覚えていない。エルピオ・ハイペリオンだった頃の記憶は断片的」

「…………なんだと？」

「傷んだので交換されたのでしょう。その娘、右足が太ふと股ももの辺りから麻ま痺ひしていて、歩く事が出来ません。半年前の騒動の際、私が傀儡の一体を捕まえて、脳を直接灼やいて延々と激痛をもたらす呪術式を、魔力回路越しに流し込んでやったのですが──恐らくそれの影響かと」

　眼鏡をきらりと光らせながら、とんでもない事を言うハリエット。

「……って事はこいつ」

　旧ふるい服を処分するかの様に、棄てられたのか。

　だが曲がりなりにも一国の軍師を務めた人物──半年前の魔導兵器の襲撃もこの少女の采配だろう。そんな人物を、ただ右足が麻痺したからといって、あっさりと棄てるのか。

「フェルミが言うには」

　とハリエットは柱の陰に隠れたままのフェルミを一いち瞥べつしてから言った。

「ネプツニス帝国に居た頃は、仮面を被っていたと。顔の右半分を覆う白い仮面を」

「……仮面？」

「それはエルピオ・ハイペリオンの本体」

　と少女は言った。

「私は土台。私は依代。傷んだので交換された」

「…………精神支配の魔導機関か？」

「支配というより、知識と人格を保存するものでしょう。初代のそれを保存して、新たな依代にこれを被せる事によって、上書きをする……思考は依代の脳を使って行うのでしょうが、依代の人格は、エルピオの人格に抑え込まれて、表に出てこない──こうして肉体を次々乗り換えて、エルピオは永遠に生きる、という事かと」

「……なんて事しやがる」

　吐き捨てる様にレオは言う。

「……っていうか、まあ事情は分かったが、どうするんだ、こいつは？」

「全てフェルミの証言と、その娘の自己申告から組み立てた推測なので、何処まで信用して良いのか分かりません。何もかも嘘でエルピオ・ハイペリオンの傀儡が適当な事を言って我々を混乱させようとしているだけかも」

「ううむ」

「さりとて、放置しておくのも危険でしょう。そういう訳で奴隷市場からこの者を買い取ってきたのです。ですが……」

　言ってハリエットが手を伸ばすと、びくりと震えてエルピオを名乗った少女が後ずさった。右足が動かないというのは本当なのか、ずるずると座り込んだまま──

「どうやら私に脳を灼かれたのが心理的外傷になっているらしく」

「……まあ、なって当然だが」

「私が触れようとすると、怯えて逃げますし、無理に押さえ込むと、失禁しまして」

「…………失禁」

「はい。いわゆるお小水を垂」

「知っとる、説明せんでいい」

「ちなみに既に床は拭ふきました。フェルミが。御安心ください」

「別にそんな事心配してねえよ。じゃあフェルミに面倒を見させ──」

「…………」

　フェルミが柱の陰でふるふると首を振る。

　無表情は変わらず、しかし目に見えて彼女は青ざめていた。お漏らし少女の面倒を見るのが嫌、という訳ではなく、単純にエルピオ『だった』相手が怖いのだろう。

「──るのも無理か」

「恐らくは」

「じゃあどうすんだよ？」

「ですから若様にお願いできないかと」

「──はあ？」

「幸い、見た目は幸薄そうな感じの美少女ですから、若様のお側におければ、眼を離す事無く、適当に若様が嬲なぶったり舐ねぶったり弄いじくり回したりしてくださるかと」

「俺をなんだと思ってんだ、御前は!?」

「性欲を持てあます十代の若者かと」

「いやそうだけどね!?　その通りだけどね!?」

　言ってから──レオは、溜ため息いきをつくと立ち上がり、手にした刀を振った。

　ひょいと鞘の先に少女の衣服を引っかけると、これを持ち上げて──立たせる。まるで操り人形の様にふらふらしながらも、少女は立ち上がって、そのまま吊つるされている。嫌がる様子も無いが、自分の脚で立とうとする様子も無い。

　本当に右足が動かないらしい。

「しょうがない、とりあえず風ふ呂ろにぶちこむか」

「さすがです、若様」

「言っとくけど、失禁したままにしとくのが嫌なだけだからな!?」

　まるで提灯ちようちんか何かの様に、刀の先に少女をぶら下げながら、レオは怒鳴った。
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　まず最初に響き渡ったのは轟ごう音おんだった。

　修復工事中の建物──その一部が唐突に崩れたのだ。

　積み上げられていた建材が雪崩を打つ様にして落下し、真下に在った諸もろ々もろを巻き込む。膨れあがる土煙の中で更に火花が弾はじけるのも見えた。恐らくは鋼材同士が激突しているのだろう。もし可燃物が傍にあれば駄目押しの様に炎上したかもしれない。

　幸い──といって良いのかどうかは疑問だが、火事になるような事は無かった。

　ただ……

「うあああああああっ!?」

「誰か、誰か──っ!?」

　ゆっくりと消えていく轟音と入れ替わる様にして悲鳴が上がる。幾つも幾つも。作業中の工事現場だった為、建物の崩壊に巻き込まれた者が何人か居る様だった。

　悲鳴に引っ張られる様にして、事故現場の周囲から人が集まってくる。

　彼等は積み上がって小山の様になっている瓦が礫れきを大急ぎで取り除き、その下敷きになっている者達を救助し始めた。あちこちで修復工事は行われているので──すぐ近くにも同様の修復工事をしている現場が在ったので、瓦礫を除のける道具や運ぶ為の道具はすぐに手配出来た様だ。

　勿もち論ろん、瓦礫を取り除いても死んでしまった者はどうにもならない。

　今急ぐべきは怪我人に対して適切な処置を行う事だ。何人かが止血作業を行うと同時に、何人かが近くの医療院に怪我人を運ぶべく、馬車か魔導機関車を探しに駆け出していく姿も見られた。

　騒然たる空気に包まれる修復工事現場。

　その中で──

「これって本当に事故か……？」

　誰かがぽつりとそう言った。

「俺、見たぞ……崩れる直前に、建物の上の方に、尻尾しつぽの在る奴がいるの」

「尻尾って…………」

　勿論、『奇病』の噂は既にあちこちで広がっているので、それが何を意味するのかは誰もが理解出来ていた。

　ネプツニス帝国の呪術兵器に感染すると、獣耳と尻尾が生えてくる。とりあえず生えてくるだけで身体には目立った影響が無い──と。日常生活に不便は無いどころか、働くのも問題無いという事で、工事現場にたまたま感染者がいたとしても不思議は無い。

　だが……それが本当にネプツニス帝国の呪術兵器であるならば、ただそれだけで済む筈はずが無い。そういう考えが静かに、しかし確実に広まりつつあった。

「獣耳と尻尾の生えた奴等は、ネプツニスに寝返るって──」

「そっちが本当の効果で、獣耳と尻尾はむしろ本来の効果から眼を逸そらさせる為の──」

　事故現場のざわめきの中で、そうした台詞せりふがぽつりぽつりと交じっていく。

「じゃあ、今のも……？」

　誰かがそう言い出せば──後は放っておいても疑念は広がっていく。

　人々は互いに顔を見合わせ、覚えの無い者は慌てて作業兜ヘルメツトをとって自分には獣耳が生えていない事を示す。

　幸い、誰の頭部にも獣の耳は生えていなかった。だがもし此こ処こに獣耳と尻尾を隠していた者が居れば……下手をすると殺気立った人々によって、袋だたきにあっていたかもしれない。　そして──

「…………くくっ」

　小さく笑いながら、工事現場から離れる人影が一つ。

　工兵の作業服を着ているものの、作業兜ヘルメツトを被っておらず、頭部に獣耳も生えていないので、一見して獣化人ではないと分かる。だからその人物が現場を離れても誰も目くじらを立てなかった。元々工事現場には様々な人間が頻繁に出入りをする。いちいち気にしている者はまず居ない。

　だが……もし注意深い者がその場に居れば、あるいは気がついたかもしれない。

　最初に事故について疑念を提示した者。

　尻尾のある人物を目撃したと語った者。

　それは──今、現場から離れていくその男ではなかったか。

「簡単な事だ。実に簡単。疑念の芽は育てるのが容た易やすいねぇ」

　誰に聞かれる事も無い小声の呟つぶやき。

　男の顔には何処か虚うつろな笑みがゆらりと浮かんでいた。
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　微かすかな金属音。

　鞘さやから迸ほとばしった刀が壁に背中を預けて立っている少女に向けて閃ひらめく。

　次の瞬間、少女の身を覆っていたものは幾つもの断だん片ぺんとなって剥はがれ落ち、その足下にわだかまった。もともと身に帯びているのが襤ぼ褸ろ布きれ同然だったので、ぐだぐだと脱がすのに手間取るよりは──と考えたレオが、抜刀術で文字通り、斬り捨てたのである。

「…………」

　少女はさすがに驚いた様で、何度か忙せわしなく瞬まばたきを繰り返していたが──悲鳴を上げる事も無く、その場に立っている。あるいは右足が麻ま痺ひした状態では、迂う闊かつに身動きすれば転倒してしまうので、固まっているだけかもしれないが。

「あー……入れ」

　とレオは少女の裸体から眼を逸らして命じる。

　彼女のすぐ横には浴場の扉が在る──のだが。

「……って無理か。何言ってんだかな、俺は」

　レオは溜息をつくと、出来るだけ眼の焦点を少女に合わせない様にして──特にその小振りだがしっかりと膨らみを見せている胸とか、股こ間かんとか、そういった所から微妙にずらして、その腕を掴つかんで引っ張る。

　少女の小柄な身体は、軽々と動いてレオの脇におさまった。

「…………これはただの荷物。ただの荷物」

　呪文の様にそう唱えながらレオはそれこそ荷物の様に少女を横抱きにして──というか、脇に抱えて、脚で浴場の扉を開き、中に入った。

　既にハリエットが湯を沸かしていた様で、木製の──檜ひのきで出来た風ふ呂ろ桶おけの在るその部屋は、湯気が充満していた。纏まとわり付いてくるそれをかき分ける様にして進んでから、レオは少女を床に下ろし、打ち湯用の手桶で湯をすくって、少女の上から容赦無くぶっかける。

「…………」

　少女はやはり無言である。瞬きすら稀まれだ。

「まったく、何の因果で俺がエルピオ・ハイペリオンの背中なんぞ流してるんだかな」

　言ってレオは少女の背後に回る。

　別に失禁した状態で放置できないからと浴場に連れてきただけなのだが、この際なので身体を洗っておこうと考えたのである。

　ただし背中だけだが。前に回ると胸やら股間やらが見えてしまうし、洗うとなると触れない訳にはいかないので、レオとしては色々──困る。

「というか御前、前は自分で洗えよ。腕はどっちも問題無く動くんだよな」

「……動く」

　と少女は答えた。

「杖つえがあれば歩く事も出来る。それで逃げて来た」

「逃げて来たって──」

「旧ふるい依代は破棄される。破棄とは処刑。処刑されたくない」

「…………」

　レオは石せつ鹸けんを手拭いに擦こすり付けて泡立てながら、短く溜息をついた。

「まったく、護国鬼神に背中流させた奴なんざ、多分、歴史上初──って訳でもないか。御袋は親父と一緒に風呂入ってたしな、確か」

　夫婦なら互いの背中を流す位の事はするだろう。

「ええと、御前──って、オマエオマエ言うのも何だかな」

　レオは眉まゆを顰ひそめる。

　エルピオだのハイペリオンだのと呼ぶのは躊躇ためらわれた。それはレオにとって憎むべき仇あだの名であり相見あいまみえれば躊ちゆう躇ちよ無く斬り捨てて当然たる敵の名だ。その名で呼ぶと、意味も無く眼の前の少女を憎んでしまいそうな気もした。少なくとも、もうこの少女は──本人の言葉が正しければ、エルピオ・ハイペリオンではない。

「もともとの名は無いのか？　仮面を被せられる前の名だ」

　泡のついた手て拭ぬぐいで少女の背中を擦りながらレオは尋ねる。

「覚えてない」

「…………まともな名前があったかどうかも怪しいか」

　そういえばフェルミは番号が振られていて、それで呼ばれていたらしい。

　ネプツニスでは奴隷やそれに類する者はそもそも人間扱いされないらしいからだ。

「んー…………」

　背中をざっくり擦り終えると、ついでとばかりに銀髪に覆われた頭にも石鹸を擦り付けて掻かき回す。やはり何日も洗っていないのか、泡立ちが非常に悪かった。

「…………セラフィ」

「──？」

「名前だよ。とりあえず、仮に、な」

　わしゃわしゃと少女の頭部を泡立てつつそう告げるレオ。

「昨日読んだ漫画に載ってた」

「…………名前。セラフィ？」

「そうだ」

　と頷うなずきながら、レオは再び手桶で湯を汲くんで彼女の頭についた泡を洗い流す。

　少女は大人しくされるがままになっていたが──

「──護国鬼神」

「うわっ!?」

　いきなり少女が床の上で半回転──こちらに向き直ってきたので、レオは思わず声を上げていた。当然ながら正面から向き合うと、胸とか臍へそとか股またとかが丸見えで、レオはまた意識的に焦点をぼやかしつつ、『これは犬。これは犬。犬を洗ってるだけ』と自分に言い聞かせる。

　そんなレオの反応をどう思ったのか──
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「私、セラフィ。あなた、護国鬼神。覚えた」

「いや、そこはレオと──」

　と言いかけて、そういえば自分はこの少女に名乗っていないのだと気がついた。ハリエットは『若様』としか呼ばないし、フェルミもレオを呼ぶ時は『御主人様』だ。この少女、セラフィがレオの名を知る機会は無かった筈である。

「我が名はレオ・アラモゴードだ。見知りおけ、セラフィ」

「…………レオ。レオ？」

「そうだ」

「私、セラフィ。あなた、レオ…………」

　ぽつりぽつりと呟く様に言って。

「…………ありがとう、レオ」

　セラフィは仮面越しにレオの眼を覗のぞき込みながら、はっきりとそう言った。
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　合議場の空気はひどく張り詰めていた。

　今回の緊急合議開催の提言も第二王女ツィネとその補佐役を務める重臣リバム・ロレンスによるものだった。議題は当然に先日の『奇病』──既に『獣化病』『獣人病』といった通称がトリニティア各所で使われている──についてだった。

「遺憾ながら。まことに、まことに遺憾ながら！」

　相変わらずリバムは外け連れん味みたっぷりに両手を掲げ、芝居がかった口調で告げてきた。

「件くだんのネプツニス帝国の呪術兵器に対する情報統制を行っていた事が！　嗚あ呼あ、全くもって遺憾ですが、裏目に出た様です！」

「……姉上。情報統制はお姉様の案でしたな」

　とツィネが、円卓の対面に座るユニアを見据えながら言った。

「そうですね。事実がはっきりしない内に、迂闊な事を公表してしまうと、王都の治安が乱れてしまう──と。話が出た時点では、未まだ呪術兵器かどうかの確証が得られていませんでしたし。いえ、今でもはっきりした検証結果は出ていません。獣耳と尻尾しつぽが生える、以上の効果が出た事例はありませんし、新たな効果を発揮させる呪じゆ詛そ核も分離・解析出来ていません。憶測を公表すれば、根も葉もない噂まで広がってしまうのを止められません」

　ユニアは淡々とした口調でそう説明する。

　ツィネとリバムの事実上の糾弾にも怯ひるんだ様子は無いが──

「しかし結果としては、既に王都の治安は乱れ始めている。この王城への、臣民からの直訴も猛烈な勢いで増えている。『この王都に紛れ込んだ、ネプツニス兵をいち早く駆逐してくれ』と──な」

　とツィネは言った。

　トリニティアでは既に『獣化病はネプツニスの呪術兵器だ』『獣化した者達はネプツニスの破壊工作員として活動する』といった噂が蔓まん延えんしている。

　勿もち論ろん、冷静な意見、王国政府の公報を待って判断すべき、と主張する者も少なくないが、こうした噂というのは内容が刺激的であればあるだけ、話題性もある──人々の興味を引きやすい。激げつ昂こうした者の唱える譫言うわごとの様な噂が、冷静な意見を押し潰つぶして広がっていく兆しが既に見えていた。

　噂を広める者達の根拠は、実際に王都の各所で頻発している『事故』だ。

　事故の現場で『獣化』した者を見た、という者達が増えている。

　それは事実なのかもしれないが──それを即ち『獣化した者が引き起こした』『獣化した者はネプツニスの尖せん兵ぺいに成り下がった』と断じるのは早計に過ぎる。

　そもそも事故の発生件数は『獣化病』が広まる以前と大差無いし、半年も突貫の修復工事を王都の全域で繰り返していれば、事故の件数が多少増えるのも当然だ。そこに『敵の悪意』を見いだす事は出来ない──筈はずだ。本来は。

　だが一般の民は統計資料など見た事も無いだろうし、自分の身の回りが世界の全てだと思い込みやすい。

「ですが城内の医療院で検査中の発病者は、特に変わりなく……」

「ああ。そういえば姉上の又また従い姉と妹この──護国鬼神に嫁いだ、なんといいましたかな？」

「マリエル・キュヴィアです、殿下」

「ああ、そうそう、そのマリエル・キュヴィア」

　リバムに横から囁ささやかれて頷きながらツィネは言った。

「彼女も獣化して城内に居るのでしたな。姉上、まさか又また従い姉と妹こだというだけで、同じキュヴィアの血縁という理由で、彼女を庇かばっておられまいか」

「……え？」

「何かそのマリエル・キュヴィアの言動におかしな部分があっても、見て見ぬ振りをしておられるのではないか、と聞いている。もしそうなら姉上、王女として、国王代行として、貴女あなたは甚だ不適格だと言わざるを得ない。国の安寧よりも、身内の情を優先したという事になる。それは王族としていかがなものか？」

　ここぞとばかりに畳み掛ける様な──もしくは自分の言葉に興奮しているかの様な、若干の早口でツィネは言った。

「…………」

　大臣達の間にざわめきが広がる。

「そもそも城内の医療院に収容するとは、どういう了見か？」

「それは御典医達や魔術師達、一流の見識を持った者が揃って──」

「獣化した者がネプツニスの尖兵化した場合、我々は身近に敵兵を置いているという事に他ならない」

「呪術兵器の感染者がネプツニスの兵になると……？」

　それは何の根拠も証拠も無い憶測に過ぎない。

　確かにネプツニス帝国は人間の精神を『改造』して他人の人格を移植したり、複製人格を埋め込んだ傀かい儡らいにする技術を有しているが、それは基本的に優れた魔術師、呪術師が、魔導機関を用いて個別に行うものであって──呪術に感染するだけで無制限に、連鎖的に、自動的に人格を書き換えてしまう様な技術は未いまだかつて確認されていない。

　迂う闊かつな精神改造は対象者の心を破は綻たんさせるだけで、とても傀儡として使えない。そんな『お手軽』に敵国の兵を洗脳出来るなら、ネプツニスはとっくにウォルトン王国の全国民を『書き換え』ていた筈だ。

　だが──

「そうした技術が存在しない証拠は無い」

　ツィネの口調はまるで確定した未来を見据えているかの様に断定的だった。

「そしてネプツニスの兵が、目的の為なら自爆も厭いとわぬ怪物共である事は姉上も先刻ご承知の筈、これではあまりに早計、いや、むしろ利敵行為と断じられても仕方ないのでは？」

　ユニアの返答を押し潰し、そんな事を言ってくるツィネ。

　ユニアはしばらく、悩むかの様に、眉を顰めて黙り込んでいたが──

「……もしそうだとして」

　ユニアは首を傾げて言った。

「私が国王代行に不適格だとすると、国王としての権限はツィネ、貴女に全て集約される事になるのですね？」

「姉上が不適格として罷免されれば、そうなるでしょうな」

　とツィネは円卓の大臣達の顔を見回しながら言った。

　第一王女は御覧の通りの有り様、乗り換えるなら今の内だ、と言わんばかりに。

「きちんとした対処をなさって、ご自身の王族たる資格を証明なさるか、さもなくば──王族としての全ての権利を手放して、身の潔白を証明なさるか」

　ツィネはつまり──ユニアには、ネプツニスに寝返って、獣化した者達の破壊活動を手助けしている疑いが掛けられている、と言外に言っているのに等しい。王族以外が口にすれば不敬罪で投獄されても不思議は無い位の暴言だったが──

「──まさか王族がそんな」

「しかし王位継承権の」

「キュヴィア家は──」

「ツィネ殿下の方が血統としては」

　大臣達の間でひそひそと言葉が交わされる。

　これが単なる合議の場ではなく、『次期国王』の座を巡っての争いの場、いや、ユニアを追い落とす為の弾劾裁判の場だと、既に誰もが気がついていた。先の合議でユニアの折衷案にツィネ達が異を唱えなかったのも、此こ処こに追い込む事を既に考えていたからか。

　序列としては先に生まれたユニアの方が王位継承権は上、つまり第一位だ。

　だがツィネは正妃の子であり、母の実家はキュヴィア家よりも貴族としての位が高い。彼女が第二位である事はおかしい、と唱える意見は以前から在った。

　それはつまり……ユニアの側で確実に王位に就きたいと願うなら、ツィネを排除する手を何かしら打っておかねばならない、という事になる。だが王国内での権勢としては、ツィネの母の実家の方が上、王族としての能力は優劣付けがたい、となると、ユニアの側で打てる手は限られる。

　例えば──ネプツニス帝国と通じて売国の約定を交わした上、傀儡の女王としての座を約束してもらう、とか。

　過去にそうした例が無かった訳ではない。先代護国鬼神の暗殺も、そうした密約を交わした大臣の一人がネプツニスの傀儡兵を城内に招き入れて起きた事である。

　つまり……もしユニアが王族でありながらネプツニス帝国と通じていた売国奴であった場合、王位継承権を剥はく奪だつされるどころか、近この衛え騎士達に捕縛された上で、反逆罪で処刑、という事もあり得る。

「…………分かりました」

　自分の置かれた状況が分かっているのか、いないのか──ユニアは、柔らかな笑顔で頷うなずいた。

「身の潔白を証明いたしましょう」

「──ほう？　具体的にはどのような？」

　身を乗り出して問うのはリバムである。

「確か第十七結界塔の外側に、王国軍の施設が新規建築予定になっていましたね？　王都の修繕の為に、半年前から作業は中断している様ですが」

「おお、確かに。東部方面軍への兵へい站たん調整の為の物資集積倉庫や新兵派遣の為の訓練施設を造る予定になっていると聞いています。おっしゃる通り、王都各所の修繕を優先しているので、建物が出来た時点で放置されている様ですが」

　とリバムが頷く。

「建物は在るのですね？　では、マリエル・キュヴィアを含めた全ての獣化者を、その施設に収容・隔離して、万が一には大規模破壊用の魔導兵器で焼き払います」

　優しい笑顔のままユニアはそう言った。

「…………！」

　大臣達が顔を見合わせた。今までとは一転して非常に強硬な手段である。むしろユニアではなくツィネが提案しそうな策だった──が。

「……いいでしょう。魔術転移で東部国境守備の部隊から、大型魔導機兵を十機、呼び戻す様に手配します」

　ツィネは満足げに頷いてそう言った。

「それと姉上。マリエル・キュヴィアが敵の呪術兵器に汚染されていたとするなら、護国鬼神もまた同様であると思われる」

「先日お伺いした時には何も……」

「殿下。症状が顕在化するまでの時間は個人差があると報告を受けておりますれば……殿下の御言葉を疑う訳ではございません、ええ、ございませんが、万が一、万が一の事を想って、殿下を含め、この城の王族、重臣の方々の身の安全を確保したく。どうか今一度、護国鬼神殿の所に、私の方で様子見の使者をお送りする事、お許しいただけませぬか？」

　とリバムがそう口添えをする。

「…………」

　ユニアは束の間、眼を閉じて考えていた様だったが。

「分かりました、良きに計らってください」

　そう言った。
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　どうにも寝付けない。

　慣れぬ土地、慣れぬ場所で暮らしているのだからそれも当然だが、では『慣れた土地』や『慣れた場所』が今の自分に在るのかと問われれば、無い。全く無い。この地上に『廃品』の依代を受け入れてくれる場所など、在るとも思えなかった。

　ただ──

「…………」

　杖つえを片手に、感覚の無い右足を引きずりながら薄暗い城内を──今は夜なので照明の多くが消灯されている──歩いていると、廊下の奥に、光が漏れている場所を見つけた。

　気になって歩み寄り、覗のぞいてみると、そこは板張りの広間になっていた。

　自分が最初に通された広間とはまた別、こちらはどうやら修練場か何かの様で──壁には鍛錬用のものらしい鋼の模擬刀が何本も掛けられており、道着や、簡易の鎧よろいも吊つるされ乾かされているのが見えた。

　天井からは鎖で吊された──あれは人形か。

　明らかに鋼鉄製と思おぼしきそれの前には、模擬刀を手にした護国鬼神の若者が立っている。

「──ッ！」

　声にならぬ鋭い呼気が彼の唇から迸ほとばしったかと思うと、次の瞬間、彼の姿勢は若干変化していた。わずかに身じろぎしただけの様にも見えたが、それが大変な見間違いだというのは更に次の瞬間に分かった。

　ごととととん、と音を立てて鋼の人形が床に落ちた。

　それも幾つもに分割されて。腕、脚、は言うに及ばず、胴体すら左肩から右脇腹に掛けて斜めに輪切りにされていた。恐ろしく滑らかな断面からは、中に木製の骨格と、藁わらで代用したらしき『肉』が詰め込まれているのが見えた。

「…………」

　全く見えなかったが、これは……護国鬼神が『斬った』のか。それも刃もついていないであろう模擬刀で。

　鋼の表面を持つ人形は、恐らく鎧を帯びた戦士に見立てているのだろう。

　つまり、護国鬼神は……必要とあれば、鎧を帯びた相手に、模擬刀で、いや、場合によっては棍こん棒ぼう一本で戦える、これを殺さつ戮りく出来る、という事か。

「興味深い……」

　呟つぶやいてから自分で気がついた。

　自分はもうネプツニスの軍師ではない。その残ざん骸がいだ。護国鬼神の能力を間近に見たからといって、興味を持ったからといって、何の益があるのか。つい呟いたのは、それこそ肉体に焼き付いた癖の様なものだろう。脳も肉体の一部だ。仮面を剥はがされ、エルピオ・ハイペリオンとしての人格や知識は失われたが、残像の様に、残っているものがあるという事だ。

　そんな風に考えていると──

「──！」

　がた、と音がする。

　見れば修練場の端で手て拭ぬぐいを持って控えていた家政婦の少女──元ネプツニスの戦争奴隷たる妖よう精せい族、確かフェルミと呼ばれている個体が、こちらを見て身構えている所だった。

「御主人様っ……！」

　フェルミは護国鬼神の所に駆け寄って彼にしがみつく。

「フェルミ!?　って──ああ」

　自分の陰に隠れるようにして抱き付いている少女を驚いた様に一いち瞥べつしてから、護国鬼神は溜ため息いきを一つついて少女ごとこちらに向き直ってきた。

「セラフィか。どうした、もう夜中だぞ」

　フェルミに抱き付かれた際にずり落ちかけたのか、指先で仮面の位置を直しながら護国鬼神はそう言ってくる。

「寝付けぬとあれば──っておい、フェルミ？」

　ぎゅうぎゅうと自分の背中に顔を押しつけているフェルミに、何やら慌てた様子で声を掛ける護国鬼神。若干、仮面の下の顔が赤らんでいる様にも見える。

「な、何してやがりますか？」

「…………」

　嫌々と訴えるかの様にぐりぐりと顔を護国鬼神の背中に擦こすり付けるフェルミ。

「あー、分かった、分かったから、ちょっとそのぐりぐりやめて」

　言いながら護国鬼神はフェルミの家政婦服の襟首を掴つかむと、ひょいと猫の子をつまむかの様に自分から一いつ旦たん引き剥がし──すとんと床に座らせると、自分もその横に腰を下ろした。

「……御主人様」

　フェルミはしかしその位置が今ひとつ納得がいかなかったのか、もそもそと動いて──護国鬼神の膝ひざの上に座った。脚を広げてあぐらをかいている彼の太ふと股ももの隙間に、自分の尻しりを押し込む様な形である。

「ちょっ……あの、それは余計に、あのね、そういう事されると、腰にね、そのね？　俺の──その、あれがね？　元気にね？」

「…………」

「いや、だから、えっと──」

　肩越しに振り返るフェルミの、潤んだ瞳ひとみで見つめられ、露骨に慌てる護国鬼神。

　しばらく彼はどうしたものかと悩んでいた様だったが、結局、折れた。

「ああもう分かった」

「御主人様……」

「とりあえず御前がそれでいいならそれでいい」

　そう言ってから改めて護国鬼神はこちらに眼を向けてきて。

「御前も座れ。セラフィ」

「その娘の膝の上に？」

「あ、阿あ呆ほうっ!?　その辺だよ！」

　と言って護国鬼神は自分の真正面の床を示した。

「御前が来てから、フェルミがどうにも怯おびえてな」

　膝の上の妖精少女の頭をぽんぽんと叩たたきながら言う護国鬼神。フェルミが小柄なので丁度、護国鬼神の真下に少女の顔が並んでいるその様子は──微笑ましいのと同時に、一つの身体に二つの頭と四本の腕があるかの様で、何か異教の神像めいた不思議な光景だった。

「なんだか今更、子供返りしているというか、とにかくくっついてくる」

「……それは悪かった」

「まあ別に悪くないっていうか、フェルミに甘えられるのは嫌いじゃないが」

「御主人様──」

「今はその、まあ、自制が必要な時期だからね？」

　真上を仰ぎ見る様にして主あるじに視線を向けようとするフェルミ。護国鬼神は慌てた様子で右手で彼女の頭を押さえて正面を向かせた。

「……ごめんなさい」

「殴らないからな。それはそれとして──セラフィ、眠れないなら、そうだな、当て身でもしてやるが？」

「……遠慮する」

「そうか」

　眠れないなら添い寝、はともかく、当て身で気絶させる、というのはどう考えても女の扱いとしては間違っている気がしたが──このサムライにそういう話をしても何というか詮せん無ない気がした。常識の範はん疇ちゆうにおさまる存在ではなかろうし、そもそも、ネプツニスの常識とウォルトンや極東の常識も違うだろう。

「──護国鬼神。一つ尋ねたい。良いか」

「良いけど、護国鬼神と呼ぶな」

　そう言って護国鬼神は──レオ・アラモゴードは顔をしかめた。

「他の連中はともかく、御前に護国鬼神と呼ばれると、なんかこう、落ち着かない」

「……それは」

　自分が数ヶ月前までエルピオ・ハイペリオンだったからか。

　先代のエルピオ・ハイペリオンが、レオ・アラモゴードの両親を暗殺したという話は、知っていた。レオやハリエットの会話の断片フラグメントからも推測がついたし、何より、断片的に残るエルピオとしての記憶と詳細が合致する。

「……その事」

「うん？　どの事？」

「貴方あなたは私に良くしてくれる」

「…………」

「ちょ、フェルミ、そのお尻でぐりぐりするのやめて？　──ええと。セラフィ。殊更に良くした覚えは無いが」

「少なくとも殺されてはいない。殴られも蹴けられもしない。拷問もされない」

「まるでされたい様な言い方だな」

「護国鬼神。『敵として相対した事がある者には、一切の容赦を忘れる』──と聞いた」

「まあそういう宣伝文句だな」

　とレオは肩を竦すくめる。

「まあ実際、相手が誰だろうと斬ってきたのは紛う事無き真実よ。フェルミにしても、部品として使われていただけで、我に敵意を向けていなかったが故、斬らなかった」

「ならば何故、私は？」

「ふむ？」

「私のこの身体、貴方の親を殺した、それは、事実」

「…………」

「仮面の依代、支配されて、でも、貴方を殺す算段、したのは──この脳」

　と自分の額を指さしてみる。

　何処から何処までが『エルピオの仮面』で、何処からが自分自身の考えだったのか、今はもう分からない。朧おぼろ気げながら、半年前には、嬉き々きとしてレオを暗殺し、トリニティアを滅ぼす為の計画を練っていたという自覚は、在った。

「憎くは無い？　この顔、この手、この脚、この身体。許せないと思う事は無い？」

　そんな筈はずは無いだろう。

　だからこそ護国鬼神と呼ばれるのを嫌がるのだ。

「あー…………」

　がりがりと頭を掻かいて、レオは溜息をついた。

「御前が元エルピオだったとしてだ。親の事はともかく、フェルミを──フェルミらを、送ってきた半年前の策は、御前がその脳で考えた事だったとして、だ」

　何やら言葉を自分の裡うちで探している様で、レオは少し首を傾げていたが。

「あー、いや、だから、その……俺の親を殺したのは年齢的に先代だろうし、その脳で考えた事でもない訳だろう。となると、御前が俺にしたのは」

　レオは掌てのひらでフェルミの頭を撫なでながら言った。

「このフェルミと俺を引き合わせてくれた事、とも言える訳だ」

「──え？」

　さすがに予想外の言葉を投げられて、思わず間の抜けた声が漏れた。

　フェルミも驚いた様にまた、レオの顔を見上げようとして──頭を掌で押さえ込まれていた。

「サムライの故郷、極東にゃ、『風が吹けば桶おけ屋やが儲もうかる』なんて故事があるらしいがな──マリエルが俺の所に来たのだって、元を正せば、御前がフェルミを送り込んできてくれたからだろうしな」

「…………」

「まあだから、その──感謝の気持ちと、相殺だ」

「御主人様──」

　ふるる、と感極まった様子で耳を震わせるフェルミ。

　その尖とがった妖精族の証あかしは、先端まで紅あかく染まっていた。

「ぶっちゃけ、いちいち憎んだり恨んだりしてたら、疲れる。一応、御前の面倒を見るのは俺って事になってるしな。だからそう考える事にしたんだよ。だからまあ、なんというか、御前も気にするな。俺は気にしない事にした」

「…………」

「だが、御前がエルピオ・ハイペリオンに何らかの形で戻って、改めて俺やウォルトン王国に敵対するっていうのなら、それは護国鬼神として御前を斬る理由になるからな。その辺は覚悟しておけ？」

「分かった」

　そう言ってセラフィは頷うなずいて。

　それから──

「本当、ありがとう。レオ」

「……お、おう…………おおう!?」

　何故か少し恥ずかしそうに頷いてから──フェルミがまた尻を動かしたのか、レオは素すっ頓とん狂きような声を上げて身を捩よじった。

「ちょ、フェルミ!?　だからそれ当たってる、当たってるから、地味にイイからやばっ……もとい、こんな所ハリエットに見られたら何を言われるか──お願い、やめて!?」
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「この度は急なお願いにも拘かかわらず、当職の訪問を受け入れていただき、感謝の極みにございます」

　応接間に通された男はそう言って頭を下げた。

　年配の──中肉中背、黒髪を短く刈り込み、実直そうな顔をした人物。他に特筆すべき外見的特徴は無く、平凡の一語で片付けてしまえそうな姿だった。

　先にこの場に通されたのがユニア王女という事もあり、余計にその落差が際立つ。背後には近この衛え騎士がやはり四人立っているので、尚なお更さらの事である。やはり完全装備で兜かぶとも面頬マスクも着けている為、中身が先日の、ユニアに同行してきた四人と同じかどうかは分からない。

　男は王国の貴族であり、大臣や宰相でこそないが、王族直属の高級官吏──つまりは勅命を受けて行動する特使であると自分の事を説明した。どうやら王族でもないのに近衛騎士が護衛についているのはそういう理由らしい。

　ともあれ──

「ユニア殿下のお名前を出されては、拒む訳にもいかん」

　レオは対面の席でふんぞり返りながら言った。

　彼の背後には今回は、ハリエット、フェルミが立っている。

　セラフィは隣室にて待機。彼女が何か不審な行動をしないかどうかは、ハリエットが魔導機関を介して常時見張っているので、レオの近くに居る限りは何かあっても即座に対処が可能である。

「して、用件は？」

「……そちらの、家政婦が例の肉奴隷ですかな、あの魔導兵器に乗っていた」

　と男はレオの問いには答えず、逆にフェルミを見てそう問うてくる。

　態度こそ、揉もみ手でをせんばかりに丁寧というか、卑屈な感じすらするのだが、その一方でこの男は未いまだに名乗ってもいない。レオが興味が無く問わないので、ハリエットもその点については相手に突っ込まないが──最強にして最凶と評される護国鬼神にこの態度、命知らずと言わざるを得まい。

「……それが？」

　とレオは首を傾げてみせる。

「既に散々、嬲なぶられて愉たのしまれた後かと存じます」

「かもな」

　どうやらレオがフェルミに未まだ手を出していないという話はこの男には伝わっていないらしい。近衛騎士達も何も言わない所を見ると、機動甲かつ冑ちゆうの中身は以前の四人と違っているのかもしれない。

「御存じの通りネプツニス兵には、ウォルトン王国国民に伝染した場合にのみ効果が発動する呪術兵器が仕込まれている訳ですが、そうなると、護国鬼神殿にもその呪術兵器が感染していると考えるべきで」

「お待ちください」

　とハリエットが言った。

「未だ呪術兵器であると決まった訳ではないのでは？」

　マリエルを城に連れ帰ったユニアからは、あくまで資料送付という形でだが、逐次、検査結果がハリエットにも報告されていた。だからハリエットもレオも、未だに御典医や魔術師達が、『何か害意のある効果を組み込まれた呪じゆ詛そ核』を、分離・解析出来ていないという話は知っている。それはつまり、本当にこの『奇病』がネプツニス帝国が仕込んだ呪術兵器かどうかも確認出来ていないという事である。

「簡単に解析される様な無様な代物は、ネプツニス帝国も作りますまい。ましてや獣耳と尻尾しつぽが生えるだけの、何の意味も無い代物など──」

「何の意味もねえことねえだろ、ものすげえ可愛い──」

「──若様」

「──と評する者もおるがな。見目愛らしいと、それだけで敵が刃を振るうのを躊躇ためらうという考え方も、ある」

　慌てて本音を誤魔化しながら言うレオ。

「ともあれ。我にその呪術兵器が感染しているとしたら、何だというのだ？」

「本当の効果が発揮されてからでは遅うございます故、護国鬼神殿におかれましても、王国の方針に従い、検査の後、療養施設に入っていただきたいと」

「……療養施設？」

　レオは仮面の下で眉まゆを顰ひそめる。

「王城の医療院でも、王立中央病院でもなく？」

「はい。王都郊外、結界の外に、建設途中で止まっていた王国軍の施設がございます。発病者は全てそちらに収容する手て筈はずで、既に──」

「症状の出ている者ですら、獣耳と尻尾が生えるだけで、何ら生活に問題は無いと聞いているが？　何をどう療養しろと？　しかも未だ呪詛核の呪術式の全てを解析出来た訳ではないのだろう？　治療もままならぬ状態で何を？」

「…………」

　男は答えず、ただ、曖あい昧まいに笑う。

「……まさか、マリエルや他の者も、その療養施設とやらに入れる積もりか？」

「第一王女ユニア殿下の御命令でして」

　と男は揉み手しながら言った。

　どうやら第一王女ユニアの名を出して訪れたのは、それが彼女の意向であると示す意味もあったらしい。そして王家の者の名前を掲げていれば、さすがの護国鬼神も大人しく従うであろうという目もく論ろ見みもあったか。

「第一王女殿下の御命令です。護国の約定は絶対とお聞きしております。ならば、護国鬼神殿も従っていただきませんと」

「……カカカ、そうきたか。なるほど？」

　とレオは歯を剥むいて笑った。

「貴様は一つ勘違いをしているようだがな。護国の約定は読んで字の如く、ウォルトン王国とそれを統べるウォルトン王室を子々孫々まで護まもる、というものだ。別に我はウォルトン王国にも、王室の誰か個人にも仕えてなどおらん。そもそも世間には『護国鬼神は何処からかやってきて勝手に王国を護っている謎の怪人』という事にしておるのだろう、貴様等は？」

「…………」

「第一王女だろうが第七王子だろうが、その命令に従ういわれは無いな。まして我は良くも悪くも『引き籠こもり』でな。わざわざ『隔離』するまでもない筈だが？」

「それは──」

「それともなにか？」

　レオはわずかに身を乗り出して言った。

「ある日突然、御典医や魔術師共を総動員しても未だ解析どころか発見も出来ていない呪詛核が発動し、この護国鬼神が常時帯びておる呪術防壁を瞬時に突破、我が『書き換え』られて王国の敵になるとでも？」

「…………絶対にあり得ない事ではありますまい？」

　と男は──何処か卑屈な笑みは変わらず、しかし手を揉みしだくのを止めて言った。

「疑わしきは残らず対処するのが、安全への近道。御協力いただく事が、王国を護る事にも繋つながります。どうか──」

　そう言って男は懐に手を入れると、そこから何かを取り出した。

　ごとりと音を立てて卓の上に置かれたのは──

「…………っ！」

　レオの背後でフェルミが息を呑のむ。

　それは、セラフィが着けていたのと同様の──奴隷の、首輪だった。

　小型の魔導機関が内蔵されていて、魔術師やそれに類する能力者、技術者も、制圧出来る代物である。ネプツニス帝国の兵には魔術師や魔術戦士が含まれている事も多いので、この『首輪』は奴隷市場の拡大と共に量産されている。

「カカカカカ、これを、つけろと、いうのか？　我に？」

　護国鬼神に、奴隷の首輪を。

「……然さ様ようで」

「カカカ、フェルミ、これを着ければ貴様とお揃いだな」

「……え？　あ、は、はい？」

　とフェルミは驚いた様にそう応じる。

　彼女の方を振り返って、レオはしばらくその動転する様を眺めていたが──

「だが断る。阿あ呆ほうめ。分かりましたと我がこんな代物を着けると本気で思っていたか？　我が無力化されたその瞬間に、ネプツニス帝国の軍勢が攻め込んでくればなんとする」

「少々護国鬼神殿は自うぬ惚ぼれが過ぎる様です。我が王国には軍もあれば近衛騎士団、王都防衛騎士団、その他多くの軍事力がある。貴方あなた一人でこの国を護っているとでも？」

「カカカ、自惚れがなくては護国鬼神なんぞやっておれるか」

　とレオは言い、卓の上の首輪を手に取ると──次の瞬間、これを放り投げる。

　抜刀の瞬間は、誰の目にも留まらなかった。

　首輪が卓の上に再び落ちた時、それは綺き麗れいに真っ二つにされていた。

「困ったな、首輪が壊れてしまったぞ？　さて、どうする、役人？　『こんな事もあろうかと』とでもほざいて予備でも出すか？」

「…………」

　男はやはり卑屈な笑みを貼り付かせたまま、短く溜ため息いきをついた。
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　隣室で大人しく待っていろ──と言われた。

　自分に名前をくれた恩人、かつて敵であった自分によくしてくれる恩人、そんなレオ・アラモゴードの命令に従う事に異論は無かったが、何か胸騒ぎの様なものがして、セラフィはじっとしていられなかった。

　隣室で王城からの使者と対面しているレオの様子は、魔導機関を介してセラフィの傍に在る水晶板にも映し出されていた。恐らくセラフィの様子も、逆にハリエット辺りには監視されているのだろう。

　セラフィのいる部屋の片隅に置かれている、ハリエットを模した縫いぐるみ人形辺りが、怪しい。実に怪しい。

　ただ──あのアラモゴード家の執事は、未だに近くに寄られるだけで脳を灼やかれた際の記憶の断片が蘇よみがえって震えるが、もう『敵』ではないのだという事は分かっていた。だからハリエットが自分を監視しているであろう事も、決して嬉うれしくはないが、文句の言える立場でも筋合いでもないのは理解している。監視せざるを得ないというあの執事の立場についても分かってはいる。

「…………」

　セラフィが気になったのは──彼女をせき立てたのは、だからもっと別の事だった。

　あの、王城から来たという、使者。

　あの使者に見覚えがある様な気がする。

　何処で会ったのか。考えればすぐに可能性に行き当たった。

　セラフィがウォルトン王国に来てから会ったのは──顔に見覚えが出来る程に、顔を合わせた他人は、本当に数える程だ。その中にあの男が含まれていたとは考えにくい。

　ならばそれ以前、ネプツニス帝国に居た頃。

　自分が未だエルピオ・ハイペリオンだった頃。

　その時に──

「…………ならば」

　あの男は、エルピオ・ハイペリオンが送り込んだ傀儡くぐつではないか？

　エルピオは定期的に人を遣わして、ウォルトン王国の人間を掠さらわせ、洗脳術式を脳に焼き込んで傀儡としていた。一定期間、行方不明になっていた人物でも、元々が貴族であったり、何年もウォルトン王国民として人畜無害な生活をしていれば、王室の信用を得る事も在るだろう。そうして使者の立場を得て此こ処こに来たのだとしたら──

「…………」

　セラフィは部屋を出ると、廊下を見回した。

　自分の中に残っている断片、記憶の切れ端の様なものを必死に集めて繋ぎ合わせながら、彼女は考える。エルピオならばこんな時、どうする？　エルピオの傀儡ならばこんな時どうする？　かつての自分はどう考えていた？　かつての──

「…………！」

　それは廊下の片隅に転がっていた。

　小さな、指先程の大きさの──水晶らしき珠たま。

　拾って見てみると、その珠の内側で何かちかちかと光るものが回転しているのが分かった。

「……これ」

　記憶の断片が閃ひらめく。ネプツニスの魔術文字。

「これ確か──数字の」

　瞬いているそれが、数を表している事、そしてそれが猛烈な勢いで『減って』いる事が分かった。百から五十に。五十から三十に。三十から二十。二十から──

「──！」

　まずい。何がどうまずいのかは分からないが、まずいのだけは確信が在った。

　どうする。どうすればいい。恐らく時間の猶予は殆ほとんど無い。

　魔術式が発動すれば、どうなるか？

　爆発？　いや、アラモゴード城の内部構造や耐久性も分からないのに、爆発などという手段はとるまい。ならば壁の厚さや室内の構造に関係無く、害を及ぼす事が出来る何かでなければまずい。

　例えば──それこそ、病原体の様な。

　あるいは、揮発性、拡散性のある──

「──っ！」

　自分でもどうかしていると思った。

　だが──咄とつ嗟さにセラフィは、その小さな珠を呑み込んでいた。

　毒物ないし、それに類似の性質を持つ呪術であるならば、自分の肉体という器の中に閉じ込めてしまえば──

「──セラフィ!?」

　やはり、監視されていたのだろう。

　応接間の扉が蹴けり開かれて、レオと、そしてハリエットが飛び出してくる。

「セラフィ、今貴女あなた、何を呑み込みました!?」

　ハリエットがそう問うてくるが、セラフィに答えられるだけの余裕は無かった。

　胸の奥が急速に熱くなる。まるで身体が内側から灼かれているかの様で──

「あ、あ、ああ、あ、あ」

　気をつけて、そう言いたくても声が出ない。

　レオ達の後から出てきた使者と近この衛え騎士達の姿が見える。

　セラフィは使者の方を指さして、それから自分の胸を指さした。

　あいつが置いていった。この小さな魔術兵器を。あいつはエルピオの傀儡。

　そう言いたかったが、口からこぼれ出たのは、血だった。

　そして──

（──レオ！）

　倒れたセラフィの身体を慌てて抱き起こす、レオの背後。

　使者の男が卑屈な笑みをその顔にへばりつかせたまま、懐から取り出した細長い針を振り上げるのが見える。

（危な──）

　セラフィの喉のどから血の飛沫しぶきが飛んだその瞬間、男の右手が肘ひじの辺りから消失した。

　いや。違う。振り下ろしたその瞬間、切断された肘から先が──すっ飛んでいったのだ。針を握ったままの腕が、壁にぶつかって落ち、まるで陸に打ち上げられた魚の様にぴくぴくと痙けい攣れんしていた。

　まさしく抜く手も見せずにレオが放った抜刀術の威力である。

「お？　お？」

　と男は不思議そうに自分の、半分になって血を噴く右腕を見つめている。

　何が起こったか分かっていないかの様──というより、自分が何をしようとしていたかすら、この男は分かっていないだろう。エルピオがよく使う手段だ。傀儡がもし誰かを殺そうとする場合、殺気を気取られない様に、傀儡は自覚無く、所定の動きだけを実行する。殺意が無いのだから殺気も無い。まさしく人形だ。

　だが──

「寝ていなさい」

　そう告げてするりとその隣に滑り込んだハリエットが、とん、と平手で男の首筋を叩たたくと、そのまま男は声も上げる事無くその場に倒れ込んだ。

（……そうか）

　セラフィの助けなどなくとも、セラフィが注意を促さなくても、この護国鬼神は全く平気なのだ。それ位にこの男は強い。あるいは毒の珠も呑み込まなくとも、レオやハリエットならば、どうにか対処出来たかもしれないが──

（……でも）

　自分に名前をくれた。

　もう役に立たないと棄てられた、元々の名前すら思い出せない、こんな自分に。

　彼に、口先だけでありがとうを言うのは簡単だ。彼に、自分はもう敵ではないのだと口で説明するのも簡単だ。だが権謀術数、面従腹背を当然の流儀とする、エルピオ・ハイペリオンの依代だった自分が口にする言葉は、ひどく薄っぺらくて、彼の信用を得るには足りない。

　足りないと、思った。

　だから──この命を以もつて、証あかしとする。

　それが出来ただけでも、セラフィは満足だった。それは、セラフィという名を貰もらい、この世に生まれ直した少女が、初めて自分の意志で成し遂げた事であったからである。

「……レ……オ……」

　奇跡的に彼の名が血飛沫の間から出た。

「セラフィ、おい、セラフィ!?」

　レオが、自分の名を呼ぶのを聞きながら──セラフィの意識は、深い深い、底知れぬ闇に沈んでいった。
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「──ち、違う、俺達は、我々は、そんな、知らなかった！」

　近衛騎士達は慌てて両手を振りながらそう訴えた。

　血を吐きながらぐったりと弛し緩かんしたセラフィの身体をハリエットに預け、レオが立ち上がって彼等の方に一歩踏み出したからである。

「…………」

　彼の手は既に腰の刀に掛かっている。

　その気になれば抜く手も見せずに鋼鉄の首輪を両断し、人間の腕を斬り飛ばせる彼が、わざわざ身構えている以上、そこから放たれる一撃は恐らく音よりも速い。如い何かに膂りよ力りよくを増強する機動甲かつ冑ちゆうとはいえ、生身よりも素早く動ける道理は無し、レオが斬り付ければ誰か一人は間違いなく殺される。

　その技の冴さえを二度も間近で見ていれば、さすがに護国鬼神に反感を持っている近衛騎士団とはいえ、臆おくさざるを得ない。ましてやユニアの訪問の際にも二人、素手のレオにぶちのめされているのだ。

「止めろ、止めろ護国鬼神、我々は貴様の──貴方あなたの敵ではない！」

　レオが止まらないのを見て、彼等も腰の剣に手を掛ける。さすがに何もせずに斬り殺されたい訳ではないのだろう。

「若様。恐らく近衛騎士団の者が知らなかったのは本当でありましょう」

　何処からか取り出した、小型の医療用魔導機関をセラフィの身体に当てて処置をしながらそう言うのはハリエットである。その隣ではフェルミが濡ぬらした手て拭ぬぐいで、セラフィと、そして彼女の吐いた血で汚れたハリエットの手を拭ふいていた。フェルミは未まだセラフィには近づくのも怖い筈はずだが、それどころではないとさすがに分かっているのだろう。

「仕掛けられていたのは、拡散性の、呪術式仕込みの猛毒です。仕掛けたその男もですが、近衛騎士達も一緒に巻き込まれて死にます。近衛騎士達は傀儡という訳でもなさそうですし、如何に若様に反感を持っているとしても、自分達諸もろ共ともに殺そう──とまでは、近衛騎士団も思い詰めてはいない筈」

「…………」

　レオが刀の柄から手を離すのを見て、近衛騎士達も短く溜ため息いきをついた。

「毎度毎度、毒物か。エルピオ・ハイペリオンも進歩が無い」

「それには全く同意ですが、油断なさいますな、若様。毒物にしろ呪術にしろ、使い方は無数にありますので」

「勿もち論ろんだ。御袋や親父が何で殺されたか、忘れちゃおらん」
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　言ってレオはセラフィを見下ろす。

「ハリエット、セラフィは──助かるか？」

「分かりません。とりあえず医術室に運びますが、毒と呪術の種類が確定出来ない事には」

　言ってハリエットはセラフィを抱き上げて立ち上がる。

「若様もご一緒に。フェルミは近衛の方々のお見送りを」

「あ……い、いや、見送りは、結構…………です」

　と毒気を抜かれた様子で言う騎士達。

「──その傀儡くぐつの男を連れて帰れ。帰ってユニア第一王女殿下にお伝えしろ」

　レオは肩越しに近衛騎士達を振り返って言った。

「悪いが命令には従えぬ、だが近々そちらに参上し、婚約者も返していただく、そう護国鬼神が言っておったと」

「…………わ、分かった……」

　騎士達は項うな垂だれる様にして頷うなずいた。








第三章　強制収容









　それは組絵遊戯パズルの様なものだった。

　一つ一つでは意味を持たない単なる断片フラグメント。


記憶。追憶。脳に残った過去の断片。



　一度、投げ出されて飛び散った組絵遊戯パズルは、そのままでは元に戻る筈も無い。何者かが意志を以て集めて並べねばならない。本来ならば。

　忘却という名の死。あるいは肉体そのものの死。

　断片を並べて意味を与える『自我』という名の『芯しん』。

　断片を保持し拡散を許さぬ『肉体』という名の『枠』。

　その両者を失っては、最も早はや、どうしようもない。本来ならば。

　死とは不可逆なる断絶だ。

　だが……時に無作為に並べられた文字が、単語を成す事がある様に、あるいは無作為にちりばめられた単語が、物語を成す可能性が零ゼロではない様に、一度、『芯』を、『枠』を失って壊れた記憶が元に戻るという事も、『絶対に無い』とはいえない。

　たまたま、偶然、奇跡の様に、揃った断片の群れ。

『芯』は空虚のままだとしても、『枠』はそこに無いのだとしても、新たな『芯』や『枠』が与えられれば──事実の群れに意味を与える何者かがそこに降臨すれば、再び読み取りが可能となって、それは再生される事もあり得るのだろう。

（…………私は）

　彼女は。

　一度は仮初めながらも死を経た──全てを失って何者でもなくなった彼女は、期せずして『セラフィ』という名前を与えられ、『生まれ直す』事となった。彼女の中にちりばめられていた断片は、『セラフィ』という『芯』を得た。『枠』たる肉体も、傷付きはしたが失われてはいなかった。

　それでも他人の『エルピオ・ハイペリオン』の記憶を読み出すのには──『前世』を思い出すには、無作為にちりばめられた断片を、何度も何度も繰り返し並べ直す為の、刺激が必要だ。

　それは生と死を何度も繰り返す事と似ている。

　瞬く間に生きて死んで。また生きて死んで。更に生きて死んで。

　生死の境を彷徨さまよいながら、繰り返される──転生。

『セラフィ』と名付けられた箱の中で、断片は、激しく揺さぶられ、瞬間的な再配列を繰り返していく。偶然が単語を、物語を編む程の、途方も無い試行錯誤。

　その中で──

（…………私は！）

　何か掴つかんだと思った。

　手応えを感じたならばあとは──手繰り寄せるだけだ。

　セラフィは生死の狭間はざまを漂いながら、しかし自分の中の断片を寄せ集めて組み立て、それを足がかりにし、階段と成して、少しずつ、生の側へと登り始めた。
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「──このネプツニス野郎っ！」

　罵ば声せいと共に繰り出される拳こぶし。

　少年は顔を殴られ、数歩後ずさって──尻しり餅もちをついた。尻に生えた尻尾しつぽが無意識の内に身体を支えて頭から倒れるのを防いだのだが、それがまた、相手の癇かんに障ったらしい。

「獣臭くせえんだよ！」

「私の父を返して！」

「子供の癖に、ネプツニスの奴隷で愉たのしんだのね。最低」

「こそこそしやがって、また誰かを殺すのか！」

　街の人々が集まってきて、殴った男とは別に、少年を蹴けり、あるいは罵声を、石を、塵ごみを、投げつけてくる。誰も彼もがもう少年の事を『ネプツニスの手先』としてしか見ていなかった。

　獣耳と尻尾が生えれば、それはもう、『ネプツニスに魂を売った裏切り者』なのだった。

　人々は言う──『事故現場のあちこちで獣耳と尻尾つきの奴等を見た』と。

　人々は叫ぶ──それは『ネプツニスに寝返った奴等の仕業だ』と。

　証拠は要らない。誰もがそう思っている。自明の理だ。明らかだ。

　だから証明する必要が無い。証明を求める奴はむしろ裏切り者だ。小賢しい理屈を唱えて反論してくる奴も裏切り者だ。敵だ。潰つぶせ。

　大義名分を得た市井の『正義の味方』の暴力は──私刑は際限が無い。

　漠然たる不安を払ふつ拭しよくする為に、殴る、蹴る。

　獣耳と尻尾を生やしている奴等を見つけて潰せばいい。分かり易い。

　一度事故が起きれば、犯罪が起きれば、人々は眼を血走らせて獣耳と尻尾の生えた者をその付近で探した。付近に探して見つからなければ、隠れている者を引きずり出した。

　ただ──

「……ぼ……僕は……なにもっ……」

　何もしていない。誰かを殺したり事故を起こしたりなんかしていない。

　少年は最初からそう訴えてきたが、誰も聞く耳は持たなかった。

　ネプツニスの奴隷と肉体関係を持った事も無い。ただ──工事現場で働いていた時、ひどい怪我をして、医療院で簡単ながら手術を受けた。その際に少し輸血をして貰もらったのだが──その時の血が、ネプツニスの戦争奴隷から採血したものだった。ウォルトン王国国民の血よりも値段が安かったので、少年はそれを選んだ。父が病気がちで家が貧しいため、お金を節約出来る部分は少しでもそうしたかった──それだけだ。

　結果として獣耳と尻尾が生えてきた。

　隠そうとしたが、働きに出ない訳にはいかない。

　そして復帰した工事現場で、また事故が──

「やめ……やめてっ……！」

　雨の様に降り注ぐ塵や小石。

　血が出たので、それに触れるのを嫌がって直接蹴ったり殴ったりしてくる者は減ったが、代わりに工具や木材で殴られる様になった。

「…………！」

　少年を囲む人々の間に、一人。

　誰も彼もが怒りの表情を浮かべている中で、たった、一人。

「………………」

　にたにたと笑みを浮かべている者が居た。

　若い娘だ。ごく平凡な容姿と恰かつ好こうの──恐らく怒りの表情さえ浮かべていれば、他の者達に交じって区別がつかなくなる程度の、本当に特徴に欠ける、そんな女性。

　しかし……彼女だけは暴行に加わらず笑っていた。

　笑いながら時折、『獣耳で盗み聞きをしている』とか『尻尾で若い娘を犯そうとしている』『ネプツニスの奴隷娼館に入って行くのを見た』『仕事場で金を盗むのを見た』とか好き勝手な事を叫んでは、暴徒を煽あおり立てていた。

　少年は気がついた。

　あいつだ。あいつが皆を──

「お……おまえ……っ！」

　殺してやりたい──そう思った。

　そんな少年の気持ちが、天に、あるいは、地獄の底にでも届いたのか。

「──!?」

　次の瞬間その娘は、にやにや笑いを浮かべたまま、横に吹っ飛んでいた。

「──なんだ!?」

　数名を巻き込んで転がるその若い娘を見て、暴徒は一瞬、少年への暴行を忘れて辺りを見回す。新たな獣耳と尻尾を生やした『裏切り者』を探しているのだろう。

　だが獣化人は少年以外にこの辺りには居なかった。

　代わりに居たのは…………

「ご…………」

　一人が喘あえぐ様に声を漏らす。

「護国鬼神…………っ!?」

「──え？」

　誰もが呆ぼう然ぜんと、その少年に歩み寄る仮面の若者を見つめる。

　護国鬼神。最強にして最凶の魔術戦士。ウォルトン王国の守護神なれど、その性質は冷酷にして残虐、まさに触らぬ神に祟たたり無し。臣民から畏い怖ふされる事はあっても、決して親しまれる事の無い──武の怪物。

「ほ……本物……？」

　誰かがそう呟つぶやいたのは、間近に護国鬼神を目撃する事など、少年も含めて誰も経験が無かったからだ。あの黒い角付きの仮面だけがよく知られているので、多くの者が護国鬼神と認識する事が出来たが──逆に言えば、仮面だけでも用意すれば、容易に護国鬼神を騙かたれるという事でもある。

　勿もち論ろん、そんな命知らずな真似をする馬鹿がそうそういる筈はずも無いのだが。

　暴徒達は、そんな道理を思いつける様な心理状態ではなかった。

　まして──

「──立てるか」

　少年の前に来ると護国鬼神はそう声を掛けてきた。

「……あ……え……あ……あ……」

　だが少年は驚きと痛みでまともに喋しやべる事も出来ない。護国鬼神は小さく頷うなずくと、驚いた事に手を差し伸べ、ひょいと軽い動作で少年を立たせてきた。

「全く、きりがないな」

　と護国鬼神が呟いたのは、一体、どういう意味か。

「少しびりりとくるぞ。我慢しろ」

　そう言ってから──続けて護国鬼神は口の中で『リンビョウトウシャカイチンレツゼンギョウ』と唱えると、少年の鳩尾みぞおちに掌てのひらを当てて、軽く押してきた。

「──う、あ？」

　確かに一瞬、びりっと何かが身体を走り抜けた様な軽い痛みを覚えたが、次の瞬間、全身に食い込んでいた暴行の痛みが、洗い流すかの様に小さくなっていくのを少年は感じる。

　手術を受けた際に経験があった。これは魔術による鎮痛と治癒だ。

「ご……護国鬼神……さま？」

「あんまり鎮痛の術式を強く掛けると動けなくなる故な。その辺は勘弁せい」

「え？　いや、あの」

「走れ。走って逃げい。しばらくどこでも良いから身を隠せ。追っ手は案じるな。こいつらは我が押さえておく」

「…………」

　一瞬、少年は自分が何を言われているのか、分からなかったが。

「さすがに数が多すぎて、安全な所まで送ってやる余裕が無い。許せ」

「……………あ、あ、ありがとう、ご、ござい、ますっ」

「行け。疾とく駆けよ。決して振り返るなよ」

　そう言われて背中を押され、少年は駆け出した。

　その背後で──

「偽者だ！　護国鬼神の偽者だ！」

「本物の護国鬼神なら、ネプツニスの犬を助ける筈が無い！」

「こいつもきっと獣耳と尻尾を隠してるに違いないぞ！」

「潰せ、偽者なんざ怖くねえ！」

　気け圧おされた様な沈黙を押しのけて、再び燃え上がる暴徒達の声。

　そして──

「カカカカカ、そうかそうか。我は偽者か。さすがに偽者呼ばわりは不本意至極、ここは一つ、本物の実力というものを示して、身の証あかしを立て…………いや、待てよ。ああ、そうか。偽者ならウォルトンの臣民をぶち殺しても問題無いんだよな。ああ、すまん、今のなし。俺、偽者、護国鬼神の偽者だから。偽者だぞー。細部とか尖とがってて、色違いのマフラーとかしてるぞー。子供が『コレジャナイ』って泣くぞー」

　何か途中からひどく投げやりな感じになった護国鬼神の声が、聞こえてきた。
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　王都トリニティアの状況は極めて不穏なものになっていた。

「……まったく」

　秘密通路からアラモゴード城に戻ってきたレオは、機輪馬を下りて溜ため息いきをついた。

　何やら王都の様子がおかしいという事で、引き籠こもりが基本のレオが珍しく外に出てみれば──あちらこちらで、獣耳と尻尾しつぽを生やした人々を私刑に掛ける王都の住民達の姿が在った。

　勿論、王都全体からすれば獣耳と尻尾を生やした人々も、それを囲んで暴力を振るう住民も、少数だろう。

　だが普通ならこんな無法状態があちこちでまかり通る筈が無い。王都の治安を護まもる王都防衛騎士団なり、良識を持ち合わせた冷静な住民なりが、止めにかかる筈なのだ。

「これはあれか。王室辺りから『待った』がかかってんのか……」

　王都防衛騎士団は全く動きを見せず、官吏や各所の衛兵や兵士も『獣化人への私刑』に関しては沈黙したまま。恐らく王室辺りから静観せよとの通達が出ているのだろう。

　私刑に関わっていない住民達も、巻き込まれぬようにと息を潜めているばかり。

　誰も獣耳と尻尾を生やした人々を助けようとしない。

　本来、こうした事は護国鬼神の領分ではないというか、護国鬼神は立場上、王国の臣民に手を掛けるのはまずい筈なのだが……さすがにレオは黙っていられず、目に付いた私刑の現場に片っ端から介入していった。最初に見掛けた現場で嬲なぶられていたのが、何処かマリエルに似た面影のある、少女だったから、というのもあるが。

「ネプツニスの仕業だってのは間違いないだろうからな……」

　慎重派の大臣達ならば、王都の住民が『自主的に』獣耳や尻尾の生えた人々を──不穏分子を排除するのを止めず、むしろ自浄作用として黙認するだろう。もし、獣耳や尻尾の生えた人々が噂の様な『破壊活動を繰り返すネプツニスの尖せん兵ぺい』ではなかったと後で判明しても、積極的な排斥は住民が勝手にやった事として、責任を問われる事は無い。

「……何にしても、疲れた」

　ちなみに──

　現場では威勢良く『ぶち殺す』だの『鏖おう殺さつ』だのと物騒な事を言いまくっていたレオだが、実際に王都の住民を殺してはいない。幻術でまとめてその場で卒倒させたり、咄とつ嗟さに止める場合でもせいぜい、寸打でぶちのめした程度で、死亡者は勿論、重傷者も出ていない筈だ。

　だがこの手の『殺さないように加減する』のは、実を言えばとても面倒臭い。

　レオの様な武術の達人にしてみれば──ましてや護国鬼神として迅速に敵を葬る技ばかりを磨いてきた身としては、常に手加減を意識していないと『ついうっかり瞬殺する』という事もあり得てしまうのが難儀な所であった。

「ネプツニスが──『当代』のエルピオ・ハイペリオン辺りがこれを仕掛けたってんなら、案外、俺を過労死させるのが目的だったりして。ないか。ないなさすがに」

　そんな事を呟きながらアラモゴード城の中に入ると。

「……御主人様」

　廊下の奥から早足で近づいてくるのは、フェルミである。

　彼女はレオの前までやってくると、まず略式ながらも一礼。『お帰りなさいませ』はその直後に。この辺はハリエットが徹底して礼儀作法を教えたせいか、以前に比べると随分、家政婦らしくなってきた。

「お帰りなさいませ」

「おう、今帰った。というかフェルミ。御前は来なくて正解だ」

　とレオが言ったのは、当初、フェルミはレオと一緒に──レオの従者として王都に出る積もりだったからだが。以前の『はじめてのおかいもの』が中途半端で失敗ミスに終わった為に、王都に出たがっていたのである。

「……そう、なのですか……？」

「えらく殺伐としてる。獣耳や尻尾つけた奴を見つけりゃ、寄って集たかって殴る蹴ける──それこそネプツニスでございって感じの妖よう精せいじゃ、何されるやら」

　ネプツニスの戦争奴隷と肉体関係を持った者が『病気』にかかるという噂は既に広まりきっているので、さすがにフェルミを性的な意味で嬲り者にしようという者は居ないかもしれないが──

「……ついでにマリエルの見舞いに、城の方も寄って帰る積もりだったんだが」

　勿論、真正面から出向けば、『よくぞ』とばかりに拘束されて件くだんの『隔離施設』に放り込まれかねないので──いかにレオが強くてもマリエルを人質にとられれば身動きがとれなくなってしまう──こっそり、侵入する積もりだったのだが。

「さすがは王城、転移防止の結界やら何やら魔術師団が頑張ってるから、忍び込む隙がねえわ。マリエルに会いたければ、それこそ、真正面から行くしかないな」

「マリエル様──」

　彼女が発病したのが自分のせいだとわかっているからか、フェルミは眼を伏せる。

　そんな彼女の頭を撫なでてやりながら──

「まあそんなこんなで、ちょっと疲れた。少し休んでからまた──」

「……あ、あの、御主人様」

　フェルミは頭を撫でるレオの手に、自分の手を重ねながら言った。

「ハリエット様が、御主人様に、急いで、医術室に来ていただきていっ……」

　舌を噛かんだのかフェルミは涙目で一瞬沈黙したが。

「きて、いただき、たい、と言ってました、です」

「良く出来ました。──っていうかハリエットが？」

「えらいひと……じゃなくて……セラフィ、のひとが、眼を覚ましたそうです……」

「──！　分かった」

　レオは頷くと、フェルミと共に医術室に向かって歩き出した。
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　人間の見た目というのは──特に『顔』の美醜というものは必ずしも目鼻立ちの造作だけで決まるものではない。

　どれだけ整った美しい目鼻立ちをしていても、浮かべる表情一つで醜く見える事は多々在るし、不細工と評される人物が一瞬見せる笑顔が、途方も無く魅力的に見える事も珍しくない。

　ただ肉の体だけで人間が出来ている訳ではないように、その精神──心の在り方が、人間の美醜をも左右する。いや。肉体と精神としばしば二元論的に語られる事も多いが、肉体は精神の一部で、精神は肉体の一部だ。ならば相互に作用するのは当然の事である。

　故に──

「…………御前……」

　レオは寝台の上で身を起こしているセラフィを見て、仮面の下で眉まゆを顰ひそめた。

　治療直後という事で、若干やつれた印象はあるが、目鼻立ちそのものには大きな変化は無い。その銀髪も、紅あかい瞳ひとみも、涼しげな目め許もと鼻筋も、繊細そうな頬から顎あごへの線も。

「……念の為に問うておくぞ。貴様、セラフィか、それとも──エルピオか？」

「……どちらだと思う？　護国鬼神？」

　小首を傾げてそう問うてくるセラフィ。

　仕草そのものは無む垢くな小鳥の様に愛らしいが、その口元に浮かぶ笑みが非対称で──何処か皮肉げである種の『歪ゆがみ』の様なものが見て取れる。

「おい、ハリエット──」

「自分自身を癒やし治す能力は──自己治癒能力は、どんな生き物にも備わっているものですが。どうやら、『セラフィ』は毒物で生死の境を彷徨さまよっている間に、自分自身を治そうと試みた結果、断片化していた自分の中の『エルピオ』部分まで再構築してしまったようで」

「…………ほう」

「エルピオとしての記憶は完全とはいえず、しかしかなりの部分を思い出したようです。仮面はいわば方向性を与え、エルピオという存在に『する』為のもので、実際に思考したり記憶したりしていたのは『セラフィ』の脳だった訳で。仮面を失った事で、統制がとれなくなり断片化、思い出す事も出来なくなっていた訳ですが、記憶、それ自体はセラフィの脳に一通り残っていたのでしょう」

　ハリエットは人差し指で己の眼鏡の蔓つるに触れながら言った。

「どうやら記憶の断片を再配置した結果、エルピオ、という人物の人格を記憶から逆算的に模倣する事が出来てしまったようで」

「つまりどっちなんだ、こいつは？」

「…………」

　珍しくハリエットは肩を竦すくめた。

　判断がつかないらしい。

「……分かった」

　レオは頷うなずいて──かちりと彼の腰で刀の鯉口をきる金属音。

　次の瞬間、迸ほとばしる護国鬼神の一刀。

　刃はセラフィ／エルピオの首に向けて奔はしり、するりと通り抜ける。

　護国鬼神の──迅速極まりない斬首。セラフィの首はわずかにずれた所でしばらく微妙な均衡を保っていたが、それからすぐに、思い出したかの様に胴体から転げ落ちた。

「疑わしきは斬る。余裕が無くてな」

「御意」

　刀を鞘さやに納めながらそう言うレオと、恭しく一礼するハリエット。

　断頭台に掛けられた罪人の首には、しばらくは意識がある、とする話があるが。

　丁度、胴体の膝ひざと、そしてその上に置いていた両手の間にすぽりとおさまったセラフィの首も……レオの斬撃があまりに鋭かった為か、まだ生きているかの様に瞬まばたきを繰り返していた。

　まるで民間伝承に出てくる怪人──『首無し騎士』を想わせる状態だった。

「……レオ」

　セラフィが言う。

「死ぬ前に伝えておく事があるから。聞いて」

「……いいだろう。遺言くらいは聞いてやる」

　レオは生首に向かって頷いた。

「エルピオ・ハイペリオンが企んだ今回の作戦だけれど。トリニティアを中心にウォルトン王国で流行している獣人化の呪い──呪術兵器、これはただの、獣耳と尻尾しつぽを生やすだけの、本当にそれだけの、ものなの」

「…………」

　レオは小さく頷いて先を促す。

「本体の、本番の、何か攻撃的な効果を持った術式の呪原体を探したって見つかりっこない。当然。最初からそんなものないの。これは単にトリニティアの住人の不安を煽あおるためだけの、その為だけの仕掛けなのだから」

「不安を煽る為だけ？　そこに何の意味が？」

「元々……トリニティアには護国鬼神が居る。力業で攻めてもどうにもならないのは、この百年あまりでよく分かってる。だから、内側から、トリニティアの住民同士に殺し合わせる様に仕向けた」

　獣耳と尻尾という分かり易い『違い』がそこに在って。

　当然に『それだけで済む筈はずが無い』という不安と憶測が更に在って。

　更に予あらかじめ送り込んでおいた傀儡くぐつで、噂を流し、その不安を煽る。

　だが『本番』と思おぼしき呪じゆ詛その核はいくら探しても見つからず。

　当然に、誰もが焦じれて──その焦燥感を更に傀儡が誘導する。

　おまえの隣に『違う』奴がいるぞ。

『違う』奴だから何を考えているか分からないぞ。

　ある日突然、おまえを襲うかもしれないぞ。

　そうなってからでは遅い。

　急げ。今の内だ。

「あとは膨らんだ風船を割る様なもの。何か獣人による犯罪なり事故なりが起きれば──それが本当に起きなくても、起きたと決めつけて広めるだけで、皆の不安は、そのまま敵意や殺意に替わる──」

「──お見事、と言っておいてやろう」

　レオは忌々しげに言った。

「ほぼ成功しておるわ。その企み」

　敵が単純な武力で攻めてくればレオにはいくらでも対処法がある。

　だがこの人間心理、集団心理を突く謀略に対しては、魔導兵器も剣術も全く役に立たない。それどころか場合によってはレオは、自分が護まもるべきウォルトン王国の国民や、王室関係者にまで刃を向けねばならない所にまで、追い込まれてしまう。

「やることが陰湿っていうか──どうすんだこれ!?」

「セラフィの話が真実だとして。臣民への真実の告知は、説得力のある者でなければ意味がありますまい」

　とハリエットが言う。

「若様や、ましてやセラフィでは……」

「……王族か」

「それが望ましい、ですが」

　その王族も、先のユニアの名を使ってきた使者の一件から分かる様に、エルピオ・ハイペリオンの仕掛けた策略にずっぽり填はまり込んでいる様に見える。獣人化した人々をまとめて隔離収容所に移送するという話も……見方を変えれば、『処分し易いように一カ所に集めている』様にも思える。

　今から王族を説得するのか。

　だが──果たしてそれが可能か？　そして間に合うか？

「……若様」

　ふと明後日あさつての方に眼を向けたハリエットが言った。

「王城から連絡です。予定通り、マリエル・キュヴィアを含めた『奇病』感染者を、トリニティア郊外の施設に移送、収容する計画が実行される様です。王都民にも『隠れている感染者』の報告を促しています」

「……密告の推奨か。最悪だな」

　とレオは拳こぶしで壁を殴りながら言った。

「十中八九、全員収容してから施設ごと灼やく積もりだぞ」

「……でしょうね」

「くっそ、駄目元で説得に行くか。マリエルも救い出さにゃならん。だが──」

「それは私が。若様は魔導機神にて待機を。件くだんの収容施設に、『防衛』の名目で魔導機兵が前線から呼び戻され、十機ばかり配置されるようです。対拠点攻撃用装備で」

「…………」

　レオはもう一度、拳で壁を殴ってから、医術室を出ようとして。

「──レオ」

　名を呼ばれて振り返る。

　自分の胴体に抱えられたまま、セラフィの生首は言った。

「ごめんなさい」

「御前が謝ってどうする、セラフィ」

　そう言ってレオはセラフィの生首を──その銀髪を掴つかんで引っ張りあげると、胴体の上にひょいと戻した。それから彼は何度か右に左にとこね回す様に掌てのひらでセラフィの頭を撫なでていたが、最後に彼女の鼻先に指を突きつけて、言った。

「護国鬼神を試すなんざ、千年早いわ。たとえ命懸けで身の証あかしを立てる為にしてもな」

「……え？」

　と自分の首に手を当てながらセラフィは眼を瞬かせて。

「あ、げ、幻術？」

「正解だ。本当に首を刎はねるなら、鯉口をきる音なんて、させねーよ」

　にやりと口の端で笑って見せながら、レオは彼女に背中を向けて、医術室を出て行く。

　慌てた様に、その後ろに付き従うフェルミ。

　その様子を見つめながら──

「…………」

　セラフィは、レオの掌が撫でていた自分の頭頂部に、手を当てて──短い溜ため息いきをついた。
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　城内の医療院区画に白い機動甲かつ冑ちゆうを着込んだ近この衛え騎士達が雪崩なだれ込んでくる。

「全員、その場を動かぬよう」

　先頭の近衛騎士がそう告げる。

　御典医の診察を受けていたマリエルは、椅子から腰を浮かした状態で固まった。近衛騎士達が全員──そう全員が、弩ど弓きゆうを携えていたからだ。

「な、何事ですか」

　と御典医の一人が抗議の声を上げるが、先頭の近衛騎士はこれを一いち瞥べつしただけで直接に答えようとはせず、代わりに右手を振った。

　近衛騎士達が一斉に弩弓を構える。

「な……!?」

　御典医達も、そして『奇病』の調査に協力していた魔術師や賢者、そして獣耳と尻尾を生やした十数名が驚きの声を上げる。まさか近衛騎士の武器が自分達に向けられるとは想ってもみなかったのだろう。

「大人しくついてきてもらおう」

「な、何事かと聞いている！」

　賢者の一人が怒りの表情でそう叫ぶが──次の瞬間、放たれた矢の一本が、賢者の脇を掠かすめて壁に突き刺さった。

「第一王女にして国王代行、ユニア殿下の御命令である。発病した全員、及び感染の恐れのある者全員を、防疫の為、トリニティア郊外の施設へと移送する」

「感染の恐れのある者……？」

「…………」

　近衛騎士達は無言だが、彼等がこの場に居る全員に弩弓を向けている事で、多くの者がすぐに悟った。御典医や魔術師、賢者、そして彼等の助手──全員の事だ。空気感染はしない、という報告が既にされている筈だが、同時に、少量の体液の接触でも感染する可能性が指摘されている為、検査や解析をしている者達も、感染している可能性が高いと判断されたのだろう。

　実際、マリエルもフェルミの傷口の血を舐なめただけで感染した様だし、血や唾だ液えきが粘膜に接触しただけで感染するなら、自覚の無い小さな傷口から感染する可能性は在る。

　勿もち論ろん──御典医は元より、賢者や魔術師、彼等の助手といった専門家が、そんな初歩的な失敗ミスをする筈も無いのだが、その辺りの事は専門家ではない近衛騎士達には分からないだろう。

　彼等が剣ではなく弩弓を構えているのも、不必要に血を飛び散らせない為か。矢の場合は剣の傷と違って派手に血が飛び散る事は少ない。

「馬鹿な、検査と解析を途中で打ち切るというのか!?」

「治せるものも治せなくなるぞ!?」

　と御典医、賢者、魔術師達がそう抗議するが、近衛騎士達は無視を決め込んでいる。

「…………ユニアが？」

　マリエルは呟つぶやく。

　あり得ない──とまでは言わないが、ユニアの頭の良さはマリエルも知っている。

　こんな強引な、『原因究明は後回し、とりあえず危なそうなものは遠ざけて事なきを得る』というやり方はユニアらしくない。

　それにこの医療院の者を郊外にまとめて移送するという事は──恐らく王都全体でも騎士や兵士を動員して『獣化人狩り』が行われているだろう。城内の者だけを移動させても防疫の意味が無い。

「それは本当にユニア……殿下の、命令なのですか？」

　改めて立ち上がりながらマリエルは問うが、近衛騎士達はやはり答えない。

（これは……まずい気がする……）

　近衛騎士達は明らかに殺気立っているし、反抗すれば弩弓での射殺もあり得る。

　だが郊外の施設に移動というが……移動して、その後はどうなるのか。

　原因究明の作業を止めてしまえば、そこから先、状況が改善されるとはとても思えない。まさかこの城内に集められている以上の識者、碩せき学がくが市井に居るとも思えないし、検査や解析の設備──魔導機関も城内の医療院が最も充実している筈だ。

　となると……

「──御典医殿」

　マリエルは眼の前の御典医に小声で話しかける。

「先に謝っておきます。ごめんなさい」

「──え？」

　と御典医が眉まゆを顰ひそめたその瞬間、マリエルは御典医の机の上に置かれていた硝子ガラス製の筒を手で掴んだ。同様のものが十本ばかり並んでいて、そこには獣化人から検査用に少量ずつ毎日採っている血が入っている。

「近衛騎士の方々」

　マリエルは言って彼等の目が自分に向いたのを確認すると、両手の指の間に挟んだ合計八本の硝子筒を──投げた。

「──！」

　近衛騎士達が咄とつ嗟さに弩弓を向けるも──撃たない。

　それは彼等がよく訓練されている証でもあった。

　移動する標的を弩いし弓ゆみで射貫くのは至難の業だ。それが小さく、半ば透き通った硝子筒なら尚なお更さらである。そして無駄に矢を放てば、再び矢をつがえるのに、短いながらも時間と手間を喰くう。その間に獣化人達に暴れられてはまずい──と判断したのだろう。

　至極真っ当で妥当な判断だと言える。マリエルにも簡単に予想できる程に。
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　だが──

　ぱりん、と音を立てて硝子筒が機動甲冑の上で弾はじけ、中の紅あかい液体が飛び散って斑はん点てん状にその白い表面を汚す。思いの外、血は派手に飛び散って、十名近い近衛騎士達の機動甲冑の上に飛ひ沫まつが付着していた。

「──き、貴様！」

　近衛騎士達が怒声を上げる。

　マリエルが何を狙ったかを悟ったのだろう。

「これで貴方あなた達もネプツニスの呪術兵器に汚染され──ました」

『かもしれません』と言いそうになるのを呑のみ込んで、マリエルは強引に断言した。

「機動甲冑の気密、確保していませんよね？　服に──鎧よろいについた時点で、血が霧状になって貴方達の体内にも入り込みますから。貴方達も施設入りしますか？」

「…………」

　近衛騎士達が互いに顔を見合わせる。

　実のところ、この程度で本当に感染するかどうか、マリエルには分からない。いや。この程度ではまず感染しないだろう。霧状云々も口から出任せである。恐らくそれは御典医達や賢者、魔術師らも分かっている。

　だが近衛騎士達はどうか。

　獣化人だけでなく、この医療院に居た者全てを隔離する等という、大雑把に過ぎる対策をとろうとしていた者達ならば。

　感染したかどうかは目で見て分かるものでもない。

　それこそ一定時間を経過して獣耳と尻尾しつぽが生えてくるまでは。

「ぜ、全員、此こ処こを動くな！　隊長もです！」

　後列に居た騎士数名がそう言いながら後ずさる。

　彼等は血の飛沫を浴びていない。だから自分達は大丈夫──施設送りになる心配は無い。そう判断して、彼等は自分達だけでも一いつ旦たんここから逃げる積もりの様だった。

「ば……馬鹿な……」

　先頭の近衛騎士が、逃げる様に立ち去る部下を見てそう呟く。

「あ、ありがとう、マリエル・キュヴィア」

　と御典医が言ってくるが──

「いえ。単なる時間稼ぎにしかなりませんよ。次は機動甲冑の気密確保してくる筈はずですから……」

　途方に暮れた様に肩を落とす近衛騎士十名程を眺めながら、マリエルはそう言う。

（…………レオ様）

　脳裏にレオ・アラモゴードの姿が過よぎる。

　彼が助けに来てくれる、などというのは都合の良すぎる考えか。

　だが……彼なら何とかしてくれる、いや、彼しかこの、おかしな方向に回り始めたトリニティアの情勢を変える事は出来ないだろう。

　マリエルはそんな風に思った。
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　同時刻──王都トリニティア郊外。

　ウォルトン王国軍が建設予定だった駐屯施設。

　元々は拡大傾向にある各地の国境紛争に対応する為、新兵訓練用の施設と各種軍需物資用の備蓄倉庫を造る予定だった場所である。既に建物は出来上がっているが、人手不足もあって内装は未いまだ半分も出来上がっておらず、ただ雨風がしのげる、というだけの場所だった。

　そこに──今。

　続々と王国軍兵士や騎士団員達に促されて、獣耳と尻尾つきの人々が集まりつつあった。

　名目は『流行の兆しを見せる疾病対策』として『感染拡大を防ぐ隔離』と『集中治療』という事になっているが、現実としては王都の各所で隠れていた獣化人達──風評により各所で王都民による私刑が横行していたからである──を狩り出して、強制的に収容しているに過ぎない。

　兵士や騎士の間に漂う緊張感から、自分達がこれからどうなるのか、何をされるのか、悟る者も当然に出てくる。獣化人達の中には少なからず王国軍兵士や、騎士も交じっていたからである。

　事実上、私刑が公権力によって実行される事になったに過ぎない、そう考えている者が大半だった。

　そして──

「嫌だ……嫌だあっ！」

　寒々とした──殆ほとんど建材剥むき出しの建物を眼にして、逃げ出そうとする者も当然に出てくる。制止しようとする兵士や騎士達を押しのけて、数名が護送の列から外れて走り出した。だが──




　──轟ごう音おん。




　逃走しようとした者達の前に、立ちはだかる──巨大な異形の群れ。

　しばしば騎兵の理想を『人馬一体』と表するが、それは、半ば強引にそれを成し遂げた形であった。半人半馬。馬の首の代わりに人体の上半身を挿すげた形状。しかもその全長は本物の馬や人と比べて数倍に達する。

　鋼鉄の装甲を帯びた──魔導機兵。

　魔導騎馬機兵〈プルートゥ〉。

　それが……六機。

　本来は、開けた平野部で大規模会戦に、それも集団で用いられる代物である。

　建物が密に並ぶトリニティア内では、周辺への被害を恐れてとても使えない大型魔導兵器だが、郊外ともなれば話は別である。四本の脚による安定した機動性と、巨体が騎兵槍やりを用いて繰り出す破壊力、機体内に内蔵した各種魔導機関兵器、それらが合わさった戦闘力は、ただただ凄すさまじいの一語に尽きる。

　勿論、生身の人間などひとたまりもない。槍や魔導機関兵器で攻撃するまでもなく、巨体を支える脚で踏まれ、あるいは蹴けられればそれだけで即死だ。

「…………っ！」

　逃げようとした者達は思わず立ち竦すくみ──そこに追い付いてきた兵士達が弩いし弓ゆみを構えて叫んだ。

「に、逃げるなっ！　逃げる者は、射っても良いとの命令を受けているっ！」

　兵士達の声が上ずっているのは──彼等もまたその命令に心から納得している訳ではないという事だろう。まるで捕虜に対する扱いに等しい。『奇病』がネプツニス帝国の呪術兵器だというのは間違いなかろうが、獣化人達はただその被害者に過ぎない筈なのに。

「な、なんなんだ、なんなんだあんたら！」

　大人しく列を組んでいた者達の間からも抗議の声が上がる。

「俺達が何をしたっていうんだ!?」

「そうだ、何がネプツニスだ、何が裏切り者だ、私達は何もしてない！」

　それまで溜たまっていた鬱うつ憤ぷんが一斉に噴出したのだろう。

　獣化人達は揃って喚わめきだし、兵士や騎士達に罵ば声せいを浴びせかける。興奮は興奮を喚よび、獣化人達は揃って憤怒の形相で兵士や騎士達に詰め寄っていった。

　だが──

『反抗する者はネプツニス帝国に寝返ったと判断して対応する事となるが、良いか？』

〈プルートゥ〉の一機から冷たい声が降ってくる。

「……あの紋章……」

　兵士だった獣化人が呻うめく様に言った。

「近この衛えの……！」

〈プルートゥ〉の肩には王室直属の、近衛騎士団を示す紋章が在った。

　元から装甲に彫り込まれているものではなく、紋章を描いた布を貼り付けているのは、急きゆう遽きよ、前線から呼び戻して近衛騎士団に所属させたからか。王都内にて、王室関係者を護まもるのが任務である近衛騎士団は、この種の大型魔導兵器を基本的な運用装備として持っていない。

「…………」

　さすがに獣化人達も気け圧おされたか、罵声怒声が萎しぼんでいく。

　だが──




『──この弩ど阿あ呆ほう共ッ!!』




　代わりにそんな罵声が辺りに響いた。

　何処から？　誰が？

　騎士達が、兵士達が、そして六機の〈プルートゥ〉が辺りを見回して声の主を探す。

　次の瞬間──

『うぉうっ!?』

　一機の〈プルートゥ〉が沈んだ。

　池も湖も無ければ渓谷も陥没孔も無い、単なる平野の真ん中で。まるで自らの影が奈な落らくの入り口と化したかの様に、巨体が沈む。慌てて横に居た二機がこれを引き留めようとするが──

『た……助け……!?』

　影の中から激しく火花が散る。

　そして影から投げ出される──切断された、鋼鉄の脚と、尻尾。

『虚数結界!?』

『離れろ、引き込まれるっ！』

　慌てて僚機を見捨てて引き下がる〈プルートゥ〉二機、その足下に更に、輪切りにされた胴体が投げ出される。

　そして──

『──！』

　十を超える『部分』に分割された〈プルートゥ〉の残ざん骸がいを押しのける様にして、悠々と影の中から浮かび上がってくる──巨影。

『護国鬼神っ!?』

　それは、〈プルートゥ〉の近衛騎士達の言葉通り、護国鬼神の愛機、魔導機神〈アラモゴード〉であった。二本脚の人型、鎧よろいを纏まとい、大剣・斬ざん塁るい刀とうを背負ったその姿は、〈プルートゥ〉に比べればやや小さく、見た目の迫力には劣るが──それを補って余り在る禍まが々まがしい何かを全方位に放散していた。

『ち……血迷われたか、護国鬼神殿!?』

　と〈プルートゥ〉隊の指揮官らしき一機が〈アラモゴード〉を騎兵槍で指しながら叫んだ。

『ウォルトン王国の兵に刃を向けるなど！　よもや護国の誓いを忘れ──』

『血迷うておるのは貴様等であろうがっ！　この雑兵共がっ！』

『ぞ、雑兵……!?』

　近衛騎士にすれば『雑兵』という言葉は立派な侮ぶ蔑べつなのだろう。ましてやそれが護国鬼神から発せられたものであるならば。

『ぶ、無礼な──』

『ネプツニスと戦う為の兵器を持ち出してきて、己等が護るべき臣民を殺す積もりか!?』

　相手の言葉を押し潰つぶす様に言いながら〈アラモゴード〉が一歩前に出る。

　先に仲間が一機、瞬く間に解体されているからか、〈プルートゥ〉五機が揃って一歩後ずさる。斬塁刀は背中の鞘さやに未まだ納まったままだが、護国鬼神がその気になれば、稲妻の速度でそれは抜き放たれて、敵を切り裂くまでは鞘に戻らぬと──誰もが知っていた。

『我等は、で、殿下の命により、我が国を、ま、護る為に──』

『その国とはなんぞ!?』

　と〈アラモゴード〉が吼ほえる。

『臣民こそが国ではないのか!?　人は城！　人は石垣！　人は堀っ！　わしが死んだら三年は隠して影武者をたてろと言うて──』

『………………え？』

　と意味不明の台詞せりふに〈プルートゥ〉の近衛騎士達から間の抜けた声が漏れる。

『こ……後半は何です？』

『知らん！』

　傲ごう然ぜんと腕を組みながら更に吼える〈アラモゴード〉。

『と、とにかく！　臣民あっての王国であろうが！　国民全てが王国であろうが！　自分の尻尾しつぽを囓かじる様な真似してどうする!?　貴様等が血迷って一番喜ぶのは、誰だ!?　その粗雑な頭で今一度考えよっ！』

『…………』

〈プルートゥ〉の近衛騎士達は気圧された様に黙り込む。

　少し離れた場所で、獣化人達を護送している兵士や騎士達も同様だった。

「護国鬼神が……私達を……？」

　獣化人達の間からそんな声が湧き上がる。

　その声は、戸惑いと、驚きに満ちていた。

　護国鬼神といえばあくまで『王国の敵を殺す』存在である。その精強さはただただ敵対する者を滅ぼす為に在り、残虐無比なその戦い振りを以もつて、王国の敵対者への威嚇と成す──そういう怪物だ。毒を制する為の毒、魔を弑しいする為の魔、悪を葬る為の悪。少なくとも王国の臣民達はそう理解していた。

　だからこそ彼等には意外に見えたのだろう。

　護国鬼神が──自分達を、庇かばい護ってくれた事が。しかも〈プルートゥ〉一機は解体されたとはいえ、誰も殺さずに。

「護国鬼神が…………？」

　膠こう着ちやく状じよう態たいに陥ったその場で、ただ、獣化人達の、そして兵士や騎士達の呟つぶやきだけが、ふつふつとあちこちで湧き上がっていた。
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　謁見の間はトリニティア城の中層にある。

　上層は王室関係者と重臣、そして近衛騎士以外は入る事が出来ない。保安の関係からそう決められている。それがたとえ護国鬼神アラモゴード家の執事であったとしても。素性の知れないよそ者や、元敵兵である奴隷を伴っていれば尚なお更さらの事だった。

「──アラモゴード家の執事、確か名は」

「ハリエット・ホプキンスと申します。殿下」

　謁見の間の真ん中で一礼してからハリエットはそう名乗った。

　ハリエットの背後にはフェルミとセラフィの姿も在る。

　そして当然ながら──最奥の、一段高くなった玉座、その脇に暫定として置かれた席に二人の国王代行たる王女が座り、ハリエット達を囲む様にして謁見の間の左右には総勢百名の近衛騎士達が並んでいた。

　その光景を壮観、と捉とらえる者も居るだろうが、近衛騎士達が礼装ではなく、実戦用の装備に身を固めている事を想えば、それは謁見に来た者への無言の威嚇に他ならない。

「そう。ハリエット・ホプキンスでしたね。ごめんなさい」

　そう言うのは第一王女のユニアである。

　第二王女のツィネは先程から一言も発しない。

　代わりに──

「護国鬼神殿の名代として参られたと、お聞きしておりますが？」

　とハリエットらに歩み寄りながら言うのは、ツィネの補佐役たるリバムである。

　小男のリバムはハリエットよりも頭一つ分背が低い。彼はハリエットの傍に来ると、その怜れい悧りな顔を見上げながら、首を傾げて言った。

「この忙せわしない時に、無む理り矢や理りにねじ込んできた謁見の訴え。はて、いかがな御用かな？　ハリエット・ホプキンス」

「王都防衛騎士団の騎士にして、我が主あるじの婚約者であらせられるマリエル・キュヴィア殿をお迎えに」

「それは出来ない。出来ないのだよ、ハリエット・ホプキンス？」

　リバムは視線をねじ込む様に、右に左にと首を傾げながらハリエットを見据えて言った。

「出来る道理が無い。あり得ない。マリエル・キュヴィア殿を含めた獣化病の罹り患かん者は、全て、そう、例外なく全て、郊外の施療院への移送が決まった」

　リバムはそう言ってから、しかし大きく、芝居がかった仕草で首を振った。

「なのに、なのに、だ。事もあろうに、騎士マリエル・キュヴィアは、護送の為に出向いた近衛騎士九名と、御典医、魔術師、賢者といった者達を人質にとり、医療院区画に立て籠こもっている。由々しい。実に由々しい」

「──ほう」

　とハリエットは首を傾げて言った。

「それはそれは、大変な真似を」

「そう、大変なのだ。まったく、婚約者の教育がなっておらんと、護国鬼神殿に伝えておいていただけると助かるのだがね」

「伝えておきましょう。それと用件はもう一つ」

　きらりと眼鏡を光らせてハリエットは言った。

「この〈奇病〉騒ぎに関してですが。馬鹿馬鹿しいので即刻、全ての警戒態勢を解除なさるがよろしいと進言に参りました」

「──なに？」

　とさすがに声を漏らすのはツィネ第二王女である。

「貴様、一体何を」

「ですから。大騒ぎすればする程に、ネプツニスの陰険軍師の思うつぼ、この王都に送り込んだ傀かい儡らいの向こうで、エルピオ・ハイペリオンが哄こう笑しようしている事でしょう」

「なにを馬鹿な。いやまったく何を、それこそ、馬鹿な事を？」

　とリバムが肩を竦すくめる。

「そして何を根拠に？」

「根拠はこの者──」

　ハリエットは背後に立っていたセラフィを示す。

「先代のエルピオ・ハイペリオンです」

「──!?」

　近衛騎士達の間にざわめきと──そして剣の留め金を外す音が広がる。

　セラフィは一瞬、びくりと身を竦めたが、ハリエットが庇う様に左手を伸ばした事で、肩の力を抜いていた。未いまだにハリエットに脳を灼やかれた記憶は残っているのだろうが、新たにハリエットに救われた──解毒して貰もらった記憶も更にそこへ上書きされている。セラフィとしての実体験が積み上がれば積み上がる程に、セラフィは、エルピオの記憶を、参照可能なだけの他人のものとして認識しつつあった。

　ともあれ──

「エルピオ・ハイペリオンは個人の名ではなく、ネプツニスの軍師にして魔術師の名、その実体は仮面に魔術を以て封じ込められた人格と記憶であり、依代を換える事で永遠に生き続ける怪物です」

「…………」

　騎士達が顔を見合わせたのは、ハリエットの説明を信じたから、というより、彼等が予あらかじめ脳裏に描いていたであろうエルピオ・ハイペリオンの姿と、セラフィのそれがあまりに違うものであったからだろう。

「この者は依代としては最も早はや役に立たないと判断され、棄てられた被害者です。殺される前に逃げ出した結果、紆う余よ曲きよく折せつあってウォルトン王国に。されどこの者の脳にはエルピオとして謀略を練っていた時の記憶が残っています。それによると、今回の〈奇病〉──獣耳と尻尾の生えてくる、流行感冒に似せた呪術兵器、それは単なる虚こ仮け威おどし」

「こ……虚仮威し？」

　とリバムが眼を丸くして言う。

「呪術兵器としての呪じゆ詛そ核が見つからないのも道理、そんなものは最初から在りません。ただ、『何か仕掛けられた』と我々が疑心暗鬼に陥る様に、分かり易い変化を示すべく、獣耳と尻尾が生えてきただけです」

「…………」

　ざわめく騎士達。

　ユニアもツィネもさすがに驚いた様子で身を乗り出している。

　だが──

「何を馬鹿な。そのような虚言、誰が信じると？」

　とリバムが首を振って笑う。

「むしろハリエット・ホプキンス、君こそネプツニスの手先なのではないのかね？　我々に警戒態勢を解除させ、致命的な範囲にまで──王国を乗っ取れる程の規模にまで、呪術兵器の感染を広げる為の、時間稼ぎ、そうでないと、何故、言える？　そもそもその者がエルピオ・ハイペリオンの依代であったという証拠は何処に？」

「…………」

　ハリエットはしかし、リバムではなく、ユニアとツィネに視線を向けたまま、動かない。

　御前には話していない──とでも言うかの様に。

「殿下。どうか熟慮の上で判断を下されますよう。即刻、感染者の施設への収容をお止めください」

「何を馬鹿な事を」

　と言うのはツィネである。

　彼女は玉座を挟んで反対側に座るユニアの方を向いて更にこう言った。

「姉上。よもや痴しれ者の戯ざれ言に耳を貸そうなどと、思ってはおられますまいな？」

「…………」

　ユニアは眉まゆを顰ひそめて口を開き──しかし、何も言葉を発する事無く口を閉じた。

　言いたい事は幾つもあるが、言えない、そんな風にも見える。

　だがツィネやリバムの様に頭からハリエットの話を拒んでいる様子も無い。

「獣耳と尻尾を生やす呪詛核については、こちらでも分離と解析は済んでいます」

　ハリエットは畳み掛ける様にそう言った。

　呪詛核はフェルミとセラフィの血液から採取し分離して、既に解析を進めていたのだが──仕掛けたエルピオとしての記憶を持っているセラフィの言葉から、更に容易に呪詛核の解析は進んだのである。

「肉体的にさして不都合が出ないのも道理、これは単なる『先祖返り』を誘発する術式です」

「……先祖返り!?」

「妊婦の体内にいる胎児には、極めて初期ですが、獣の様な尻尾しつぽが生えているのを御存じですか？　人間は体内で、長い長い進化の歴史を──かつて獣だった頃から、人になるまでの過程を、十月十日かけてなぞって生まれてくる」

　ハリエットは滔とう々とうと言った。

「元々、我々の中には獣としての要素が、残っているのです。これを部分的に活性化させただけであって、そもそも攻撃的な、何らかの危害を加える様な術式ではない。身体機能を冒すものでもない。故に通常の治療の投薬や魔術の術式ではこの獣耳と尻尾は消せません」

「…………」

「我々は何も失っていないし、奪われていない。なのに在りもしない刃で斬られる事を恐れて、同胞に掴つかみかかる──仕掛けた側としては、さぞかし愉快な見物でありましょう」

「それは……」

　ユニアが言葉に詰まり、ツィネが眉を顰めてリバムに眼を向ける。

　第二王女の補佐役である小男は、しかしハリエットの話はまるで聞いておらず──何やら謁見の間の端に据え付けられていた魔導機関式の念話器を耳に当てていた。

　何処かと連絡をとっている様だが──

「──ツィネ殿下！」

　リバムは念話器を下ろして言った。

「収容所の近この衛え騎士達から連絡が……護国鬼神が現れて彼等の邪魔を」

「…………！」

　近衛騎士達が一斉に息を呑のむ。

「〈プルートゥ〉の一機が全壊、残り五機が護国鬼神の魔導機兵と睨にらみ合っている状態と」

「執事。これについては何と申し開きをする積もりか？」

　そうツィネは語気鋭く問うてくるが、ハリエットはわずかに肩を竦めて言った。

「ですから馬鹿騒ぎは即刻おやめくださいと申し上げました。実際に、王国の近衛騎士が、無む辜この臣民を手に掛けた後では取り返しがつかない。近衛騎士は王室の盾であり剣、その手足、近衛騎士が無辜の臣民を手に掛けたならば、それはそのまま王室が──殿下が、陛下が手に掛けたも同じ。全てが終わった後で、『あれは単なる虚仮威しだった、臣民を手に掛けたのは間違いであった』と分かった場合、王室の権威は失墜、民の心は離れましょう」

「…………」

　ユニアはその言葉を認めている様だったが、ツィネは聞く耳持たず、憤然と座席から立ち上がって叫んだ。

「ネプツニスの奴隷と馴なれ合っている貴様が何を抜かすか！」

　……ツィネの言葉にフェルミが身を震わせる。

「近衛！　こ奴等を捕らえろ！　医療院区画のマリエル・キュヴィアらと併せて人質とし、護国鬼神に手を引かせよ！」

「……ハリエット……さん……」

　フェルミがハリエットの傍に寄りながら怯おびえの色を含んだ声で言う。セラフィはハリエットと背中合わせの体勢で、周囲の近衛騎士達を睨んでいる。

　そして──

「つ……ツィネ!?　それはあまりに」

「姉上は黙っていて貰いましょう！　あまりに庇かばい立てなさると、在らぬ疑いがかかりますがよろしいか!?」

　ユニアに叩たたき付ける様に言うツィネ。

　次の瞬間──近衛騎士達が一斉に剣を抜いた。
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「ハリエットさん!?」

　マリエルは近衛騎士達に護送されて医療院区画にやってきたアラモゴード家の執事を見てそう声を上げた。

　医療院区画は、マリエルら獣化人と御典医、賢者、魔術師、そしてその助手、更にはマリエルに『感染』させられた近衛騎士九人が立て籠こもっている状態で、出入り出来る二つの通路の内、一つは寝台やら何やらを立てかけて封鎖、もう一つの通路にも近衛騎士から奪った剣を携えたマリエルと、もう一人──若い女性の賢者助手が歩ほ哨しよう役として陣取っていた。

　護送してきた近衛騎士達は、通路の端に立ってそれ以上は踏み込んで来ず、ハリエット他二人だけが背後から弩いし弓ゆみに狙われた状態で歩いてマリエルの所にやってきた。

「それにフェルミも──ってその子は？」

　とマリエルが最後に眼を向けたのはセラフィである。

　言うまでもないが、マリエルが王城に行った後にセラフィはアラモゴード城に来たので、双方に面識は無い。

「ややこしくなるので、細かい事は後ほど、とりあえずは──」

　ハリエットは一瞬、何か考える様子で首を傾げていたが。

「──若様の新しい愛人、とでも」

「ハリエットさん!?」

　とマリエルが眼を丸くして叫ぶが、フェルミはそもそも『愛人』の語が分からないのか、きょとんとして特に反応無し、セラフィは──

「……よろしく。奥様」

　とこれまた口の端に微かすかな──左右非対称の笑みを浮かべて、静かな口調で言った。

「お、奥様って」

「レオの許嫁いいなずけで後の正妻予定のマリエル…キュヴィア──違う？」

「ち、違いません──違いませんとも!?」

　と憤然と胸を反らして言うマリエル。

「…………」

　何故か察するところでもあったのか、フェルミも対抗する様に、胸を反らしたりしていたが、それはまあさておき。

「とにかく、どうしてこんな……？」

「マリエル様を返していただくのと、今回の『奇病』騒ぎの真相が判明したので伝えに城に参ったのですが。王女殿下等には全く聞き入れていただけず、挙げ句にネプツニスに寝返った裏切り者として捕らえられてしまいました」

　言って肩を竦すくめるハリエット。

　このアラモゴード家執事が無表情なのはいつもの事だが、今も特に悲ひ愴そう感は無い。単に買い物ついでに迎えに来たかの様な気楽さすら在った。

「そんな……レオ様は？」

「罹り患かん者達をまとめて収容する予定の郊外の施設で、近衛騎士達の駆る魔導騎馬機兵と睨み合っている様です。私達は若様に対する人質といった所でしょう。完全な近衛騎士団の制圧下にある訳ではありませんが、若様にその辺の細かい所は分からないでしょうし」

　そもそも王室側がマリエル達が立て籠もっているのを承知で、殊更に行動に出ていないのは──極論、その気になれば医療院区画ごと、感染者達を灼やき滅ぼす事が出来るからだ。賢者達や魔術師達が、念の為にと転移魔術封じの結界を展開しているが、火炎や爆発の魔術を封じ込めた魔導兵器を廊下の端から転がされては、さすがにマリエル達にも防ぐ手立てがない。

　恐らく収容所の事が無くとも、いずれ護国鬼神は何らかの形で敵対してくると踏んでいたのだろう。ユニアはともかく、気の強いツィネ第二王女辺りが考えそうな事である。

「とりあえずは御安心を。脱出の策は──」

　とそこまで言ってハリエットが口をつぐむ。

　彼が背後を振り向くと同時に、通路の端で何か揉もめているらしい声が聞こえてきた。

「──いけません、殿下！」

　近衛騎士の一人がそう叫ぶ。

　見れば──第一王女ユニアが通路の端に来ている様だった。

「ユニア!?」

「マリエル、それにハリエット、本当にごめんなさい、こんな事になってしまって」

　ユニアは近衛騎士に腕を掴まれてその場に立ち止まりながらそんな事を言って寄越した。

「ごめんなさいって、ユニア──じゃなくて、殿下!?」

「感染者を収容所に入れる命令を出したのは私よ。ツィネらに言われたからというのもあるけれど、このままじゃ、臣民同士で私刑の挙げ句に殺し合いが始まりそうだったから、感染者を護まもりたかったのよ」

「ユニア殿下──」

　マリエルは眼を瞬かせながら又また従い姉と妹この王女を見つめる。

　ユニアが嘘を言っている様には見えなかった。この場で嘘をついても特に意味は無い。近衛騎士達が聞いているのだ。むしろこの告白はユニアの不利になりかねない。

　だが……

「なのに途中で何だか命令が色々ねじ曲がって伝えられてしまって……直接命令を下せた近衛騎士達には、『何があっても殺さないように』とは伝えておいたのだけど、どうも護送にあたった兵士や騎士達には、『抵抗すれば射殺もやむなし』なんて話が伝わっているみたいで」

「……それは」

「恐らく、エルピオの傀儡くぐつが軍やあちこちに交じっているのでしょうね」

　とハリエットが言う。

　だが──

「軍というより、さっき、居たよ。傀儡。あいつが間に入って、命令書き換えてるんだと思う」

　と言うのはセラフィである。

「え？　さっき？　ど……どういう事？」

　とユニアが慌てて尋ねると。

「第二王女様、だったかな。あの人の横に居た奴。傀儡にした時と髪型変わってたし、潜入させたのは私の先代だから最初は分からなかったけど、多分、間違いない」

「リバム・ロレンス？」

　ユニアが驚きの声を上げ、近衛騎士達が顔を見合わせる。

「そんな……王国の重臣にまで!?」

「前に来た『使者』だって王国貴族だけど、傀儡だったし。まあ信じる信じないはそっちの勝手だけれど」

　とセラフィ。

「第二王女様の片腕なんだよね？　そのままにしておくとまずくない？」

「…………で……殿下？」

　近衛騎士達もどう判断して良いのか迷っているらしく、ユニアに掛ける声が揺れている。

　勿もち論ろん、この場にツィネやリバム本人が居れば、先程と同じくセラフィの言葉を『世よ迷まい言』と断じていただろう。だが既に捕虜として捕まった後に、わざわざ妄言を吐いても大して意味が無い。

　リバムが補佐役についてから、ツィネは今まで以上に強く、ユニアを除けて王位に就く事に執着していた様だが、これはまさか、ツィネを操り人形とした上で、王位に就けて、合法的にウォルトン王国を乗っ取る積もりだったのか。

「……そうなると」

　ハリエットが執事服を脱ぎながら言った。

「それを聞いた第一王女殿下の身も危ない」

「──ハリエットさん!?」

　マリエルが腰の剣に手を掛けるのを見ながら、ハリエットは脱いだ執事服の上着を、まるで風でも起こそうとするかの様にひらりひらりと振っていたが。

「さすがに全員は無理ですが──マリエル様と第一王女殿下ならば何とか」

「ナントカって──」

「──完成」

　と一際大きくハリエットが執事服を振ると、ぼとりぼとりと幾つかの小さな影がその足下に落ちた。

「『空気入れて膨らます式ハリエット人形』」

「く……空気？　え？」

　とマリエルが驚くのも当然、そこに三体並んでいるのは、三頭身ほどのハリエット人形だった。マリエルも何度も見ている、ハリエットの傀儡である。だがまさか折り畳み式というか、執事服の裏地に隠せる代物だったとは。

「念の為に申し上げますが」

　ハリエットは人差し指を立てて言った。

「空気入れて膨らますといっても、決して夜のお供用に使うものではなく」

「そんな事誰も言ってません!?」

「然さ様ようで」

　とハリエットが頷うなずくと同時に、ハリエット人形達は揃って懐から何かを取り出した。

　それは──

「行きなさい、『空気（中略）人形』、とりあえずそこの近この衛え騎士達を無力化しなさい」

　ハリエットが命じると、ハリエット人形達は手にした鎖付きの鉄球を──ちなみに鉄球部分に突起が幾つもついた凶悪なやつである──ぶんぶん振り回しながら、意外な俊足っぷりで廊下を踏破し、ユニアの背後にいた近衛騎士達に襲い掛かる。

「う、うわっ!?　ちょっ──ま、待っ──」

　元々何が正しいか分からず困惑していた近衛騎士達であるが、それに加えて、自分の膝ひざくらいまでしか無いハリエット人形が相手だと、剣を振り回すのも覚束ない。慌てて振り回しても剣はハリエット人形達にかすりもせず、その上を通り過ぎるのみだ。

　そもそも大抵の武術は相手が腰から下位の身の丈だと途端に、使える技が半減してしまうものである。騎士達は瞬く間に鎧よろいの上からハリエット人形に殴られまくって──膝に鉄球を喰らって屈んだ所を、今度は頭部に思いっきり鉄球を叩き込まれて、その場に倒れ伏す事となった。機動甲かつ冑ちゆうは、対刃は勿論、対火、対雷電、等々の対攻撃魔術用表面処理は施されているが、衝撃そのものを完全に防ぐのは不可能に近く、純粋にぶん殴る攻撃そのものには、意外に脆もろいのである。

　その様子を見ながら──

「──あの、ハリエットさん」

「なんでしょう？」

　と再び上着を着ながらマリエルに応じるハリエット。

「人形本体はその、空気入れて膨らませるから、ぺちゃんこにして服の下に仕舞ってあったって分かるのですけど」

「はい。御賢察ですね」

「動かすのも、その、魔術で、というのは分かるのですが」

「そうですね」

「でも、あの鉄球は何処から？」

「…………」

　ハリエットはしばらく眼鏡の下で眼を瞬かせていたが。

「考えたら負けです」

「え？　あ、はい」

　奇妙な迫力を背負って頭ごなしにそう言ってくるハリエットに、マリエルはかくかくと、それこそ壊れた機関人形の様に頷いた。








第四章　巨兵激突









　ウォルトン王国は建国以来初めての事態を迎えていた。

　王都トリニティアの郊外で、近衛騎士団の魔導騎馬機兵〈プルートゥ〉五機と、護国鬼神の魔導鬼神〈アラモゴード〉が、獣化病の罹り患かん者達を間に挟んで睨にらみ合って……既に三日が経過していた。

「……どうすんだこれ」

　自分達の前後にそれぞれ立ちはだかる〈アラモゴード〉と〈プルートゥ〉。

　罹患者達が逃げて王都に戻ろうとすれば〈プルートゥ〉が攻撃してくる可能性が高いし、かといって施設の方に罹患者を送り込もうと兵士達や騎士達が動けば、今度は〈アラモゴード〉が攻撃してくる可能性が在る。

　だが〈アラモゴード〉は罹患者達を護ろうとしているので、間に罹患者達の列が居る以上、迂う闊かつに〈プルートゥ〉の側に踏み込めず、〈プルートゥ〉の側も罹患者達をそっちのけで〈アラモゴード〉と戦う訳にいかず……三さん竦すくみとは若干違うが、誰もその場を動けないのである。

　幸い、王都から兵士達や騎士達に糧食の差し入れに来る一隊には〈アラモゴード〉も攻撃をする様子を見せないので──雨が降らないのをいい事に、罹患者達約六百名と、兵士、騎士三百名──合計九百名は、この三日間、野宿をしていた。

「というか、よく疲れないな、両方とも」

　と湯を沸かして糧食を温めながら、兵士の一人が巨大な魔導兵器達を見上げる。

「……ほれ。温まったぞ」

「あ、ありがとうございます」

　と兵士から温められた糧食の器を受け取るのは──呆あきれた事に獣耳と尻尾しつぽつきの罹患者の娘である。

　当初は殺伐としていた罹患者達と兵士達、騎士達であったが、この王都郊外に立ち往生となり、結果として三日とは言え寝食を共にせざるを得なくなってくると、緊張感を維持するのにも疲れてくる。

　なし崩し的に罹患者達と兵士、騎士達との空気は緩んでいた。

　比較的、騎士達は罹患者と距離を置いているが、軍の一般兵士達はもう、罹患者達が多少動き回っても、いちいち弩いし弓ゆみを構えなくなっていた──どころか、普通に食事も分け合っている。元々罹患者達は敵ではないのだ。兵士達の側にも罹患者に対する憎悪や嫌悪は無い。さすがに体液交換が感染原因になるという話は出回っているので、食器を共用したりはしないのだが。

「王都からは何も言ってこないんですか？」

「要領を得ないっていうか……」

　言って兵士は後頭部を掻かいた。

　この状況になってすぐ──当然ながら、近衛騎士団の騎士達や、獣化病の罹患者を護送していた兵士、騎士達は、トリニティア城に指示を仰いだ。

　だが、トリニティア城の方も何やら混乱しているらしく、まともな連絡が来ない。

　そもそも今回の獣化病の罹患者を郊外の施設に隔離するという施策を発令し、近衛騎士団の騎士達に直接命令を下したのがユニア第一王女な訳だが──彼女が行方不明になっているという。代行とはいえ王族の勅令である。近衛騎士達はユニアからの解除命令が出ない限り、当初の任務を遂行せざるを得ない。

　なので〈プルートゥ〉の近衛騎士達は、護国鬼神と睨み合う以外に何も出来ないのだ。

「第二王女殿下も何も言ってこられないそうでな」

「……なんか雨降りそうですけど」

　と娘は北の空を見上げながら言う。

　確かにそちらには灰色の雨雲がゆるゆると大きくなって浮かんでいる。

「あの……馬っぽいやつの下に雨宿りとかさせて貰もらえないでしょうか？」

「どうだろうなあ。いきなり動き出したら危ねえぞ。踏まれたり蹴けられたりしたら人間なんざ一発で死んじまう」

「……ですよねえ」

「まさか三日もこんな道の途中で立ち往生する事になるとは思ってなかったからな。天幕テントの用意なんてねえし──」

「──おおい、ちょっとこっち手伝ってくれ！」

　別の兵士が声を掛けてくる。

　そちらを兵士と娘が見れば──王都から糧食を運んできた馬車が停まっており、そこから糧食と、そして何やら木箱を兵士達が下ろしている姿が在った。

「天幕テントが来たぞ。これでとりあえずずぶ濡ぬれにはならずに済む」

「おう。分かった」

　兵士は焚たき火びを消して立ち上がると、未まだ食事中の娘を見下ろして言った。

「とりあえず、良かったな」

「はい」

　まあそういう訳で。

　巨大な魔導兵器が生身の人々数百人を間に挟んで睨み合うという、遠目には非常に緊張感溢あふれる光景──それ自体に、概ね変化は無いのだが。

　実際には魔導兵器の足下に居る人々は、かなり気が緩んでいた。




　　　　●




　では魔導兵器の中の者はといえば。

「あー…………」

　近衛騎士達がどうなのかは分からないが、レオ・アラモゴードに関して言えば、やっぱり色々緩んでいた。

　勿もち論ろん、レオの場合は緩んでいるといっても一瞬で戦闘態勢に戻れるのだが、そんな事を知らぬ余人の目が魔導機神〈アラモゴード〉の中に在れば、恐らく呆れた事だろう。

　着ている衣装は着崩れてしわくちゃ、仮面は外したまま、髪の毛もぼさぼさで、御者殻の中で半分横になっている状態である。良くも悪くも〈アラモゴード〉の御者殻の中は柔軟性が高いので、機体の姿勢を固定さえしてやれば、横になろうが逆立ちしようが、とりあえず問題は無いのである。

　ちなみに非常用の糧食と飲料水は最初から内部に備え付けられているし、排はい泄せつも専用の機材が備わっている。いざ合戦ともなれば、戦場で三日三晩戦い続けるのがサムライである。当然ながら長丁場用の設備を〈アラモゴード〉も備えているのだった。

　とはいえ。

「王都の結界があるから、念話も妨害されてハリエットとも連絡とれないし」

　ちなみに〈アラモゴード〉の魔術転移は、一いつ旦たん、飛行形態で王都の外に出てから実行したものである。王都内ならば何処にでも地下空洞のアラモゴード城から転移出来るが、さすがに結界をまたいでの魔術転移は出来ない。

「マリエルはどうなったんだか。ああくそ……フェルミは元気かな。漫画読みたい……」

　言いながらレオは用を足すべく服を緩める。

　こん、と爪先で『用足し／小』と書かれた板を蹴ると、するりと小用の便器、というか『管』が起き上がってきた。これに自分の排泄器を差し込んで用を足す──訳なのだが。

「──若様」

「うぉあっ!?」

　今まさに用を足そうとしたその瞬間、レオの背後に吊つり下げられていたハリエット人形が急に喋しやべり出した。

「は、ハリエット!?」

「御存じかとは思いますが、結界がありますので、これは王都内との念話ではなく、録音した伝言です。王都外から送り込んでいます」

　慌ててレオは服を直そうとするものの、何処かに引っかけたらしく、うまくいかない。

　ハリエット人形は『録音した伝言』の言葉通り、レオの様子には一切構わず、滔とう々とうと言葉を繋つないだ。

「お着替えと転移の術式を組み込んだ魔導機関を持たせて、フェルミとマリエル様をそちらに遣やりました。この伝言の後にフェルミの魔力で転移を開始する筈はずですので、受け入れをお願いします」

「──え？　あ、ちょっ、待っ」

「私はセラフィ、及びユニア王女と共に状況打開の方策を仕掛けました。間も無くその効果が出る筈ですので、それまで現状維持で耐えてくださいませ」

「状況打開？　あ、いや、そうじゃなくて──」

　と呟つぶやきながらも服を直そうとするレオ。

　だが焦って無理に引っ張ったせいか服が破れる音がして──

「うわっ、まずい──」

　レオが顔色を変えたその瞬間、〈アラモゴード〉御者殻内の空気が鳴いた。

　魔術転移による物質の強制的な入れ替え──それに伴う空気の鳴動である。

　そして──

「──御主人様」

「レオ様！」

　次の瞬間、レオの眼の前に──彼自身が御者殻の床辺りに落とす影に、二人の姿が出現していた。フェルミとマリエル。二人は影の中からするりと浮かび上がってきて。

「…………」

「…………」

「…………」

　言い訳がきかない程にがっつり下半身を露出しているレオと。

　それを間近に見て眼をきょとんと瞬かせているフェルミと。

　何とは言わず鼻の頭に『先っぽ』が触れて凍り付いているマリエルと。

　束の間──三人の間に、形容しがたい空気が満ちて。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

「ひゃああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　顔を覆うレオの悲鳴と、強引に眼を逸そらすマリエルの悲鳴が御者殻の中に響き渡る中、フェルミだけが、不思議そうにまじまじとレオの股こ間かんを眺め続けていた。
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「……お……お婿に行けない……」

　両手で顔を覆ってしくしくと泣く護国鬼神。

　なんだかんだでフェルミが持ってきた新しい服に着替えたレオは、しかし御者殻の中でマリエルととても気まずい感じになっていた。フェルミは全く気にしていないのだが、マリエルはといえば思春期以後、初めて間近に見た──しかも鼻が触れた──男性の股間に衝撃を受けていて、しばらく混乱状態に陥っていたからだ。

　とりあえず少し落ち着いたとはいえ、何というか、童貞と処女、共に色々こじらせている二人なので、こうなると非常に面倒臭い。だがこうした場面で良くも悪くも引っかき回して場の空気を変えてくれるハリエットは今、居ない訳で。

「……キリンさんが好きです……ゾウさんは……ゾウさんは…………ゾウさん？」

　などとぶつぶつと呟いているマリエル。

「……ナディア……ゾウさんじゃなくてヘビさんだった……よ……？」

「──マリエル様？」

　とフェルミが声を掛けて横から顔を覗のぞき込むものの、余程にレオの股間を目撃したのが、そして触れてしまったのが衝撃だったのか、虚ろな瞳ひとみでぶつぶつ言うばかりであった。

「あの、御主人様」

　とフェルミはレオの方に声を掛けた。

「……な、なんだ」

　レオは顔を覆っていた手を下ろして応じてくる。

「ハリエット様からの伝言……お聞きになりました……か？」

「あ、ああ。聞いた。何か状況打開の策があるって？　それに何かユニア王女と一緒にとか言ってたが……なんだ、ユニア王女何やってんだ？　この強制収容を実施してるの、ユニア王女の命令なんだよな？」

「えっと……」

　細かい話はやはり苦手なのか、言い淀よどむフェルミ。

　代わりに──

「──それは」

　と顔を上げて──しかし未だ恥ずかしいのか、レオからは眼を逸らしてマリエルが言う。

「ユニアは──ユニア殿下は、好きで獣化病の罹り患かん者を収容所に送り込んでいた訳ではないっていうか、むしろ、王都で頻発する私刑から一時的に護まもる為に、この強制収容の施策を行ったとかで……」

「………あ？　ああ、なるほど、そういう事か」

　とレオは頷うなずいた。

「ユニア王女から直接命令を受けてる近この衛え騎士の連中も、殺気に乏しいから何かなとは思ってたんだが……〈プルートゥ〉の中の連中、収容者をむしろ護りに来たのか」

「そのようです」

「一機、解体しちまったが……悪い事したか？　いやまあ、でも直接護送してた軍の兵士や騎士達はその辺の事情、報しらされてないんだよな。だとすると、むしろ〈プルートゥ〉一機ばらしてのけたのは、悪い事じゃねえか」

「元々、この『奇病』がネプツニスの呪術兵器で、早めに罹患者に対処しないと大変な事になる、と主張していたのは第二王女ツィネ殿下と、その補佐役のリバム・ロレンスだったのですが、どうもセラフィの話によると、リバム・ロレンスはエルピオ・ハイペリオンの傀儡くぐつらしく」

「…………あー。となると、ツィネ王女も適当に唆そそのかされてる恐れがあるな。王族は魔術師らが常に精神防壁の魔法掛けてるから、洗脳は無理だろうし、将を射んとせばまず馬を射よってもんで、近しい補佐役を傀儡化したか」

「恐らくその通りですね」

　とだいぶん落ち着いたのか、ようやく視線をレオに向けてマリエルは言った。

「王都各所の私刑騒ぎも──というか、そもそも、獣耳と尻尾しつぽの生えてくる奇病がネプツニスの呪術兵器である、罹患した者は遠からず、心を書き換えられてネプツニス兵として破壊工作を始める──という噂も、リバム・ロレンスや、何人かトリニティアに潜入している傀儡が広めたものの様です」

「ネプツニスの兵器だ注意しろ、って話をネプツニスの傀儡兵が広めてるとは、まあ普通は思わないだろうしなあ──しかし本当、吐き気する位に陰険だな、あの軍師」

「同感です」

　とマリエルが頷く。

　無害な呪術でトリニティアに混乱をもたらし、更に不安を煽あおって、ウォルトンの民同士で殺し合わせる──しかる後に、全て疑心暗鬼がもたらしたものであったと何らかの方法で知らしめてやれば、もうトリニティアは──いや、ウォルトン王国そのものが、王家への不信感と反発心から、国としてのまとまりを失ってしまうだろう。

　先日、近衛騎士達に向けて吼ほえたレオの言葉通り、国を造るのは国民だ。

　国民から愛国心や帰依心が根ね刮こそぎ失われた国は、最も早はや、無数に亀裂の入った陶器である。少なくとも『絶対に自分達の国を護ろう』という気概は全ての国民から──直接的に国防に携わる兵士や騎士を含めて──失われるだろう。

　そこにネプツニスが攻め込んでくれば、ひとたまりもなく瓦が解かいするだけだった。

「でもそこまで分かってても、ツィネ殿下や、第二王女派の連中は説得出来なかったか」

「その前に私達がネプツニスに寝返った裏切り者と断じられてしまったので……」

　その上、ハリエットらはトリニティア城から逃げ出した為、およそ信用というものが無い。ましてやツィネ王女も、ここまで強硬に話を進めてきた以上、自分が『踊らされていた』とは簡単には認められまい。

「だけどそうなると、どうやって状況を打開するんだ？」

　意固地になった者達をも、説得出来る程の──こちらを頭から信用していない様な連中を説得出来る程の策とは一体、何か。

「ハリエットさんが言うには──」

　マリエルは自分の頭の獣耳に触れながら、首を傾げて言った。

「実害の無い呪いだと、皆に身を以もつて知って貰もらう、と」
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　トリニティア城──最上階。

　政務関連の施設は此こ処こにはなく、王族の棲すまう階層である。

　当然ながら此処にはウォルトン国王の部屋、そして第一王妃、第二王妃の部屋と共に、第一王女、第二王女の個人的な部屋というものも在る。この階層に入るのを許されるのは王族とその生活を補佐する侍従達、そして王族が許した特定個人に限られる。近衛騎士達ですらも一つ下の階層の詰め所で待機が基本であり、王族の命が無い限りは脚を踏み入れる事は無い。

「──未まだ見つからないのか」

　ツィネ第二王女は自室で侍女に髪を梳とかせつつ、苛いら立だたしげに言った。

　部屋の中にはツィネ付きの侍女二名の他に、リバムの姿も在った。勿もち論ろん、ツィネ王女がこの階層に入る許可を出したのだ。ツィネ王女の補佐役であるこの男は、既に何度もこの階層に脚を踏み入れており、侍女達とも顔見知りである。というよりリバムがツィネ王女の私室に入る際には必ず、侍女達が居る。

　ツィネはリバムに全幅の信頼を寄せているが──その一方で、リバムとの仲を周囲にあれこれと詮せん索さくされるのを好まない。それは場合によっては政敵に足を引っ張る材料を提供する事になるからである。

　ツィネは自分が王の娘である事に誇りを持っているが、ただその事実を以てのみ、自分が次の王になれると自うぬ惚ぼれている訳ではない。良くも悪くも彼女は努力家であり、王位争奪の敵であるユニア第一王女には、ありとあらゆる面で──生まれの早い遅い以外は──戦って勝つ積もりだった。だからつまらぬ事で足を引っ張られる事の無い様、身辺は常に整理を心掛けている。

　まあ……それ以前の問題として、リバムは、ツィネの趣味から外れているのだが。ツィネは大柄で筋肉質な男性が好みなのである。

　ともあれ──

「さすがは護国鬼神の執事、といったところでしょうか。第一王女殿下も拐かどわかされ、マリエル・キュヴィアも連れ去られ、その行方は杳ようとして知れず──でありますよ」

　とリバムは相変わらず妙に芝居がかった大仰な仕草で肩を竦すくめた。

「されど殿下、ここは落ち着いてお考えを」

「──何を落ち着いて考えよというのだ？」

「あの執事の不ふ遜そんな態度、所しよ詮せんは、護国鬼神という後ろ盾あっての事。護国鬼神が居なくなれば、出来る事なんぞたかが知れている──そうお思いにはなりませんか？」

「…………」

「その護国鬼神は、既にトリニティア郊外で近衛騎士の駆る〈プルートゥ〉と睨にらみ合いの真っ最中、さすがに助けに戻る訳には参りますまい」

「そんな事は分かっておる」

「いっそ……護国鬼神をこの際、亡き者にしては？」

　そろり──と懐から刃物を取り出すかの様な慎重な口調で、リバムはそう言った。

「──!?」

　さすがに驚いたのか、侍女達の手が止まる。

　ツィネは──ツィネも眉まゆを顰ひそめてしばらくリバムを眺めていたが。

「リバム・ロレンス。貴様──何を考えている？」

「勿論、敬愛するツィネ殿下を次の国王にして差し上げる為の、あれやこれや、にございます」

　と恭しく──だが何処か白々しさの漂う仕草でリバムは一礼した。

「ツィネ様を王位に就ける為なら、如い何かなる障害も取り除く所存」

「護国鬼神がその障害だと申すのか？」

「然しかり。そもそもこのトリニティア城の真下に居を構える、武の怪物……厚い友情で結ばれていた初代同士であればともかく、今の王室にとって護国鬼神とは、証文すら無い『約定』でのみ繋つながる関係。何の保証も有りはしない。護国鬼神が万が一にもその気になれば、王国にとって最凶最悪の敵になり果てる事、必定」

「それは……」

　この十年余り、時折だが、何度も王室関係者の口に上った問題ではあった。

「そして殿下？　ここが重要にございます──護国鬼神は、今、何をしていますか？」

「──！」

「国王陛下が病で臥せっておられ、国王代行の一人たるユニア第一王女殿下の行方が杳として知れぬ今、ツィネ第二王女殿下こそが、このウォルトン王国の中枢」

　まるで歌う様に緩やかな節をつけてリバムは訴える。

「命を下したのはツィネ殿下ではなく、ユニア殿下であるとはいえ、王族の命を受けた近衛騎士と護国鬼神は敵対し睨み合っている。これはツィネ第二王女殿下に──ひいてはウォルトン王国に弓引く行為とは言えませぬか？　これでもまだ、護国の約定が守られていると言えるでしょうか？　既に王国と護国鬼神の関係は破は綻たんしておりませぬか？」

「…………それは……そう、だが」

　ツィネは口元を押さえて眼を伏せる。

　しばらく彼女は何事かを考えている様だったが──

「百歩譲って貴様の話に乗るとしてもだ、あの護国鬼神だぞ。どうやって倒すというのだ。半年前の戦いでは十体もの大型魔導兵器を相手取って、一方的に勝った化け物だぞ？　一機壊されて残り五機、〈プルートゥ〉五機では心こころ許もとないであろう？　前線から更に呼び寄せられるだけの魔導機兵を呼び戻すのか？　だがそれでは各国の国境線の護りが手薄になってしまう。ここぞと攻め込まれれば──」

「護国鬼神が何故睨み合いを続けているとお思いで？」

「なに？」

「護国鬼神は、例のネプツニスの呪術兵器に汚染された連中を庇かばって割って入った様子。ならばあの獣化人の連中は、人質として使えます」

「馬鹿な、相手は護国鬼神だぞ、人質なんぞ──」

　通じる筈はずが無い。

　そう言おうとしたツィネだが、〈アラモゴード〉が獣化人達を庇って護送の列の前に立ちふさがったのは事実である。案外、護国鬼神の知り合いだの何だのがマリエル・キュヴィア以外にも獣化し、収容所に送られる途中だったのかもしれない。

　護国鬼神が凶暴凶悪なのは、あくまでウォルトン王国の敵に対してのみ──というか、今まではトリニティアに何らかの形で敵が攻めてきた時しか、出張ってこなかったのでウォルトン王国の臣民に対して、あのサムライがどういう認識でいるのかは、分からない。案外、護国鬼神にも人質は有効かもしれなかった。

「私の権限で、軍と掛け合い、もう一機──魔導機兵をトリニティアに呼んであります」

「なに？　いつの間に──というか、どうやって？」

「試作型の〈ウラーヌス〉ですので、元々の王国軍戦力には未だ数えられておりませんでした。しかしながらその威力は仕様書を見る限りは〈プルートゥ〉を凌しのぐもの、先に壊された一機の代わりは充分に務められましょう」

「…………」

「それに、ユニア殿下がおられぬ今、唯一の国王代行たるツィネ殿下の命とあれば、〈プルートゥ〉の近この衛え達も聞かぬ訳には参りますまい」

「…………それは、そう、だな。だが待て、連れ去られた姉上を、護国鬼神が人質として使ってくる可能性も」

　ハリエット・ホプキンス、マリエル・キュヴィアがユニアを連れ去ったのは間違いないが、彼等の行方が分からぬ以上、既に王都を脱出し、郊外の護国鬼神と合流している可能性はある。

「勿論ありましょう。ですが──」

　わずかに声を潜めてリバムは言った。

「それこそ、好都合、なのでは？」

「…………」

　ツィネは息を呑のんだ。

　ユニアは王位継承権を争う政敵──それは間違いないが。同じ父の血を引く姉である事もまた間違いないのである。しかもユニアはその性格から、政敵であるツィネにも鷹おう揚ようというか、優しい態度で接してくる。それがまた舐なめられている様な気がして、ツィネは不愉快ではあったのだが──

　それでも、殺したい程に、嫌いな訳ではないのだ。

　それこそ、殺したい程に憎いのであれば──そしてどうしても王位に就きたいのであれば、ユニアを暗殺なり何なりする方法も在ったが、ツィネはそんな手段を選ばなかった。

　あくまでツィネはユニアに勝って、王位に就きたかったのだ。

　だが……

「御決断を、殿下？」

　静かに笑いながらリバムが言う。

　今なら護国鬼神が代わりに手を汚してくれる、リバムはそう言っているのだ。ユニアを殺して、ツィネが王位に就く事の手助けをしてくれると。

「…………」

　酷い喉のどの渇きを覚えてツィネは傍らに手を伸ばす。

　黙って一部始終を聞いていた侍女の一人が、察して水差しから水を注いだ水飲碗カツプを差し出してきた。

　それを一気に呷あおって──ツィネは短い溜ため息いきをついた。
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　トリニティア城は王城として幾重にも守られている。

　堅けん牢ろうな造りである事は勿論だが、目に見える塀や壁や鎧よろい戸どのみならず、魔術的な結界防御も文字通りに十と重え二は十た重えと展開されている。当然ながら王族や重臣に害意を抱く者が攻め込もうとしても、そう簡単に入り込めるものではない。

　そう。入り込むのは非常に難しい。

　たとえ一度はそこから脱出した者であってもである。

　しかし──

「……さて」

　トリニティア城──最上階の更に、上。

　そこに王都全体に時を告げる為の大型時計塔が建っている。

　時報として打ち鳴らされる鐘は、魔導機関で自動化されており、時刻によって鳴る音が変わる様になっている。基本的に時を刻み告げる為だけの施設であり、此こ処こに人が出入りする事は殆ほとんど無い。せいぜい、機関職人が時計の調整の為、月に一度かそこら入るだけだ。

　しかも鐘の音が満遍なく通りやすい様に、塔の上端は基本的に壁が無い。上端部分の屋根を支える為の柱が都合六本、存在するだけである。

　そこに……今、ハリエット達の姿は在った。

「ここまでは問題無く」

「そ……そうですね」

　と頷うなずくのはユニアである。

　彼女はちらりちらりと『下』を見ては、脚が震えそうになるのを堪こらえている様だった。確かに此処で脚を滑らせて落ちれば命は無い。高所が苦手な者でなくとも、脚が震えるのは当然だった。

　そういう意味ではハリエットや、そして高所の強い風に髪をなびかせながらも平然と立っているセラフィなどは、かなり特殊な部類に入るだろう。

「此処は城の『中』ではないので防御結界や封禁結界の範囲外なのです」

　つまり城の中に入り込むのではなく、その外側であれば、転移魔術で移動してくる事が可能という訳だ。これは城から出る場合も同様、つまり王都全体に結界塔によって常時展開されている防衛用の封禁結界と同種のものが、規模こそ遥はるかに小さいが王城にもあるという事だった。

　だからこそハリエット達も、地下のアラモゴード城からここまで、転移魔術で来る事が出来た訳だが。

「殿下にはご同行いただき感謝いたします。私では少々、知名度が足りませんので」

「…………それは、分かっています」

　と一瞬、唇を噛かんでからユニアは頷いた。

「時間的にもそろそろだと思われます。殿下。ご準備を」

　言いながらハリエットは懐から取り出した紙束を──魔術用の術式符を時計塔の柱に貼り付けていく。耐久性には乏しいが、予あらかじめ術式を焼き付けたそれは、柱や壁に貼る事でそれらを一時的に、特定目的用の魔動機関に変える事が出来る。

　今ハリエットが用意しているのは、幻影を拡大投影する為のものと、そして単純な拡声の為のものである。

　要するに──第一王女であるユニアの姿と声で、今現在トリニティアに蔓まん延えんしつつある『奇病』の真実を公表しようというのだ。元々この時計塔には時報の際に起動する拡声の魔法術式が存在するので、これに上乗せする形で魔術を用いれば、王都全域に、ユニアの声と姿を届ける事が出来る。

　だが……

「んんっ…………」

　不意にユニアが眉まゆを顰ひそめてふらりと姿勢を崩し、傍に居たセラフィが彼女を支えた。

「そろそろみたい……」

「──では」

　ハリエットが頷いて各所に貼り付けた術式符に魔力を注入。

　符の上に描き込まれた魔術回路がうっすらと光るのを確認して手振りで『いけます』とユニアに示す。ユニアはセラフィと並んでその場に改めて背筋を伸ばして立つと、深呼吸を一つして──




「──傾注！　傾注です！　傾注してください！　王都臣民の皆さん!!」




　そう叫んだ。

　同時に魔術式が彼女の声を拡大し、その姿もまた拡大されて空中に投影される。城の外から見れば、トリニティア城の時計塔が丸ごと、ユニアの姿に──十倍近い大きさのユニアに置き換わったかの様に見えた事だろう。




『──傾注！　傾注です！　傾注してください！　王都臣民の皆さん!!』




　ユニアの声がまるで山間部での叫びの様に幾重にも反響しながら、広がっていく。

　それを確認しながら、彼女は更に言った。

「私はウォルトン国王代行、第一王女ユニア・ラ・ウォルトンです！」

　さすがに此処からは王都全体の反応を確かめる訳にもいかないが、ユニア等の足下、トリニティア城内で、何やらざわめきが生じているのが足の裏で感じられた。

「王都臣民の皆さんに、今から、『獣耳と尻尾しつぽが生える奇病』について、分かっている事をお話しします！　聞いてください！」

　そしてユニアは滔とう々とうと全てを語っていく。

　曰いわく──

『獣耳と尻尾が生える奇病』は噂通り確かにネプツニスの送り込んだ呪術兵器である。

　だがその呪術の効果は本当に『獣耳と尻尾が生えるだけ』で、他には何も生じない。

　徹底的に調べたが、他に問題のある呪じゆ詛その術式は発見出来なかった。

　同時にネプツニスの戦争奴隷から──セラフィの事である──ネプツニスが今回企んだ謀略の詳細を聞き出した。

　ネプツニス帝国の軍師は、ただ無害な『獣耳と尻尾が生える奇病』を蔓延させ、同時に臣民の間に不安を煽あおる事で、トリニティアを──ウォルトン王国の臣民を二分させ、双方の疑心暗鬼を煽って、殺し合いをさせようと企んでいた。

『敵国たるネプツニスが仕掛けてきたのが、ただ獣耳と尻尾が生えるだけの呪術である筈はずが無い』──そんな考えを逆手にとって、必要の無い対立を煽り、トリニティアの臣民が自滅するのを見る積もりなのだ。

　──と。

「ちなみに──ネプツニスの住人、ネプツニスに所属するという自覚のある者には、この呪術は作用しません。あくまで中間媒介者になるだけです」

　そこまで説明してから──

「とはいえ」

　ふとユニアは苦笑を浮かべて言った。

「いきなりこんな事言われても、信じられませんよね？」

　それはもう身も蓋ふたもない、しかし道理だった。

　ユニアの告げている事は、全て臣民達が自分で確かめられる裏付けが無い。

　魔術師や賢者達ならば、なるほど、それで筋が通ると手を打ったかもしれないが、彼等の数は一般の臣民に比べて圧倒的に少ない。

　実際、ツィネ達も信じなかったのだ。臣民達が信じられる道理は何処にも無い。ユニアは第一王女として臣民からの一定の信頼を得てはいるが、ただ妄言を垂れ流しているだけ、という可能性は消えないし、それに誰もが思い至らない筈も無い。

　言葉で告げるだけでは埒らちがあかない。

　それでどうにかなる位なら、獣耳や尻尾の生えた罹り患かん者達が、『自分達はネプツニスに寝返ってなんていない』『自分達は無実だ』と訴えてそれで事が済んでいた筈だ。

　故に──

「……という訳で」

　ユニアはふっと悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべて言った。

「無害であるという証あかしに、私が、実際に、罹患してみせましょう！」

　そう言うや否や、傍らに立っていたセラフィの肩を両手で掴つかむと──ユニアはいきなりその唇に接せつ吻ぷんをした。それも軽く唇を合わす様な可愛いものではなく、吸い付いて、舌も入れて、セラフィの口の中をじっくりたっぷりねっとり味わうかの様な、濃厚な感じに。

「──！　──!!」

　セラフィはセラフィで一応、予め何をするかを告げられてはいた訳だが、まさかこんな本気っぽい接吻をされるとは思ってもいなかった様で、思わずびくりと身を竦すくませた後、ばたばたと手を振り回していたが。

「…………ごちそうさまです」

　と──何やら本旨を忘れてじっくりたっぷり堪たん能のうしたユニアが唇を離した途端、ぺたりとその場に座り込んでしまった。

「さて、このネプツニスの呪術兵器ですが。先にもお話しした通り、効率良く呪詛を広める為に、ネプツニスに属する者、ネプツニス側である自覚のある者の身体には、獣耳、尻尾が生えるという症状が出ません。『奇病』に罹かかっていると宣伝して回っている様なものですからね。この少女もネプツニスの戦争奴隷です」

　そう言ってセラフィの首に着けられている奴隷用の首輪を示す。ちなみにセラフィのこれは一いつ旦たん、レオが外していたが、今回、改めて形だけのものを造ってはめ直した。勿もち論ろん、セラフィがネプツニスの戦争奴隷だという話に説得力を持たせる為だ。

　そして──

「んんっ…………」

　ユニアは身を震わせると、自分の頭に着けられていた宝飾冠テイアラに手を掛けて、これを──外す。

　途端、ぴょこんと一対の獣耳が彼女の頭部に起き上がった。

「……ああ、ご覧なさい、皆さん。私も獣耳が生えてきましたよ？」

　そう言ってむしろ嬉うれしげに微笑むユニア。

　実を言えば、ユニアが件くだんの呪詛に感染したのはもっと前──一旦、トリニティア城から出た際の事である。感染してから症状が出るまでには個人差があり、この『告知』の時点でそう簡単に獣耳と尻尾が都合良く生えてくるとも思えなかったので、それらが生え始めたのを確認してから、それを宝飾冠テイアラで押さえつけ、衣装ドレスで隠して、ここまで来たのだ。

　ともあれ──

「私も獣耳と尻尾つきになってしまいました」

　彼女の衣装ドレスの裾すそを持ち上げて尻尾がひょいとその先端を見せたのは次の瞬間だった。




　　　　●




「な、何をしているのだ、姉上はっ!?」

　ユニアの『告知』は城の中にも届いていた。

　彼女の声は勿論だが、姿も──虚空に映し出した幻影も、魔術を用いて水晶板に映し出せば城内からでも見る事が出来る。常日頃から王都の各所を見下ろす事が出来るようにと、元々その種の警備用魔導機関は城内の、そして、王都のあちらこちらに設置されていた。
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「自分からわざわざ──」

　ツィネの部屋では、いつもの様に話しに来ていたリバムと、そしてツィネお付きの侍女達が居たのだが、全員がやはり呆ぼう然ぜんとユニアの『告知』を見ていた。

「こ……これは……思い切った真似を……」

　とさすがにリバムも驚いた様子でそう呟つぶやく。

「……しかし、第一王女殿下自らが身を挺ていして、といえば聞こえは良いが、呪術兵器の危険性を否定する証明にはまったくなっていない」

「それは……確かに」

　とツィネも頷うなずいて。

「…………んん？」

　彼女は顔をしかめて自分の頭部に手を当てた。

　丁度、宝飾冠テイアラを被っている辺りで──

『──それから』

　ユニアの『告知』は更に続く。

『これでもまだ信じられない、分からない、という人も居るでしょう。居て当然です。ですから、もういっそ、皆で罹患しちゃいましょう！』

「──!?」

『可愛いですよ、獣耳と尻尾！　ほらほら！』

　そう言ってユニアの幻影がくるりとその場で一回転する。

　まあ確かに獣耳と尻尾を生やした彼女の姿は、元々の優れた容姿に、奇妙な愛あい嬌きようを付け加えていた。整いすぎた美人であるだけに、近づきがたい印象すらあったのだが、それが一気に親しみを帯びた感じである。

『本当を言うと、初めて見た時から興味あったんですよね。可愛いなあって。私にも生えてこないかなあって。それで獣耳と尻尾の生えた者同士でキャッキャうふふしたりすると、きっと、素敵だろうなあって。第一王女としての立場があったので、勿論、黙ってましたけどね？』

「ま……まさか……」

　ツィネが震えながら宝飾冠テイアラを外す。

　途端──その頭部に起き上がる、獣耳。

「い、いつの間に!?　どうやって!?」

「で、殿下……！」

　と侍女達の声に振り向いて見れば……彼女等の頭部にもツィネ同様に獣耳が生えてきていて。

『あ。そろそろ皆さんにも獣耳が生えてきてると思います』

　とユニアの幻影が楽しそうに言う。

『二日前、トリニティア城の地下、地底湖に複製した呪原体を散布したんです』

「──っ!?」

　がたんと音を立てて椅子から立ち上がるツィネ。

　彼女の手が当たって、近くに置かれていた水差しが、中身を床にぶちまけて転がった。

　トリニティアの生活用水の大半は、その直下に存在する巨大な地底湖から汲くみ上げたものを用いている。近隣の山脈そのものがその分厚い地層で濾ろ過かした水は、川の水よりも遥はるかに清浄で、そのまま飲んでも問題の無い代物だったからだ。

　ユニアはそこに──あろうことか、トリニティアの水瓶とも言うべき地底湖に、呪原体を投げ込んだというのだ。それはつまり、飲料水として地底湖の水を用いているトリニティアの住人のほぼ全てが、感染済み、という事に他ならない。

　──『皆で罹患しちゃいましょう』

　その言葉通り、ユニアはトリニティアの住人のほぼ全てを獣耳と尻尾付きの獣化人にしてしまう積もりなのだ。

　他人の心の中なんて分からない。

　だから獣耳と尻尾しつぽの生えた者達が、心の奥底でネプツニス側に寝返っていたとしても、自分達に対して害意を抱いていたとしても、確認のしようがない。少なくとも魔術師でも賢者でもない者達には、他人の心の中を確かめる手段が無い。

　だからこそ疑心暗鬼が生じてくる。

　ならば──いっそ、自ら獣耳と尻尾を生やしてしまえば、自分で確認出来るではないか。

「なんという無む茶ちやを……！」

「……で、殿下っ!!　殿下っ！」

　部屋の外──からツィネを喚よぶ声がする。

　二人の侍女が扉を開くと、廊下でも、他の侍女やら侍従やらが、獣耳と尻尾を生やして右往左往している姿を目の当たりにする事になった。右往左往する者の中には、ツィネの実母である王妃の姿もある。

　どうやらもう城内の人間にも揃って症状が出ている様だった。

　恐らく病床のウォルトン王にも獣耳と尻尾が生えている事だろう。

　だが──

「…………」

　ふと背後を振り向くツィネ。

　補佐役であるリバムがそこに立っている。

　いつもの、見慣れた、何ら変わらぬ──姿で。

「リバム・ロレンス──御前は」

　彼には獣耳が生えていない。尻尾が生えている様子も無い。

　ユニアの言葉が正しいならば──

　──『効率良く呪じゆ詛そを広める為に、ネプツニスに属する者、ネプツニス側である自覚のある者の身体には、獣耳、尻尾が生えるという症状が出ません』

「御前は、まさか……」

「…………まさか、なんでしょう、殿下？」

　首を傾げてリバムは微笑んだ。




　　　　●




　だらんと力なくぶら下がっていたハリエット人形が、唐突に顔を上げた。

『──若様』

　糸で吊つり下げられているだけの筈はずなのだが、ハリエット人形は器用に周囲を見回し、そして御者殻の床でフェルミとマリエルに挟まれる様にして座っているレオを見つける。

『おやおや。若様、両手に花で今夜は寝かさないぜ的な所を失礼します』

「御前はいつも──というか、ハリエット？」

　立ち上がるレオ。

　彼を挟み込む様にしてもたれかかったまま眠っていたフェルミとマリエルは、そのままずるりと倒れ、頭を二人してぶつけて『みぎゃ!?』と声を漏らしていたが、それはさておき。

「これ、念話か？」

　トリニティアの外に居るレオ達と、トリニティアの中に留とどまっているハリエットでは、結界に阻まれて念話が出来ない──筈なのだが。

『はい。一時的にですが、王都の結界が解除されました。第二王女ツィネ殿下の王族特権で魔術式を一時的に停止させた様です』

「なんでまた!?」

『とりあえず、ユニア殿下の御協力で、トリニティアの住民の殆ほとんどを獣耳尻尾つきの獣化人にする作戦は成功したのですが』

「──はあ!?　御前、なにやって──」

『これを御覧ください』

　とハリエット人形が短い手足を振り回して『ふんっ！』と何やら気張ると、〈アラモゴード〉御者殻内に設置された水晶板に王都のものらしい情景が映し出された。

　即ち──

「お？　お…………おおおおおおおおお!?」

「──レオ様？」

「御主人様？」

　マリエルとフェルミが揃って眼を擦こすりながら身を起こすが、レオは仮面の下で眼を見開いたまま叫びとも唸うなりともつかない声を漏らしていた。

「な……なんという楽園っ!?」

　恐らくは王城の内部を映したものなのだろう。

　家政婦服を着た侍女達が右往左往しているのだが、どの侍女の頭部にも獣耳が生えており、彼女等の衣服の裾を持ち上げる様にして尻尾が生えているのも確認出来る。

『概ね、王都全体がこの様な状況でして』

「獣耳が、尻尾が……ああ、なんで、なんで俺は今、トリニティアの外にいるのだろう!?　あそこに行きたい、いや、あそこに、飛び込みたいっ！　飛び込んで、もふもふの尻尾と、獣耳を、生え際の和にこ毛げを、思う存分、愉たのしみたいっ！　ああ、くそ、こんな所で睨にらみ合ってる場合じゃねえぞっ!?」

「──れ、レオ様？」

　と若干、拗すねた様な顔でレオの服の袖そでを引っ張るのはマリエルである。

「け、獣耳と尻尾なら、その、こ、ここにもあります……………………にゃん」

「マリエルっ!?」

　愕がく然ぜんとマリエルの方を見るレオ。

「お、御前という奴は、御前という奴は……おおおお!?」

「ご……御主人様……？　にゃん……？」

「フェルミまでっ!?　おああ、あああああ!?」

「フェルミ、貴女あなたは獣耳と尻尾が生えてないんだから、そんな語尾をつける必要は──っていうか何着けてるんですか、貴女!?」

「……付け耳です」

　と頭に改めて作り物の獣耳を着けながら言うフェルミ。

　超小型の魔導機関でも内蔵しているのか、それはまるで本物の様にぴくぴくと動いていた。

「ハリエットさんが……持たせてくれました……尻尾もあります……」

「ハリエットさん!?」

　余計な事を!?　と言わんばかりの勢いで言うマリエルだが。

『激しく馬鹿な感じに盛り上がっている所を申し訳ありませんが』

　ハリエット人形は素知らぬ顔で──表情は人形なので変わらないのだが──言った。

『事態は急を要します。若様、お気を付けください。第二王女ツィネ殿下を人質にとった、エルピオ・ハイペリオンの傀儡くぐつが、新型の試作型魔導機兵に乗ってそちらに向かっています。恐らく企みが失敗ミスに終わったので、せめて、護国鬼神だけでも亡き者にしようという考えなのでしょう。結界塔の結界が解除されたのは、その為です。下手をすれば〈アラモゴード〉に魔導機兵で抱き付いて自爆する積もりかも』

「なりふり構ってねえな」

　とレオは溜ため息いきをついて凝りを解ほぐす様に首を回す。

「──っていうか、第二王女を人質？」

『はい。ユニア殿下からの伝言です、「護国鬼神殿、どうか妹をお救いください。ちょっと権力志向が強い娘ですが、決して悪い子ではないのです」との事で』

「ユニア……」

　と感極まった様に呟つぶやくのはマリエルである。

　王位を相争う立場であった筈の姉妹だが、少なくともユニアの側からはツィネを未いまだきちんと妹として──家族として見ているという事だ。

『この後、若様が相対している五機の〈プルートゥ〉にはユニア殿下から直じかに、引くようにとの命令が伝えられますが、しかし……』

「分かっておる」

　改めて仮面に指を当てて位置を直しながらレオは歯を剥むいて笑った。

「近この衛え騎士であれば、第二王女を人質にとられては、何も出来まいよ。むしろ第二王女を盾に命じられれば、我に斬り掛かってくるやもな」

『あるいはそうかも』

「それが当然。当然の責務よ、近衛の奴等にはな。だが──カカカ、まさしくこれぞ護国鬼神の出番。邪を裂く邪、鬼を突く鬼、悪を斬る悪。この護国鬼神が、人質をとられたくらいで身動き出来ぬとでも思っておるなら、エルピオ・ハイペリオンもとんだ阿あ呆ほうよな」

「レオ様──」

　とマリエルが驚いた様にその仮面を見上げるが。

「止めるなよマリエル」

「勿もち論ろん、止めません」

　とマリエルは言った。

「護国鬼神らしからぬレオ様のお優しさ、私はよく知っておりますので！　その、あの、つ、妻、なのですから……！」

　ぴん、と尻尾を立ててそう言うマリエル。

「…………」

　一瞬、毒気が抜かれた様にレオの口元が緩んで、唖あ然ぜんとした形になったが──それも一瞬の事である。

「カカカ、何を知った風な事を！　とはいえ──」

　レオは改めて姿勢を正し、魔術式を展開。

〈アラモゴード〉を待機状態から瞬時に戦闘準備状態へと移行させる。

「待機状態とはいえ、三日も乗りっぱなしでは、魔力が心こころ許もとないな」

　言ってレオはフェルミを手招きする。

「フェルミ、こっちに来い。しがみつけ」

「はい、御主人様」

　と何の疑問も無くフェルミはレオの身体に抱き付く。

　そして──

「さすがに我にもうつるかもな」

　そんな一言を呟いてから、レオはフェルミを抱き締めながら、仮面を少しずらして──

「──れ、レオ様!?」

　マリエルが脳天から出る様な甲高い悲鳴じみた声を上げる。

　レオがフェルミの唇を奪ったからである。

「な、な、なにを──」

『魔力を補充しておられるのですよ、マリエル様』

　とハリエットが解説してくる。

『フェルミは妖よう精せい──常人よりも遥はるかに魔力が潤沢で、しかも質が高い。私が貴女だけでなくフェルミもそちらに遣やったのは、魔力補充の意味もありましたので』

「で、でも、でも、あれ、接せつ吻ぷん──」

『勿論、接吻でなくても魔力は補充出来ますが』

「だったらそちらでやればいいでしょう!?」

『まぐわっている暇は今は無いと思われますので』

「──は？　まぐ……え？」

『万が一、戦いが長引いてフェルミだけで足りない場合は、では、マリエル様は若様に、「自分は接吻じゃなくて、もっと本格的な感じがいいな（はぁと）」とかそんな感じでお願いしてくださいませ。フェルミの見ている前で、しかも童貞と処女がとなると、中々に難易度が高いですがきっと若様なら──』

「ハリエットさんっ!?」

　マリエルは悲鳴じみた声で叫びながらハリエット人形の首を絞める。

　そして──

「ああもう、うるせえ、だ、黙ってろ御前等は!?」

　とフェルミから唇を離して怒鳴るレオ。

　フェルミはというと、何やら普段にも増して茫ぼう洋ようとした感じになってくたりと脱力している。魔力を吸われると誰でもこうなるのか、それとも単に初めてレオに接吻されたからこうなっているのかは、分からないが。

「接吻だのまぐわうだの言われたら、集中できんわ！」

「でもレオ様──」

「文句は後で聞く！」

　言ってレオは接続索や導管の間に腕を差し込む。

「来たぞ！　フェルミもマリエルも、何処かに掴つかまっていろ！」

「──！」

　水晶板に〈アラモゴード〉から少し離れた場所が──草原が映っている。

　風を受けて緩やかに波打つそこに、揺れながらも光の線が走り、それが繋つながり、分岐し、あるいは折れ曲がって、巨大な魔法陣を描いていく。

　やがて……

「──確か〈ウラーヌス〉、だったか？」

　呟くレオ。

　黒と金と銀に彩られ、〈アラモゴード〉と同等の身の丈の──しかし、二つの顔と四本の腕を備えた異形の巨体が、魔法陣の真ん中に浮かび上がってきた。
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　試作型魔導機兵〈ウラーヌス〉。

〈プルートゥ〉の『弱点』を補うべく造られた魔導兵器である。

　量産されている騎馬型の〈プルートゥ〉は、四本脚による安定性の高さから開けた場所での大規模会戦においては名機として高い評価を受けていたが、その巨体故に、都市部での運用には無理があった。馬身部分が在る為に──前後に長い為に、都市の中では方向転換も迂う闊かつに出来ないのだ。

　そもそも魔導機兵という大型魔導兵器は都市部で使うものではない。

　だから〈プルートゥ〉の巨体も特に問題視されてこなかった。

　だがその一方で──護国鬼神の扱う〈アラモゴード〉は、トリニティア内部でも問題無く動き回り、半年前の大型魔導兵器襲撃の際にも、大活躍をした。

　勿論〈アラモゴード〉はサムライの専用武装であり、サムライを生んだ極東の技術で造られている。単純に他の魔導機兵と比べる訳にはいかない。

　だが、〈アラモゴード〉の二足歩行による機敏さと占有面積の小ささを見習い、トリニティアに限らず都市防衛用の魔導機兵を造る事は出来ないか──そういった考えは、実を言えば先々代の護国鬼神の頃から、おおよそ五十年前から在った。ネプツニス帝国が大型の、半生体魔導兵器を戦場に出す様になり、国境線付近の街や村が襲われる様になった為、これに対抗出来る都市防衛兵器が求められていたのである。

　だが〈アラモゴード〉はあくまで護国鬼神の身体能力を拡大する武装だ。

　それ故に、〈アラモゴード〉と同じものを万一造れたとしても、普通の人間には──騎士や兵士にはこれを扱いきれない。下手をすれば立って歩く事すらままならず、転倒してその巨体で無意味に街に損害を与えかねなかった。

〈ウラーヌス〉では発想の転換が図られた。

　二足歩行でも転倒しにくい機体はどうすれば造れるか？

　結果として、四本の腕を持ち、二つの顔を備え、それらを使って平衡を確保する──いわば安定器バランサー代わりに腕を増やし、双面にする事によって、視界を広げたのである。

　勿論、これはあくまで都市部での高速移動の為のものであるが、結果として〈ウラーヌス〉は剣なり槍やりなりを四本の腕で──つまり普通の人間の倍の数の腕で扱う事が可能となり、攻撃力も倍加した。

　勿論、それでも量産に至っていないのは、まだ四本腕による姿勢制御が完全ではないという事と、本来、人間には無い二つ目の顔、三本目四本目の腕、これらを一つの顔と二本の腕しか持っていない人間が、上手うまく扱えないという問題が在ったからだ。

　だが……これが事、都市外となるとその問題の殆ほとんどは消滅する。

　二つの顔により前後左右に死角が無く、四本の腕により高い攻撃力を誇る〈ウラーヌス〉は、稼働時間の短さを除けばおよそ弱点の無い魔導機兵と言えた。

　ただ──

「──少々きついですかな、殿下」

〈ウラーヌス〉は復座型である。

　魔導機関を介して意識で直接に制御すると言っても、双面と四本腕を操るのは人間の感覚に負担が大きい。故に二人の御者が交替で、姿勢制御と、機体動作を担当する。

　姿勢制御役の御者は、その意識の大半を、魔導機関に直結されて、姿勢制御その他の演算に使われる。

　だが長時間、御者の片方を演算に使っていると、最悪、精神が破壊される。それ故の御者の交代制であり、それでも尚なお、稼働時間は短いのだ。

　ちなみに〈プルートゥ〉の場合は、馬身制御の為に、本物の馬が魔導機関に繋がれている。〈ウラーヌス〉の場合は、『本来存在しない、他に類を見ない異形』であるが故に、その制御が非常に難しいのである。

「…………」

〈ウラーヌス〉の魔導機関に繋がれ、四よつん這ばいの様な──王女としては屈辱的に過ぎる体勢でツィネは拘束されていた。勿論、強制されている演算のせいで意識は朦もう朧ろうとしており、リバムの問いにも返事をする様子は無い。

「実際に戦闘になれば、この比ではない位に辛つらくなります。激しく動き回りますからね。そうならない為にも、どうか、御命令を。近この衛えの騎士達に、護国鬼神を殺せ、と」

「…………う……うっ……」

「おや。まともに喋しやべる事も出来ませんか。仕方ない」

　そう言ってリバムは念話回路を五機の〈プルートゥ〉全てに繋ぐと、落ち着いた口調で言った。

「こちらはウォルトン王国第二王女ツィネ・レ・ウォルトン殿下と、その補佐役リバム・ロレンスです。騎士団の皆さん。ツィネ殿下のお体を気遣ってくださるなら、どうか、護国鬼神を殺してくださいませ」

『リバム・ロレンスといったか、貴様、何を考えて──』

「早く、嗚あ呼あ、早くしていただかないと、ツィネ殿下が苦しそうです！」

『…………ッ』

「このままでは殿下が死んでしまうやも！　ああ、哀しい事です。そんな事になったら！　ですから近衛騎士の皆さんは、是非、全力で護国鬼神を殺してください」

『なっ……!?』

「一対一なんて古臭い事は言わず、全員で一斉に襲い掛かれば護国鬼神だって無事には済みません。ええ、きっと、近衛騎士の皆さんなら出来ます！　きっと出来ます！　信じています！　頑張って！」

　リバムは楽しそうにそう言った。

「さあ、早く、早く、早くっ！　殿下の為に！　ただただ、殿下の、為に！」

『くっ…………』

　これ以上の会話は無駄だと理解したか、呻うめく様な一声を念話回路越しに漏らすと、五機の〈プルートゥ〉は〈アラモゴード〉に向けて動き出した。
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「逃げろ、逃げろ、巻き込まれるぞっ!?」

〈アラモゴード〉と〈プルートゥ〉の足下に居た、獣化人達と、これを護送していた兵士、騎士達は、大慌てで逃げ始めた。

　幸い、〈プルートゥ〉の近衛騎士達は、逃げる者の事など最も早はや、見ていない様で──むしろ騎士達、兵士達が獣化人達を促して一緒に逃げても、これを止めようとはしない。

　彼等がある程度まで離れると、〈プルートゥ〉五機は一斉に姿勢を下げた。

　突撃前に脚をたわめて力を溜ため込んでいるのだ。

　四脚による高速走行と、その巨体の重量を乗せた騎兵槍の突撃は、同規模の魔導兵器をいとも容た易やすく串くし刺ざしにする。扇状に展開した五機が一斉に突撃してくれば、逃げ場は後ろにしか無く、そして後ろに下がっても〈プルートゥ〉の全力疾走から逃れるのはほぼ不可能。

　同時に──〈プルートゥ〉の騎兵槍の各所に付いている『爪』が起き上がり、騎兵槍そのものが回転を始める。ただ貫くだけでなく、回転する『爪』によって相手を削り砕く、必殺の武器。

　如い何かに〈アラモゴード〉といえど、まともに喰らえば大破は必ひつ須す。

　だが──

「──悲壮な覚悟、見事」

　と歯を剥むいて笑いながらレオは言った。

「近衛騎士ならばそれが当然。遠慮はいらん、存分に参られよ各々方っ！」

「……レオ様」

「──分かってる」

　と拡声術式を一度切ってレオは傍らのマリエルに言った。

「殺さねえよ。連中だって仕方なくなのは分かってる。近衛騎士だからな。全力で来ないと第二王女が殺されるかもしれん」

「レオ様、ありがとうございます──」

「まあこっちも、手加減しにくいから、半殺しにはなるかもしれんが」

「──え」

「来いっ！」

　再び拡声術式を接続して叫ぶレオ。

　地響きを立てて五機の、鋼鉄の半人半馬が〈アラモゴード〉に殺到する。突撃の瞬間を揃えての、見事な連係。それはまるで鋏はさみが閉じるかの様な滑らかな動きだった。

　前にも左右にも逃げ場は無い。後ろに下がってもすぐ追い付かれる。

〈アラモゴード〉は──

「カカカカカカっ！」

　哄こう笑しようと共に、あろう事か、跳躍した。

　貫くべき目標を失い、五本の回転する騎兵槍がその先端を激突させて、鋼の悲鳴と火花を散らす。互いの回転と、『爪』が妙な形で引っかかり、がりがりと音を立てる五本の騎兵槍、その上にひょいと──その巨体と重量を感じさせぬ身軽さで〈アラモゴード〉が降り立ったのは次の瞬間だった。

〈アラモゴード〉はあくまでサムライの奥義を拡大する武具である。

　ならばレオが出来る事は〈アラモゴード〉も出来る。

　当然──曲芸めいた身の軽さも、〈アラモゴード〉ならではだ。

「躊躇ためらい無き突撃は見事！　されどその程度で護国鬼神を討とうとはあまりに甘いわっ！」

『──っ!?』

　次の瞬間、〈アラモゴード〉は槍の上から跳躍──真ん中の〈プルートゥ〉の頭部に〈アラモゴード〉の蹴けりが正面から入った。

　仰のけ反りながらも、威力の全てを逃す事は出来なかったか、轟ごう音おんと共に頭部が胴体から引き千切られて、吹っ飛んでいく。剥き出しになった破断面──半壊した首元の御者殻の中で、近衛騎士が白眼を剥いているのが見えた。

『な、なんだとっ!?』

　残る四機の近衛騎士達が揃って驚きの声を上げる。

「カカカカカ、何を驚いておるかっ！　改めて教育が必要か!?　近衛騎士っ！」

　これまた地響きを立てながら倒れる〈プルートゥ〉の胴体の上に着地しながらレオの哄笑を辺りに振ふり撒まく〈アラモゴード〉。

「刀が無ければ戦えぬなどとほざくは二流、素手だろうが、たとえ首だけになろうが、敵を斃たおせてこそ真のサムライよっ！」

「そんな無む茶ちやな……」

　とマリエルが呻く様に呟つぶやく。

「でもレオ様、今のは──」

　マリエルは気がついているのだろう。

　今レオが使ったのは、手と足の違いはあれど、以前、マリエルが喰らった『寸すん勁けい』と同じものであると。〈アラモゴード〉の巨体で増幅されたレオの技は、〈プルートゥ〉の首回りの装甲を貫通して内部の骨格部に集中し、これを破壊──刀無くしての斬首を可能ならしめたのである。

　ハッタリでも何でも無い。

　護国鬼神は本当に素手だろうが何だろうが相手の首を刈るのだ。

「そおれっ！　教育的指導ッ!!」

　真ん中を破られ、驚きで動きが鈍った相手の布陣に、姿勢を低くして襲い掛かる〈アラモゴード〉。慌てて〈プルートゥ〉の四機は槍を〈アラモゴード〉に突き刺そうとするものの、『引いて』『突き出す』という動作では〈アラモゴード〉の速さに対応しきれない。

「阿あ呆ほうっ！　そこは叩たたき伏ふせるが正解よっ！」

　吼ほえながらレオは〈アラモゴード〉の斬ざん塁るい刀とうを抜く。

　城をも叩き割る刀が一いつ閃せんした次の瞬間、二機の〈プルートゥ〉が傾き、そして最初の一機と同様に地響きを立てて地面に横倒しになった。

　前脚を斬られたのだ。

　四本脚で安定接地する事が前提の〈プルートゥ〉は、当然、立ってすらいられない。身動きが出来なくなった騎兵など、路傍の石と大差無かった。身を起こすことも出来なければ、騎兵槍やりを扱う事すら出来ない。

『ひっ──卑ひ怯きような!?』

『馬身を狙うなど、戦場の作法に──』

　代わりに斬られた〈プルートゥ〉の騎士達が罵ば声せいを発する。

　確かに騎馬兵の馬を狙う攻撃は、騎士同士の決闘では卑怯卑劣と誹そしられる禁じ手である。

「卑怯？　作法？　カカカ、寝言は寝て言わんかっ！　我は騎士でもないし、これは決闘でもないであろうが！　五人がかりで突っかかってきて正々堂々を謳うたうとは片腹痛いわ！」

　そうレオの声を撒き散らす〈アラモゴード〉に、残り二機が今度こそ騎兵槍を繰り出してくる。先の二機が斬られた事で生じた時間的余裕で間合いを調整し、彼等本来の必殺技を放ったのである。

　だが──

『…………くっ!?』

「そうそう、それよそれっ！　それでこそよなっ！　仲間が身を挺ていして作った隙を突く！　良いぞ、悪くないっ！　褒めてやろうっ！」

　とレオは言った。

　突き出された二本の騎兵槍は、しかし半身に──わずかに身体を捻ひねって斜めに構えた〈アラモゴード〉の両脇を通り抜けていた。

　しかも──

『──!?』

『は、放せっ!?』

　騎士達が叫ぶのも道理、〈アラモゴード〉は回転する騎兵槍を両腕で抱え込んでいた。

〈プルートゥ〉はこれを引き戻す事が出来ず、次の攻撃に移れない。それどころか〈アラモゴード〉と距離をとる事すら出来ない。

　だがその一方で、回転する騎兵槍の『爪』は、〈アラモゴード〉の一次装甲を削り、剥はがしてゆく。〈アラモゴード〉も無傷、という訳ではないのだ。

　しかし……

「皮を斬らせて肉を断つ。肉を斬らせて骨を断つ。腕を断たせて──首を、刈る、これぞ護国鬼神の流儀と心得よっ！」

　強引に腕で騎兵槍を抱え込んだまま、〈アラモゴード〉は半回転。

　まるで斬られて血を撒き散らすかの様に、大量の装甲破片をばらまきつつも、〈アラモゴード〉は〈プルートゥ〉から騎兵槍をもぎ取っていた。

『くそっ……！』

『ならばっ……！』

　二機の〈プルートゥ〉がまるで暴れ馬の様に後ろ脚で大きく立ち上がる。前脚で〈アラモゴード〉を蹴散らそうというのだろう。雑兵に対して騎兵がしばしばとる戦法の一つであり、〈プルートゥ〉の脚にも、蹴りに際して威力が倍増する様にと、折り畳み式の『爪』が装備されていた。

「カカカカカっ！　ようやく初手の間違いに気がついたか!?」

　レオは更に哄笑しつつ、騎兵槍を棄てる。

「そも、徒かちの兵に騎兵槍で突撃を仕掛ける事そのものが間違いよっ！　それは同じ目線の高さの騎兵相手の技、徒歩の相手は蹴散らすに限る！　今更、気付いても遅いがなっ！」

　既に〈アラモゴード〉は斬塁刀の間合いに居る。

　立ち上がった〈プルートゥ〉の一機、その腹部装甲の合わせ目に斬塁刀が突き刺さったのは次の瞬間だった。無防備な腹を守る分厚い装甲も、合わせ目を攻められては刺し突とつを防ぎきるのは難しい。

　一瞬でその小さな小さな隙間に刀をねじ込めるその攻撃精度と速度、それこそがサムライの剣技の本質にして真骨頂である。

「──噴ふんっ！」

　レオの裂れつ帛ぱくの気合いと共に炸さく裂れつする──奥義、『微み塵じんの太刀』。

　内部から刀を介して放たれる増幅された発勁は、〈プルートゥ〉の内部を押し広げて破壊、その巨体は大きく膨らんだ後、あちこちから破断しながら地面に横倒しになった。

〈プルートゥ〉、残り一機。

　だが──

『いやはや、見事、お見事、さすがにお強い!!』

　そんな声と共に〈プルートゥ〉の背にのしかかる──異形の巨影。

〈ウラーヌス〉である。

　まるで馬に飛び乗る騎兵の様に、その試作型魔導機兵は〈プルートゥ〉の背中に乗っていた。

『な、何をする、お、降りろっ!?』

『いやいや、折角馬の形態をしているのですから、ここは、馬として頑張っていただくのが正しい在り方でしょう！　第二王女殿下の御身が大切なら黙って従っていただいた方が得策ですよ？』

『…………っ！』

『さあさあ、その身を盾に、第二王女殿下のお乗りになっているこの機体を守ってくださいね、近この衛え騎士の本懐でしょう!?』

　そんな叫びと同時に〈ウラーヌス〉が、腰から抜いた四本の巨大剣──〈アラモゴード〉の斬塁刀と異なり直剣である──を〈プルートゥ〉の上半身越しに繰り出してくる。

　操っているリバム・ロレンスに剣の心得は無いのか、その攻撃が散漫なのが救いといえば救いだが──

『よもや、卑怯などとは言いますまいな、護国鬼神殿!?』

「カカカ、安心せい、貴様は卑怯者などではない」

　とレオは歯を剥むいて笑いながら言う。

　四本の剣と、〈プルートゥ〉の上半身という盾の組み合わせで至近距離から攻撃してくる〈ウラーヌス〉に対し、一転して〈アラモゴード〉は防戦一方を強いられている。しかも迂う闊かつに〈プルートゥ〉を貫通して〈ウラーヌス〉を撃つ攻撃を放てば、中に乗っている第二王女ツィネを殺してしまう可能性があった。

　さすがに障害物越しに放つ刺突技で、精密な部分攻撃は無理だ。

　四方から〈ウラーヌス〉の剣が〈アラモゴード〉の肩に、脇に、食い込んでくる。

　一次装甲が凹へこみ、砕かれ、切り裂かれ、貫かれ、内部へと到達する寸前、二次装甲で辛うじて止まる。

　だがこのままでは〈アラモゴード〉は四本の針で刺し留められた虫に等しい。

　リバム・ロレンスは恐らくこの時点で勝利を確信しただろう。

　しかし──

「貴様はただの阿呆よっ！」

　叫んだ瞬間──〈アラモゴード〉の首元が弾はじけた。

『──!?』

　御者殻を保護する装甲板を爆破排除。

　そこから飛び出してきたのは──生身のレオ・アラモゴードだった。

『な……なんですと!?』

「折角の四本腕、一本位は、剣を刺さずに残しておかんか！」

〈アラモゴード〉に剣を刺す〈ウラーヌス〉の腕の上を疾走しながらそう叫ぶレオ。

　本来ならば、巨大な魔導機兵同士が争う場面で、中の御者が出てくるなど、自殺行為そのもので正気の沙さ汰たではない。

　だがリバム・ロレンスはこの期に及んでも理解していなかったのだ。

　護国鬼神は数百年の戦乱を繰り返す、極東の首狩族の国からやって来た戦士だ。

　そもそもその行動に正気の真っ当さを求める事そのものが間違いだと。

『ば、ばかな、何故──剣が!?』

　鋼の異音が響くばかりで、突き刺した剣が抜けない。

　御者がいない筈はずの〈アラモゴード〉が、腕を四本の剣に、あるいはそれを持つ腕に絡める様にして、引き留め、押さえ込んでいるのだ。

「カカカ、うちの嫁共が踏ん張ってくれておるからな!?」

　と叫ぶレオ。

　そう。レオの代わりに〈アラモゴード〉を操作し、制御用の魔力を提供しているのは、マリエルとフェルミだ。勿もち論ろん、レオの様な剣技は無理でも、固定姿勢で相手を押さえ込む程度ならば、〈アラモゴード〉を初めて操作するマリエルでも可能だった。

「そおれ、ご開帳っ！」

〈ウラーヌス〉の首元の装甲がレオの愛刀で切り裂かれる。

　魔術含みで高速振動するレオの斬撃に、斬れぬものは無い。がらんがらんと音を立てて、機体の上を落ちていく装甲板。

　そして──

「馬鹿な、貴方あなた、第二王女殿下の命が──」

　制御用魔導機関に繋つながれているツィネの髪を引っ張って引き上げ、自分の前にその身体を置くリバム。この期に及んでも他人を楯たてにしようという事であるらしい。ツィネ王女は既に意識も朦もう朧ろうとしている様で、暴れる様子も無い。

「案ずるな、下郎」

　レオは歯を剥いて笑いながら言った。

「第二王女殿下は、卑劣なネプツニスの傀儡くぐつが道連れに殺したという事にしておく。なに、王女はもう一人おる訳でな。一人減っても問題は無い。国を護まもれれば、護国の約定、違たがえた事にもならんしな？」

「…………」

　さすがにリバムも眼を丸くして固まっている。

　凶悪至極、残忍至極、敵を殺す為なら卑怯上等、卑劣常道、手段を選ばぬので有名な、文字通りの鬼、護国鬼神ならば言いかねない、やりかねない──そういう風に思っているのだろう。

「ほれ、殺してみよ。道具が無いなら貸してやろうか？」

　と──あろう事か、ひょいと刀を半回転させると、鞘さやに納め、続く動作でレオは柄をリバムの方に差し出す。

「…………な、何を考えて」

「勿論、貴様をどう引き裂いてやるかだけを考えておる。第二王女はその為の貴い犠牲よな。護国鬼神に人質が通用するなどと、貴様が考えたばかりに。おお、哀しい事であるわ。カカカ、ほれ、はよう、はよう、はよう殺さんか！　我は早はよう貴様を八つ裂きにしたくてうずうずしておるのだ！　殺さぬなら我が殺してしまうぞ!?」

　ひょいと刀をリバムの方に投げて、レオは右手を腰の辺りに引いた。

〈アラモゴード〉越しとはいえ、彼が素手で人間の首を飛ばせるのは先にも見せたとおりである。サムライを武装解除なぞ出来ない。彼等自身が武器そのものだからだ。

「ほれほれ、秒読みでもしてやろうかい。十、九、八、七、六、五、四、三──」

「──くっ!?」

　咄とつ嗟さにリバムはレオの刀を掴つかんで──

「──だから阿あ呆ほうだと言うておる」

　レオの脚がひょいと鞘を蹴けった。

　次の瞬間──

「──ぐおあっ!?」

　鞘から、矢の様な勢いで飛び出した刀、その柄頭がリバムの顔面に食い込んでいた。

　めぎり、と耳障りな音と共に、その顔の鼻がへし折られ、血が鼻孔と口から飛沫しぶきとなって飛び散る。レオが脚で用いた寸すん勁けいにより、爆発的に鞘の中で加速された刀が、リバムを撃ったのである。

「──二、一、零ゼロ。ほれ、終わり」

　白眼を剥いてがっくりと脱力するリバムを見下ろしながら、レオは笑った。
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　住民の大半に獣耳と尻尾しつぽが生えるという大騒動から──十日余り。

　王都トリニティアは落ち着きを取り戻しつつあった。

　誰も彼もが獣耳尻尾つきの状態になってしまった為、『自分には関係無い』と罹り患かん者を私刑に掛けていた連中が鳴りを潜め、同時に誰一人、ネプツニス帝国に寝返ったりもしない為、ユニア王女の『告知』内容を多くの者が受け入れつつある。

　同時に、大量の『資料』を得て魔術師や賢者、医術師達の研究が進んだ結果……この獣耳と尻尾を消す解呪の魔術も確立され、近日中には希望者に順次施される見通しとなっている。一部の『趣味人』以外は、王都民の大半がこの処置を受けるだろう、との事だった。

　ただ──

「そんなっ…………」

　と地底のアラモゴード城で、水晶板に映し出される各種報道を見ながら、護国鬼神レオ・アラモゴードは激しく落胆していた。

「この楽園が……無くなるだと……？　失楽園？　馬鹿な……！」

「泣く程ですか」

　とレオの私室で彼の背後に立ちながら言うのは、ハリエットである。

　ちなみに、このアラモゴード家の執事は件くだんの大騒動以降も、徹頭徹尾、獣耳と尻尾が生えていないが──その事について疑問に思ったマリエルが尋ねたところ、『私は水を飲んでませんので』という答えが返ってきた。

「まったく、若様の変態性欲はとどまるところを知りませんね」

「でもハリエット、獣耳だぞ、獣耳と尻尾だぞ、もふもふだぞ!?」

　と涙目でハリエットに縋すがりながらレオは言う。

「地底湖に改良型呪じゆ詛そぶちこんだの、ハリエットだろ？　なあ、あれまだあるよな？」

「何を考えておられますか？　というか大体想像がつきますが」

「分けてくれよぉ……！」

「そんな椎しい茸たけの断面みたいな眼で見られても」

「ちょっと使うだけだからあ……！」

　とハリエットにしがみついたまま言うレオ。

　護国鬼神というよりただの駄々っ子である。

「誰に使う積もりですか？　無作為にばらまいたら今度こそ王都は混乱で崩壊しますよ」

　そう言って──しばらくアラモゴード家の執事は主あるじである護国鬼神を冷たい眼まな差ざしで見下ろしていたが。

「…………」

　ふと首を傾げると、懐から取り出した獣耳をひょいと自分の頭に載せて見せた。フェルミに持たせたものと同じ代物だ。

「──若様」

「…………!?」

　顔を上げたレオは獣耳付きのハリエットを見て、眼を丸くする。

「ハリエット……!?」

「……とりあえず、消えるまでマリエル様のと、後は身内の付け耳で我慢なさってください。レオくん」

「……ハリエッ……ト……姉ちゃ……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくレオを、ハリエットはしばし見下ろして──それから溜ため息いきをついた。

「というか、レオくん。そんなに獣耳萌もえなら、マリエル様に獣耳がある間に手を出しちゃえば良いじゃないですか。もしくは獣耳着けたフェルミに」

「え、いや、あの、それは」

「ちゃんとお世継ぎを作ってくれないと、レオくんの初代婚約者から執事に転職した私の立つ瀬がないのですけれど？　まあそれこそレオくんが三歳の頃に決められた話ですから、そんな事知らないと言われればそれまでですけどね。亡くなった先代にも申し開きが出来ません。私にレオくんを頼むと言い残して亡くなられたのですから」

　しがみついたままのレオの頭を撫なでながら、ハリエットは──いつもと異なる、若干柔らかい口調でこう続けた。

「レオくんがまともに恋愛が出来ないのは、引き籠こもって漫画や動画劇アニメばっかり見ていたせいもあるのでしょうけれど──私のせいでもあるのでしょうし、これでも責任を感じているのですよ？　ですから──」

　と言いかけて。

　ふとハリエットは視線をレオから報道が映されたままの水晶板に向ける。

　レオもつられる様にしてそちらを見て──

『──以上の事から、第一王女ユニア殿下は、王都混乱の責任をとって王位継承権を放棄し、王室を出て降嫁なさるとの発表をなさいました。ユニア殿下の嫁ぎ先は、未まだ発表されておりませんが、いずれ名のある貴族か、さもなくば──』

「…………」

「…………」

「……ハリエット」

「はい、若様」

　共に素に戻って──というか何というか──身を離しながら、顔を見合わせる。

「なんだか嫌な……と言うか、面倒事の予感がするんだが？」

「奇遇ですね。私もです」
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「──まあそういう訳で」

　ユニア・ラ・ウォルトン第一王女（王位継承権放棄済み）は応接間に居並ぶ一同を見て笑顔で言った。

「これからよろしくお願いしますね」

「いや、あの、ちょっと待って、ユニア──殿下!?」

　と片手を掲げて言うのはマリエルである。

　レオもフェルミもセラフィも呆然としたままで、ハリエットはいつも通りだが壁際に立ったまま、傍観者の立場を貫いている。

「どういう事!?　なのですか!?」

「もう王位継承権は無いから、呼び捨てで良いわよ？　マリエル」

「いやだからって王女である事には変わりないでしょう!?」

「そういえば未だ貴女あなたは獣耳消してないのね？」

　とユニアは──ユニアも獣耳をしたままのんびりと微笑む。

「それはレオ様が──いえそうではなくて？　というか、ユニア、なんで!?　なんで今更──」

「まあ今回の事は、元を正せば、私がツィネよりも少し先に生まれたから、王位継承権が上になっちゃってたのが、原因でしょう」

　とユニアは首を傾げ、頬に手を当てながら言う。

「何としても正妃の娘として自分が王位に就かなければならないって、ツィネが思い詰めていたから、あのネプツニスの軍師の傀儡くぐつにつけ込まれてしまった訳で」

「それはそうかもしれませんけど」

「だからこの際、私も『王女』って肩書きを下ろして、一個人としての幸せを追求したいかなって……」

「そんな無責任な。というか一個人の幸せって」

「護国鬼神殿の所に嫁入り」

「だからなんで!?」

「既に三人も嫁候補が居るんだし、一人くらい増えてもね？」

「三人居る事自体が──え？　三人？」

「そっちの元軍師の子もその気じゃないの？」

　とユニアがセラフィに眼を向ける。

　かつて仮面を被って敵国の軍師を務めていたその少女は、しばらく眼を瞬かせていたが。

「ま……まあ、他に行く場所も無いし」

　明後日あさつての方を向いてそう言った。

「それに護国鬼神殿一人で、美少女を何人も独占するとか、ずるいと思うの」

　とユニアは笑顔で言った。

「私もマリエルとかセラフィとか、そこの妖よう精せいの子ともいちゃいちゃしたい」

「ちょっ……!?」

　身も蓋ふたもない王女のぶっちゃけに、マリエルは顔色を変える。

　同時に──

「王女殿下。貴女はもしや百合ゆり──」

「あ。護国鬼神殿、ではなくてレオ様、実は私、『姫様はお年頃！』の作者の筆名ペンネーム『ユラユラクラゲ』ですから」

「──はい？」

　仮面が顔から滑り落ちて、レオの間の抜けた表情が露あらわになる。

「え？　あ、あの、四コマの!?　百合漫画の!?　ユラユラクラゲ先生!?」

「ええ。署名書いてみましょうか？　それとも登場人物キヤラの方がいい？」

「あ、じゃあ、じゃあ、ミカたんお願いします！」

「はぁい。あ、色紙書くから、私の嫁入り認めてくれると嬉うれしいかな？」

「いやそうじゃなくて!?」

　と卓を叩たたいて叫ぶマリエル。上に載っていた人数分の香茶の湯飲茶碗カツプが一斉に飛び跳ねてがちゃんと音を立てた。

「ユニア！　貴女──」

「安心して、男の子も女の子も私どっちもいけるから」

「余計安心出来ません！　色々な意味で！」

「──私、思ったの」

　とマリエルの叫びを半ば無視してユニアは言うと、嬉しそうに改めて一同を見回して。

「私の楽園はこんな身近な所にあったんだなって」

「…………ハリエットさん……」

　とマリエルは涙目で救いを求める様にアラモゴード家の執事の方を見るが。

「いや、さすがに私もどう対処したものやらと」

　ハリエットは肩を竦すくめて言った。

「フェルミも！」

「…………？」

　妖精族の家政婦は『何か問題があるのでしょうか？』ときょとんとしたままで、焦っているのはマリエルだけという有り様である。

「あああああああああああああ」

　マリエルはしばらく壊れた様に悲鳴とも怒号ともつかない声を漏らしていたが。

　ぐしゃぐしゃと未だ獣耳付きの頭を掻かき回すと、改めてレオの前に立って。

「──レオ様！」

「え？　あ、はい」

「い、いい加減、誰を嫁に娶めとるのかはっきりして──」

　と言いかけて。

「いや、いいです」

　溜息をついて首を振るマリエル。

「いいの？」

「…………」

「若様。マリエル様はこの場で『誰を一番愛しているの？』と問うた場合、『フェルミ』と答えられると、にっちもさっちもいかなくなるので、保留にして策を練っているのです。既に『フェルミ』とは接せつ吻ぷんも済んでいますから、自分が一歩出遅れているという自覚が」

「ハリエットさんも他人の心を見透かさないでください!?」

　とマリエルは叫んでから、深呼吸。

　そしてレオの前に跪ひざまずくと、両手を伸ばして彼の顔を挟んで。

「マリエ──」

「…………ッ！」

　唇を塞ふさがれてレオの声が途中で消える。

　やがて──

「……こ、こ、これで、同点だからっ！」

「え？　はい」

　とマリエルに指さされて頷うなずくフェルミ。

　レオはレオで眼を見開いたまま呆然としていて、何処からどう見ても護国鬼神とは思えない緩みっぷりで。

　挙げ句──

「あ。じゃあ私も」

　と腰を上げるユニアに、釣られる様にしてやはり腰を上げるセラフィ。

「なについでみたいに言ってるんですか!!」

　と叫ぶマリエル、それを見て面白そうに笑うユニア、不思議そうに見ているフェルミ、苦笑しているセラフィ、でもって脱力したままの──レオ。

　彼等をしばらく眺めていたハリエットは、その場を離れつつ──

「では若様。夜明けの一杯は珈コー琲ヒーをお持ちすればよろしいですか？」

「いや、ちょっと待て、ハリエット!?」

　慌てて起き上がって叫ぶレオだが、ハリエットはひらりと片手を振って応接間を出て行きながら──

「ああ。その前に精力剤でしょうか。後で差し入れいたします。御武運を、若様」

「ちょっ……ハリエエエエエエット!?」

　去って行く執事の背中に掛けられる、護国鬼神の悲鳴じみた声を、閉じられた扉が遮断したのは、次の瞬間だった。

　…………

　この三日後。

　ウォルトン王国は永年、有う耶や無む耶やにしてきた護国鬼神との関係を公式に認め……更には、王位継承権を放棄した第一王女がそこに嫁ぐ事で、双方の結びつきを強化、更に護国鬼神を王族の一端に加えるという発表を第二王女ツィネの名で発表する事になるのだが。

　それは別の、多分、どうでもいい話である。
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　どうも、お久しぶりです。[image: さかき]さかきです。

『いつか仮面を脱ぐ為に』二巻をお届けいたします。

　一巻から一年も時間が空いてしまいました。お待ちくださった方々には大変申し訳なく。

　その分、色々てんこ盛りですので、楽しんでいただければと。




　それはさておき。

　諸般の事情（担当編集氏の交替とか、コミカライズのタイミングとか）により、本作は私が書き上げてから刊行までしばらく時間が掛かっていたのですが──その間に、予想もしなかった事態が生じまして。

　なにって？　いや、勿もち論ろんそれは『コロナ騒ぎ』ですよ。

　本作のプロットを作ったのは２０１９年の秋、原稿そのものは２０２０年の年頭には上がっていた訳ですが。まさか現実世界の方が病気でてんやわんやになるとは思ってもみなかったというか、しばしばネットで言われる様に『コロナ以前』『コロナ以後』に世間そのものが変容してしまったというか。

　原稿アップの直後辺りから不穏な噂は聞こえてきていましたが、四月五月はもう自粛やら何やらで日本全体で、生活スタイルから変わる様な状態。それに絡んで犯罪に走る人は出てくるわ、営業自粛するしないで揉もめる店が出てくるわ、海外では政情不安になった挙げ句に（直接的には人種差別問題からではありますが）暴動起きるわ。




　正直、本作が『謎の伝染性疾病（に偽装された呪術兵器）が引き起こす王国の危機』『直接攻撃出来ない漠然とした空気感というものを敵に回して、護国鬼神はどう戦うのか』というコンセプトだったので、二度ばかり担当さんに『大丈夫です!?　不謹慎だとか何だとか言われて発禁になったりしません!?』と確認までいたしました（苦笑）。

　むしろ『タイムリーですね！』と担当さんには言って貰もらいましたが。




　なので本作は別にコロナ騒動を横目に見ながら書いたものではありません。

　発想の源になった元ネタは色々あるのですが、強いて一本に絞れば、岡おか本もと喜き八はち監督の映画『ブルークリスマス』がベースです。

　本作と違って現代が舞台のＳＦミステリー／ホラーで、『空飛ぶ円盤』を扱ったＳＦでありながら、円盤そのものがほぼ出てこない、特撮も殆ほとんど無し、という造りに加えて、残虐シーンは殆ど無い筈はずなのに、静かに、ひしひしと怖さの伝わってくる傑作であります。




　ちなみに本作のもう一つのコンセプトは『獣耳と尻尾しつぽ』であります。

　後からキャラクターが『獣耳尻尾つきのキャラになる』というのは、割とイラストレーターさん泣かせ（一いつ旦たん、確立したキャラクターデザインを崩さねばならない場合があったりして）の話でありますが、やはりファンタジー世界を描く上では出しておきたかったというか！

　元々は一巻の段階でフェルミを妖よう精せいではなく獣人にするという案も在ったのですが、先代の担当編集さんに却下されてしまったので、ならば、と後からマリエルらを獣耳と尻尾付きにしてみましたという。

　このあとがきを書いている段階では、未だ茨し乃の先生のイラストは拝見していませんが（表紙には獣耳尻尾を出さない方向でいくと担当さんから告知があった）、マリエルの獣耳は大変に萌もえるに違いないと今からどきどきしている五十路のおっさんでした。




　ともあれ。

　書き手の事情だの世間の事情だのは読者の方には関係の無い事で。

　皆様には本作も楽しんでいただければ幸いです。




　イラストの茨乃先生、メカデザインの片かた貝がい文ふみ洋ひろ氏、担当編集者のＨ氏、校正さん、その他、本作を世に出すにあたってご助力、ご尽力いただいた皆様に感謝を。

　何より本作を購入していただいた読者の方々には、更なる感謝を。




　ではまた！





２０２０／６
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